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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「っきゃ──────────っ！」





　その朝は、悲鳴から始まった。厨ちゆう房ぼうにて紅茶の準備を始めていたマルクは、同じく朝食を準備していたセリアと顔を見合わせた。


　石ころと赤い土に覆おおわれたこの国は、空気も乾かん燥そうしており雨が降ることも希まれである。そんな大陸の片かた隅すみにあるこの街も当然同じ環かん境きようのはずだが、ラチナス神聖国のごとく朝あさ霧ぎりが立ちこめ、厨房の中にも冷たく湿しめった空気が流れ込んできている。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋や敷しき──〝在るはずのないもの〟が平然と存在する場所である。


　マルクはこの屋敷に仕える執しつ事じである。皺しわ一つなく丁てい寧ねいに伸のばされた燕えん尾び服ふく、ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれた白手て袋ぶくろ、丸メガネをかけた顔には困ったような微び笑しよう。早朝であろうとも、身だしなみは完かん璧ぺきに整えられている。


　セリアは、スラリとしたズボンにパリッとしたシャツ。バーテンダーを思わす服装で起き伏ふくに富んだ体つき。料理人である。何な故ぜか迷めい惑わくそうな視線をマルクへと向ける。


「何事？」


　──何故、私の不始末のように言うのですか……？


　マルクは嘆たん息そくしながらも毎朝のことなので軽く受け流す。そして首を傾かしげた。


「はて……？　カナメの悲鳴に聞こえましたが……」


　カナメはマルクたち同様の使用人なのだが、主あるじの入浴や着き替がえなども手伝うため階上に部屋を持っている。侍じ女じよは侍女で別に存在するのだが、最近、役割が混同し始めている。そろそろ本格的に職務内容について調整し直した方が良さそうである。


　──カナメとて女の子ですし、男子の私が部屋を覗のぞきに行くのも問題でしょうか……。


　今の悲鳴は、どちらかというと嫌きらいなものを見たような悲鳴だった。カナメとて年とし頃ごろの娘むすめであり、男のマルクとしてはプライベートを覗くのには躊ちゆう躇ちよしてしまう。


　マルクが悩なやんでいるとセリアは呆あきれたようなため息。それから角砂糖を取りだし、ピンッと親指で弾はじく。


「撃うち抜ぬけ──〈ルー・グー〉」


　ドゴッ──砂糖は弾だん丸がんのごとき勢いで射出され、マルクの額へと直ちよく撃げきした。


　衝しよう突とつと同時に爆ばく散さんする角砂糖。砂糖の塊かたまりとは思えない衝撃に、マルクは昏こん倒とうした。





　契けい約やく者しや──この大陸にはその名で呼ばれるものたちが存在する。


　精せい霊れいに対価を支し払はらい、異能を手にした存在。契約の代だい償しように彼らはなにかしらの欠点をその身に背負うことになる。この屋敷の主エルミナは、そんな契約者の対価を修復するという力を創つくり上げた。


　それゆえマルクやセリア……いやこの屋敷に集つどう使用人は、一名を除いて全員が契約者である。これも〝在るはずのないもの〟の一つなのだろう。セリアの能力は〝斥せき力りよく〟──弾いた角砂糖を弾丸のごとく加速させる〝押おす〟力と、それを反転させた〝引力〟だった。





「おはようございます……？　は、はわわわ、マルクさん！　どうしちゃったんですか？」


　厨房に足を踏ふみ入れるなり慌あわてた声を上げたのは、侍女の少女だった。


　アイシャ＝クラン＝ウィード──エルミナつきの侍女である。大陸先住民クーラン特有の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみと褐かつ色しよくの肌はだ。服装は群ぐん青じようのワンピースに真っ白な前まえ掛かけ。ヘッドドレスを巻くべき黒くろ髪かみは、災害に見み舞まわれた後のように凄すさまじい寝ね癖ぐせだった。


「心配不要。ひ弱体質」


　自分が打うち倒たおしたにも拘かかわらず、セリアは他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。


「そ、そうなんですか？　あ、あの、今、悲鳴が聞こえたような気がしたんですけど……」


　呻うめくマルクをよそに、アイシャは次の話題へと移ってしまう。なんだかんだいって毎朝のことなので、彼女の方も慣れてしまったらしい。数少ない味方が関心を失ってしまったことに、マルクは涙なみだした。


　セリアはアイシャに頷うなずくと、ツカツカと倒れたマルクの側そばまで歩み寄り──なんの躊躇もなくギュッと踏みつけてきた。


「状じよう況きよう確かく認にん。即そく行動」


　カナメの様子を見に行けと言っているらしい。


　──あなたに打ち倒されたのですが……？


　マルクが怨えん嗟さの念を送っていると、アイシャが上うわ目め遣づかいにセリアへすり寄っていた。そして、小さな包みを取り出す。


「あの、これ、あたしが材料の目方、量ったんです」


　アイシャは気立ての良い娘であるが、絶望的に不器用である。しかしマルクはある人物に〝アイシャに料理を教える〟という約束で頼たのみ事をしてしまった。契約者は一度交かわした契約を裏切れない。


　そうして苦労の末、なんとか〝材料の目方を量る〟という最初の一歩を実らせた。料理人のセリアですらさじを投げたのだ。偉い業ぎようと呼んでも良い一歩である。そして残りの調理をマルクが引き継つぎ、仕上げたのだった。


「そ、それで今日、お昼からアルバさんのところに行きたいんですけど、セリアさん、またお願いしてもいいですか？」


　アイシャには街に住んでいる兄がいる。もっとも、彼女の方は兄妹きようだいとは知らされていないのだが、同族ゆえ彼に懐なついていた。しかし、アイシャは恐おそろしく方向音おん痴ちでもあるため、いつもセリアに連れて行ってもらっていた。


「快かい諾だく」


　セリアは貴婦人の微笑を浮うかべて頷くと、マルクへ労いたわるような視線を投げかける。


「マルク君。カナメちゃんの様子を見てきてもらえますか？　なにかあったようです」


　突とつ然ぜん、対応が柔やわらかくなったことに、マルクは気味の悪さを感じたが、すぐに頷いた。


「ええ、まあ、私でよいのなら見てきましょう」


　その日、何故かセリアは丸一日機き嫌げんが良く、マルクも優やさしく接してもらえた。





「──このっ、たわけっ！」


　玄げん関かんホールに上がると、怒ど声せいとともに、階上からなにかが落下してきた。


　ゴチャッ──なにかが潰つぶれたような音。上質な絨じゆう毯たんに真っ黒な塊が転がっていた。


　見れば、あられもない格好で床ゆかに倒れているのは、うら若い少女だった。


　絨毯のように広がった髪は艶つややかな黒。使用人であるにも拘わらず、ふんだんにフリルで飾かざられた寝ね間ま着き。ぐったりと目を閉じたその顔は、知性を感じさせる美しい顔立ち。


　カナメ──ではない。昨日から働き始めた、医師のジェノバである。ジェノバはカッと目を開くと、深しん紅くの瞳に怯おびえたような色を揺ゆらした。


「くっ……、まさか二階から放ほうり捨てるとは……。我でなければ死んでいたところだぞ」


　確かにジェノバは頭から落下してきた。玄関ホールの床は丁寧に磨みがき上げられた大理石である。むしろ何故この少女が死んでいないのか問うべき状況である。


　医師はよろめきながら身を起こすと、ただならぬ情念の込もった眼まな差ざしを二階へ向けた。





「──おのれっ！　好きだ──あうっ？」





　愛を叫さけぶジェノバの後頭部を、マルクは近くにあった傘かさで殴なぐりつけた。


　マルクの能力は〝影かげ〟である。影を括くくったものは、外からの干かん渉しようを受けず、時間の止まったような状態になる。貧ひん弱じやくな傘も、影を括れば火ひ搔かき棒程度には威い力りよくのある凶きよう器きと化す。


「お黙だまりなさい。朝早くからうるさいですよ」


　エルミナは二日前に街で騒そう動どうに巻き込まれている。昨日もあまり具合が良さそうには見えなかった。朝から騒さわぐわけにはいかない。


「それで──カナメ。何事ですか？　これは」


　二階を見上げると、手すりから身を乗り出した少女の姿があった。


　異国の真っ白な寝間着に身を包み、毛もう髪はつの生はえ際ぎわからまつげに至るまで純白の姿。裁さい縫ほう師しのカナメである。気の強そうな顔立ちで、その頰ほおは怒いかりのせいか赤く染まっている。


「そ、そこのたわけが、勝手に、わ、私の──私の、寝ね床どこに潜もぐり込んでいたのじゃ！」
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　ジェノバは、ふんと鼻を鳴らすと、胸を張ってふんぞり返った。


「貴公ほどのものが異いなことを言う。夜よ這ばいとは黙って行うものさ」


　大体の事情が飲み込めて、マルクは軽い頭痛を感じた。


　カナメは同性であるジェノバから求愛されている。彼女にそちらの性せい癖へきはない。あまつさえジェノバが屋敷で雇やとわれることになったため、寝込んでしまったほどのものである。その上ベッドの中まで潜り込まれたのでは、先ほどの悲鳴も無理はない。


　放っておくとカナメの理性が危あやうい。〝契約者狩がり〟とまで呼ばれた彼女の理性が崩ほう壊かいすれば、心なき殺さつ戮りく者しやと化すことだろう。そんなもの、マルクにも止められる自信はない。


「ジェノバ。あなたはこの屋敷の使用人なのです。規則ルールを守れないようならば罰ばつを与あたえなければなりませんが」


　マルクは執事である。この屋敷には家令がいるため、最終的な取り決めは家令の仕事であるが、使用人の管理はマルクの職務だった。


「面おも白しろい。いかなる罰則も我が情熱を妨さまたげることなどできるものか！」


「──では、街まで買い出しを命じます。もちろん、罰ですのでお一人で」


　ジェノバの顔が見る見る青ざめた。ジェノバは対人恐きよう怖ふ症しようである。エルミナと契約を結び対価を修復した現在でも、それは治っていない。


「ふっ……。落ち着くがよい。我はただ単に交流を深めたかっただけさ。なにも規則ルールを破るつもりはない。謝るゆえ、許すがよい」


　尊大な態度ながらも、必死で地面に頭をこすりつけるジェノバ。自尊心が高いのか低いのか分からない娘である。


「ともかく、我々は使用人です。睡すい眠みん時間まで阻そ害がいされては職務に支障を来きたします。自重という言葉の意味を学んできてください」


「貴公はそう申すが、カナメ嬢じようが起きていては半径２シク以上近寄れぬではないか」


　２シク──カタナを振ふるうカナメの間合いがちょうどそれくらいだろう。それ以上踏み込めないということは、本気で〝斬きる〟と警けい戒かいされている証しよう拠こである。


　──それだけ嫌いやがられているのならば、いい加減諦あきらめていただきたいのですが……。


　マルクは昨日から何度目になるかは分からないが、厳重に注意して、ジェノバに地下の寝しん室しつに戻もどるよう命じた。





　ジェノバが地下へ引っ込むと、マルクは二階のカナメを見上げた。


「カナメ。あなたも今日は動けますね？」


「昨日とて、午後からは働いたであろ」


　ジェノバとともに働かねばならないのがショックで倒れたのだが、体調を崩くずせばそのジェノバから診しん察さつを受けなければならない。その絶望的な現実に気づいた彼女は気力だけで立ち直った。それにはマルクもさすがに不ふ憫びんに感じた。


　カナメは手すりに片手をかけると──そのままヒョイと二階から飛び降りた。


　フワ──音もなく、羽う毛もうのように降り立つカナメ。羽でも生えているのではないかと思えるその光景に、見み惚とれそうになりながらもマルクはずり落ちた丸メガネを押し上げる。


「行ぎよう儀ぎが悪いですよ、カナメ」


　真っ白な足は太ももまで見えてしまった。マルクが狼ろう狽ばいを取り繕つくろっていると、カナメの方も自分の行動の迂う闊かつさに気づいたのだろう。顔を赤く染めながら着物の裾すそを押さえた。


「う、うるさいの。……それで？　エルミナに呼ばれたわけでもないのに、なにか用か」


　マルクはこの時間には毎朝紅茶を運んでいる。それが今日はまだエルミナから呼ばれていないため、持ってこなかった。それでカナメは自分への用事だと考えたのだろう。


「あなたに用といえばそうでしょうか……。悲鳴が聞こえたので様子を見に来たのです」


　そう答えると、カナメは信じられないことを言われたように目を見開き、それから狼狽うろたえたように周囲へ視線を泳がせる。


「な、なんじゃ珍めずらしいの。おんし、私の心配をしたとでも言うのか？」


「それはあなただって女の子なのです。心配の一つくらいはしますよ」


　カナメは真っ白な髪に指を絡からめ、恥はじらったような眼差しでマルクを見上げる。そんな顔で見られれば、大たい抵ていの男はなにも言えなくなってしまうだろう。マルクはクラリと自分の理性が危うくなったのを感じ、慌てて視線を逸そらす。


　──まったく。この娘むすめは自分の容姿というものを自覚していないのでしょうか。


　雪の精のごとき容姿ながらも、エルミナとは違ちがいコロコロとよく変わる表情。使用人として、契約者として、仲間として、そして異性として、マルクとてカナメを意識していないわけではない。


　カナメは文句を言いながらも、マルクの頼み事は断らない。頼たよりにしているし、彼女の前で自分が無防備だということも自覚している。しかし──


「ま、まあ、わ、私とてカタナじゃと思って摑つかんだのがあやつの手ならば、悲鳴の一つくらいはあげるのじゃ」


　あたかも砂糖と塩を入れ間違えて恥じらう乙女おとめのように呟つぶやくカナメ。マルクは軽い頭痛とともに気の迷いを振り払はらった。


　──どうして真っ先にカタナを摑もうと考えたのでしょうか……。


　やはり、カナメの気持ちには気づかないマルクだった。


「ま、まあ、そちらは良いでしょう。それよりも、昨晩はなにもありませんでしたか？」


「昨晩？」


「エルミナのことです」


　先日、エルミナは記き憶おく喪そう失しつという困った状況に陥おちいった。家令のドミニクの話ではまたそういうことは起こるだろうというのだ。それでマルクはカナメにエルミナの様子を見ておくよう頼んでおいたのだ。


　話題を逸らすと、何な故ぜかカナメは腹を立てたように瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めた。


「このっ……唐とう変へん木ぼくめ。はあ、もう良いわ。エルミナなら、変わりないぞ。せいぜい、今け朝さは遅おそいくらいのものか」


「この時間に起きていないのは珍しいですが」


「確かに家令ハウススチユワードの話は気になるが、昨日きのうの今日でまた起こることでもなかろ」


「そうでしょうか。今まで起こらなかったことが起こったのです。昨日の今日……正確には一昨日おとといですが、用心するに越こしたことはないと思います」


「そうだよ。俺おれもまだ来たばかりだから偉えらそうなことは言えないけど、それでもエルミナさんの変わりようには驚おどろいたんだ。普ふ通つうのことじゃないって考えた方がいいよ」


「そうでしょう？　それに先日の騒動をなにも覚えていないことも問題です」


「なんじゃおんしら二人揃そろって。私とておんしが指し摘てきした程度のことは気をつけておる」


「ならば良いのですが……二人？」


　カナメの言葉に首を傾かしげて、マルクはいつの間にか自分の隣となりに意識していなかった人物が現れていることに気づいた。


「「うわあっ？」」


　マルクとカナメは同じ悲鳴を上げた。


　二人の間に、いつの間にか東洋人の青年が顔を挟はさんでいた。燕えん尾び服ふくとは異なる派手なジャケットに身を包み、短い黒くろ髪かみに太い眉まゆ。細い目つきはどことなくドミニクに似ている。


「オ、オウマ。いつからそこにいたのです？」


「え？　いや、マルクといっしょに上がってきたじゃないか。ジェノバを追いかけようかとも思ったんだけどな。なんだか深刻そうな話だから気になったんだ」


　──まったく気づきませんでした。


　マルクが絶句していると、カナメが容よう赦しやのない言葉を投げかけていた。


「おんし、相変わらず影が薄うすいの。村を出てから酷ひどくなったのではないか？」


「な、なんだって？　ひ、ひい様だって我が儘ままなところは相変わらずじゃないか」


「な──っ、わ、私のどこが我が儘だというのじゃ。あと、いい加減に〝ひい様〟と呼ぶのは止やめぬか」


　カナメとオウマは幼おさな馴な染じみらしい。最初の方は聞き取れていたのだが、途と中ちゆうから彼らの母国語に変わってしまったため、なにを言っているのか分からなくなった。


　仲が良いのか悪いのか。著いちじるしく話がずれているのでマルクは咳せき払ばらいをして注意を促うながす。


「ともかく、カナメはエルミナのことをお願いします。オウマ。あなたは屋や敷しきの仕事に慣れてください。基本的には昨日と同じ内容ですが、今日からは私も付き添そいません。やれそうですか？」


　マルクの方が年下だが、従じゆう僕ぼくのオウマは執しつ事じであるマルクの部下に当たる。効率よく仕事を進めるため、執事として使用人へ指示することも学ぶよう、家令から言われていた。


「ああ、そっちは問題ないと思うんだが……」


「だが？」


「なあ、マルク。正直に答えてほしいんだ。俺は……存在感、薄いのか？」


　──故意に気配を消しているわけではないのですか……。


　マルクは痛々しいような気持ちになったが、涼すずやかな微び笑しようを取り繕った。


「優ゆう秀しゆうな従僕フツトマンは、主あるじやお客様にその存在を意識させないものです。あなたはよく努ヽ力ヽしていると思いますよ」


　白々しい言葉を吐はいてしまったことでマルクは自己嫌けん悪おに陥るが、オウマは自信を取り戻したように拳こぶしを握にぎりしめた。


「そ、そうか。俺、従僕フツトマンは向いてるのかもしれないな」


　オウマが単純そうに元気を取り戻していると──リン──透すき通った鈴すずの音が響ひびいた。


　──これだけ騒さわげば、さすがに起きますね。


　ティーセットを持ってこなかったことを後こう悔かいしつつ、足早に厨ちゆう房ぼうへ降りると、幸いなことにセリアがすでに用意してくれていた。セリアはマルクには非友好的であるが、主のためならば献けん身しん的だった。
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「──失礼します」


　寝室へ紅茶を運ぶと、エルミナはベッドではなく、椅い子すに腰こし掛かけていた。意外なことにすでに着き替がえも済ませている。


　肩かたにかかる金色の髪。どこに焦しよう点てんを当てているのか不確かな翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。ガラス細工を思わす、整った顔立ちと線の細い体つき。勤務初日のオウマが、自分は機き嫌げんを損そこねることをしてしまったのかと落ち込んだほどの無表情。しかし彼女は機嫌が悪いわけではなく、常つね日ひ頃ごろからこんな様子である。


　テーブルの上には何冊もの本が塔とうを建設しており、また読書に没ぼつ頭とうしていたらしいことが窺うかがえる。そうして本を抱かかえる腕うでの袖そでは、喪も服ふくのごとき真っ黒なドレス。エルミナは黒を好むが、ここまで黒尽ずくめなのは珍しい。


　カナメは着替えを手伝っていないようだった。ということは、エルミナは自分で着替えを済ませたのだろうか。マルクはそれを意外に感じながらもテーブルに紅茶を並べた。


「そういったドレスは珍しいですね」


　つい疑問を口に出してしまうと、エルミナは慌あわてたようにスカートを揺ゆらした。


「……おかしいだろうか」


「いいえ。良くお似合いですよ」


　エルミナは本の向こうからマルクの顔色を窺うように視線を上げ、そして慌てたように本へと戻す。


「……ジェノバから勧すすめられたのだ」


　──あの娘むすめは、エルミナにまで黒を強要していたのですか……。


　ジェノバは黒という色に対してただならぬ美学を持っている。マルクが以前、真っ黒なコートに身を包んでいたというだけで「心の友」と呼んで懐なついてきたほどのものである。


　マルクは涼やかな笑えみを浮うかべつつも拳を握りしめた。


「申し訳ございません。あとで注意しておきましょう。どうもあの娘は人に自分の趣しゆ味みを押おしつけるところがあります」


　何故か、エルミナが目を落としていた本のページがバラバラと勢いよくめくれた。どうやら手が滑すべったらしい。マルクが首を傾げていると、エルミナはちらりと翠玉の瞳を向けた。気のせいか、どこか批難しているようにも見える。


「……では、やはりおかしいのかね」


「いえ、おかしくはありませんが……、エルミナの趣味には思えません。興味がおありなら止めませんが、無理をして普ふ段だんと違うものを着る必要はないと思いますよ」


「……そう」


　落らく胆たんとも安心ともつかぬ微び妙みような声こわ色いろで呟つぶやくと、エルミナはカップを手に取る。マルクは首を傾げたが、もう一つの疑問を投げかけた。


「だいぶ前から起きていらっしゃったのですか？」


　さすがにコルセットまでは締しめていないのだろうが、今のドレスも一人で着替えるにはずいぶん手間取りそうなものである。


　マルクがそう問いかけると、エルミナは躊躇ためらうように視線を逸らした。そしてイタズラを隠かくしている子供のような上うわ目め遣づかい。


「……眠ねむれなかったのだ」


「眠れなかった……って、一晩中でございますか？」


　見てみれば、満タンに補ほ充じゆうしておいたランタンの油は完全に底をついていた。


「昨日もお休みになっていたわけではないでしょう。体調がおかしいのですか？」


「……いや。少し、考え事をしていたのだ」


「先日の、……街でのことでございますか？」


　エルミナは躊ちゆう躇ちよするような仕草を見せるが、ほどなくして小さく頷うなずいた。


「あの日、私はずっとあなたとごいっしょでした。よろしければお話ししますが……」


　やはり躊躇うようにカップを揺らしたが、エルミナはもう一度小さく頷く。


「なにからお話ししましょうか」


「……初めから」


　マルクは、エルミナが本を取ろうとしてハシゴから落ち、その後記憶喪失になったことから語り始めた。夜中に医師を呼んだこと。気分転てん換かんに街に出かけたこと。そこでカナメのカタナがオークションに掛かけられていたこと。ジェノバやオウマともめ事になったこと。


「……街で、私はどんな様子だったのかね」


「そうですね……。思い出そうとしているときは辛つらそうでございました。ですが、それ以外では楽しそうに見えました」


「……どんなときかね」


「はあ。例えば、建設中の橋を見物したのですが、そのときは風が気持ちいいと楽しそうでした。そういえば、それからなんでも楽しもうとしているように見えましたね」


「……倉庫に忍しのび込んだのであろう。私は止めなかったのかね」


　思い出して、マルクは噴ふき出しそうになった。


「面白そうだから良い、と仰おつしやいました」


　そう答えると、エルミナは幽かすかに目を細め口元を緩ゆるめたように見えた。


「……そう。あの日のままなのだね」


　納なつ得とくしたように呟くエルミナ。マルクは僅わずかに躊躇したが、思い切って問いかけてみた。


「お嬢じよう様さまは、以前はそういった性格だったのですね」


　エルミナは、どう答えたら良いか分からないように微妙に表情を崩くずすと、どこか懐かしむように庭へと視線を向けた。


「……読書は、苦手だったようだね。部屋にこもっているのが嫌いやで、いつも外に出たがっていた。だから私は、いつもここから────」


「ここから……？」


　言葉の先を見失ったように、エルミナは口を閉じてしまう。そして小さく首を横に振ふる。


「……いや、なんでもない」


　話は終わりだと言うように、エルミナはカップを傾かたむける。


　──いつもここから──


　その続きはなんだったのだろう？


　──まさか、ここから抜ぬけ出していたというのでしょうか……？


　今のエルミナを見ては想像もつかないが、記き憶おくを失ったときの彼女はアイシャ並みに活発だった。二階のテラスから部屋を抜け出す程度のことは、やっていても不思議はない。


　さすがにそれはエルミナにとっても恥はずかしい記憶なのだろう。マルクは鋭するどくそう察して質問を控ひかえた。





　その後続けて朝食を給仕し、マルクも自分の朝食を済ませると、朝の打ち合わせだった。


　玄げん関かんホールにて、庭師のアーロンも含ふくめて使用人は全員揃そろっている。


「うーん……。やっぱり、ジェノバさんが医師ドクターと掃除婦スカラリーメイドを兼かねているのはおかしいね」


　ジェノバは基本的に医師としてこの屋敷に雇やとわれている。しかし毎日誰だれかが病気や怪け我がをするわけでもないので、空いた時間に掃そう除じ婦ふを兼ねてもらっていた。


　口調とは反比例してゆるみきった空気を垂れ流しながら呟いたのは、家令のドミニクだった。開いているのかどうかもよく分からない眼まな差ざし。やる気があるのかないのか分からないフニャけた表情。十代から五十代までのどの年ねん齢れいにも思える容姿。まったくもって人じん畜ちく無む害がいな外見ながら、彼は契けい約やく者しや揃いのこの屋敷の使用人を束ねる男である。


　マルクは丸メガネの位置を修正しながら意見する。


「ですが、セリアさんの下についていてくれた方が、食事の栄養面などで相談ができます。配置としてはこの方が都合が良いと思いますが」


「地下の掃除はオウマ君が入っただけでも、だいぶ捌さばけるようになったんじゃないかな。だから今日は、ジェノバさんには階上に回ってもらいたいな。そっちはマルドゥーク君一人のようなものだろう？」


　階上ではマルクとカナメが働いているが、カナメは裁さい縫ほう師しであるため、マルクが一人で掃除している。


「それは確かに私は助かりますが……」


　マルクはチラリとカナメへ視線を向ける。案の定、マルクが悩なやむ素そ振ぶりを見せただけで彼女は蒼そう白はくになっていた。


「えー……、そちらは私一人で十分かと思います」


「そうかあ……。ジェノバさんは希望とかあるかい？」


　意見を求められ、ジェノバは腕を組んで胸を反らせる。


　……白い前まえ掛かけを支給したはずなのだが、どういうわけか黒に塗ぬりかえられている。染め直したのだろうか？　そしてその顔の左半分には、舞ぶ踏とう会のような仮面をつけている。目の穴はきちんと空いているため、ただの飾かざりらしい。


　対人恐きよう怖ふ症しようのジェノバであるが、どういうわけかドミニクやエルミナのことは平気らしい。なんでも契約者寄りの〝におい〟がするのだとか。


「我は地下こそが望ましいな。カナメ嬢じようと違ちがう階なのは辛いが、あの暗がりに満ちた空間は至福の世界ではないか」


「うーん。困ったな。医師ドクターのジェノバさんに地下で働いてもらいたくないんだけど」


　ジェノバはこれで博士号を持っている人間である。彼女の頭脳があれば家庭教師という選せん択たく肢しもあるのだが、主あるじであるエルミナもジェノバに勝まさるとも劣おとらぬ知識人である。この屋や敷しきに家庭教師は必要ない。となると、やはり掃除をしてもらいたい。


　マルクは現在の配置は都合が良いのだが、ドミニクは医師が掃除婦を兼けん任にんしていることを問題に感じているらしい。堂どう々どう巡めぐりを続けていると、アイシャが怖おず怖おずと手を挙げた。


「あの。掃除ならあたしも手伝えますけど？」


「アイシャは今のままで良いです」


「アイシャは今のままで良いんだ」


　マルクとドミニクの二人から言われ、アイシャはシュンと肩かたを落とした。


　それで会話が途と切ぎれると、アーロンが低い声を響ひびかせた。アイシャと比ひ較かくすれば比ひ喩ゆ抜ぬきに二倍近い身長差。その巨きよ体たいに加え、顔にはフクロウの仮面。ある意味、この屋敷で一番奇き妙みような男である。仮面仲間ゆえ、ジェノバとなにか通じるものがあるのかもしれない。


「うぬ……。ジェノバ殿どのなれば庭園管理の助手などはどうであるか？」


「いや、そっちの方が問題じゃないかな」


「そうでもないのである。ここの庭園なれば薬に使える植物も豊富なのである。医師ドクターなればそちらを管理するのも有益ではなかろうか」


「なるほど。そういう考え方もあるか。じゃあそっちに回ってもらってもいいかな？」


「我とて雇われていることくらいは理解している。命じられたことくらいはこなすさ」


　結局、今日はジェノバに庭園へ回ってもらうということで、打ち合わせは終わった。





　オウマが働き始めたことで、マルクの負担は半分に減ったと言えた。エルミナへ紅茶を給仕しつつ掃除をこなしていると、やがて昼食の時間になる。


　セリアが用意してくれた料理を運び、エルミナへの給仕が終わるとマルクも昼食である。そして昼食後の休きゆう憩けいを取ろうとしたときだった。


　リン──鈴すずの音が響いた。


「おや？　珍めずらしいですね。この時間に呼ばれるのは」


　厨ちゆう房ぼうにて、食器を片付けようとしていたマルクは首を傾かしげた。


「セリアさん、お湯は余っていますか？」


「是ぜ」


　ちょうど隣となりでセリアが紅茶の準備をしていたのだ。エルミナのためにではない。彼女は昼休みや早朝など、父のアーロンに紅茶を運んでいるのだ。意外に親孝行で、マルクにはこの目で見ても未いまだに信じられない。


　マルクはティーポットにお湯を注そそぎ込むとトレイを用意し、素す早ばやくカップと茶葉を並べる。そうする間に温まったティーポットからお湯を排はい出しゆつ。食後なので茶葉は苦みの軽いものを選んで投入。続けてお湯を注ぎ込むと、胸がすくような香かおりが立ち上がる。


　一分弱で手て際ぎわよく紅茶を用意し、礼を述べるとセリアが呼び止めてきた。


「執事バトラー。竃かまど管理。引き継つぎ」


「ああ、昼から出かけるのでしたね。かしこまりました。もう、出発するのですか？」


　セリアは昼からアイシャと二人で外出予定だった。アイシャの準備ができたら出かけるらしい。厨房が空になるので、かまどはマルクが管理しなければならなかった。


　厨房を出ると、ちょうど小さな包みを抱かかえたアイシャがやってくるところだった。マルクはそれを横目に見送りつつ、二階へと足を向ける。


　玄関ホールを横切り、上品な絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を上り、廊ろう下かを渡わたると三日月のような形の翼つばさが描えがかれた扉とびらに到とう着ちやく。主の寝しん室しつである。食後なので彼女はまだ寝室のはずである。


　マルクは踵かかとを揃えて背筋を伸のばすと、静かに二度扉を叩たたく。返事を待ってから扉を押し開け、一度丁てい寧ねいに腰こしを折ってから部屋へ足を踏ふみ入れる。


「お呼びになりましたか？」


　ティーセットへ不思議そうな視線を寄せられた気がしたが、マルクはティーセットを並べる。チラリと主の顔を覗のぞき込むと、エルミナはどこか深刻そうな眼差しをしていた。


「どうかなさいましたか？」


　問いかけると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを真まっ直すぐマルクへ向ける。それから意を決したように呟つぶやいた。





「……マルク。見せたいものがある」
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　エルミナに案内されたのは、屋敷の真裏にある小さな花か壇だんだった。三方が壁かべに囲まれており、この時間でもあまり陽が差し込まない場所である。マルクはここでドミニクの秘密を見てしまい、アイシャに殴なぐり倒たおされたことがあった。


　実際のところ、マルクはエルミナが言う〝見せたいもの〟に心当たりがあった。


　先日の記き憶おく喪そう失しつの騒そう動どう。その原因に、ジェノバはエルミナの姉に原因があるのではないかと指し摘てきした。マルクもその〝姉〟が屋敷内に存在しているだろうことは感じていたし、あれだけの騒動だったのだ。エルミナの性格ならばなにも語らないのは不自然である。


　恐おそらく、一昨晩から今までずっと悩んでいたのだろう。


「……開けてもらいたい」


　エルミナが示したのは、花壇の中央──ちょうど花壇が途切れており、道のようになっている場所だった。目を凝こらすと、指し示された壁には手をかけるのにちょうど良さそうな凹へこみがあった。


　──隠かくし扉、ですか。


　ある程度予想していたことなので、マルクはひと目でそれを見み抜ぬいた。凹みに手をかけ、力を込めると──


　ゴリゴリゴリゴリゴリ──重たい音を響かせ、壁は横へとずれていった。


　壁の向こうには、地下へと潜もぐる階段が続いていた。


「……驚おどろかないのだね」


　マルクが平然とした顔をしているので、不思議に思ったのだろう。マルクは首を横に振ふった。


「驚いてはいますよ。エルミナがこの場所のことを打ち明けてくださったことに」


　ここのことは、恐らくエルミナにとっては誰にも知られたくない秘密なのだろう。特に、屋敷の住人には。それを話せるようになったことに、素直に驚いていた。


「……気づいていたのだね」


「それはまあ、この屋敷を管理しているのは私どもですから。それに、勝手に入ったならば、アイシャでも気づいたでしょうし」


　そう答えると、エルミナは目を大きく開いて、驚いたような表情を見せてくれた。彼女の無表情を動かせただけでも、マルクがそれを追つい及きゆうしなかった価値はあったと言えた。


「……アイシャのことまで、気づいていたのかね」


「はあ……、まあ、彼女なりに努力はしたのだと思いますよ。ですが、さすがに毎日いっしょに過ごしていれば気づきます」


「……確かめようとは考えなかったのかね」


　セリアからも同じようなことを言われたことを思い出し、マルクは苦く笑しようした。


「アイシャはお嬢じよう様さまの侍女メイドでございます。私の部下ではございませんし、私の役目はお嬢様がこの屋敷で快適に過ごせるよう、取り計らうことでございます」


　それが〝あの日〟エルミナを裏切ってしまったマルクの答えだった。


　マルクはこの屋敷にやってきたころ、ある事情からエルミナを逆さか恨うらみして街のギャングに情報を流してしまった。それゆえ、それからはエルミナが話せないことは彼女が話せるようになるまで待とう。そしてそれまで隣で支えてやろう。そう、決心したのだ。


「……ありがとう」


「え？　なんです？」


　舌の上で転がすようなその小さな声は、マルクの耳までは届かなかった。エルミナは二度は言ってくれず、通路の入り口へと視線を向ける。


「……灯ひを」


　階段の脇わきには小さな棚たながあり、ランタンの一式が置かれていた。マルクは手際よくランタンに灯を入れる。


　階段を下っていくと、やがて大きな広間に出た。広さは階上の玄げん関かんホールと同程度である。壁にはいくつもの肖しよう像ぞう画がや風景画。鏡台や可愛かわいらしい置物などが並んでいる。床ゆかには上質な絨毯が敷かれており、そちらにもホコリひとつ落ちてはいない。アイシャが掃そう除じしているのだろうか？　不器用な彼女がやったとは思えないほど綺き麗れいなものだった。


　そちらにも驚いてはいたが、マルクの視線は部屋の中央に釘くぎ付づけになっていた。


　広大な広間の中央には、天てん蓋がいに覆おおわれた大きなベッドが鎮ちん座ざしている。


　ベッドには、エルミナと同じ顔をした少女が横たわっていた。エルミナと同じく金色の髪かみ。しかしエルミナとは異なり絨毯のように広がるほど長い髪。その身を包むのも、黒や青を好むエルミナとは対照的に純白のドレス。


　エルミナはベッドへ寄り添そうと、天幕を開いた。


「……エミリオという。……見ての通り、私たちは双ふた子ごだ」


　エミリオ＝ヴァレンシュタイン──この少女が、エルミナが無表情になった原因であり、〈空白の契けい約やく書しよ〉を創つくった理由。


「生きて、いらっしゃるのですか……？」


「……これを、生きていると呼べるのかは分からない。だが、死んではいない」


　エルミナはベッドの隣に置かれている椅い子すに腰こし掛かけると、エミリオの顔にかかっている髪をそっと除のけた。


「……どこから話したものだろうか。こうなるのは、本来ならば私のはずだったのだ」


　銀啼鳥ソローネが嘆なげくように、その声は震ふるえていた。


「……私の父は、〈精せい霊れいの器うつわ〉と、その使い手を創りだしたかったらしい。そして、父が使い手に選んだのは私ではなかった」


「どういう……ことです？　〈器〉を創るなどということが可能なのですか？」


〈精霊の器〉は契けい約やく者しやを依より代しろにする契約精霊とは違ちがう。その力は契約者を遥はるかに圧あつ倒とうする。そして、それこそが超ちよう越えつ者しやの──エルミナの力の正体ではなかったのか？


「……それを語るには、まずは精霊とはなんなのか──そこから語るべきだね」


「精霊とは、なにか……？」


「……マルク。君は、不思議に思ったことはないだろうか。因学ルートという学問が発達し、未知、あるいは奇き跡せきと呼ばれる存在はその衣ころもをはぎ取られた。しかし精霊、そして契約者の存在は、明らかに因学ルートから考えれば規格外イレギユラーだ。何な故ぜ、このようなものが存在する？」


「そ、それは……」


　マルクは悩なやむように唸うなり込み、とりあえず漠ばく然ぜんとした考えを口にした。


「人ではない種族──この世界にはそれが存在する、ということではいけないのですか」


「……それでは因学ルートの法則が成立していながら、それを否定する法則が存在することになる」


　精霊の存在は因学ルートとは相あい容いれないということだろうか。すでにマルクの理解を超こえた話になり始めていた。


「……私とて、正しい答えを見いだしたわけではない。ただ、説明するのに矛む盾じゆんの少ない理り屈くつを見つけただけだ」


「というと？」


「……マルク。グリセリンという物質を知っているかね」


「ええっと……、爆ばく薬やくの原料……で、ございますか？」


「……それは、ニトログリセリンだ。グリセリンという物質はアルコールの一種で、水に溶とけやすいことから医薬品にも多く使われている。ただ、このグリセリンという物質には面白い逸いつ話わがあるのだよ」


「面白い、逸話ですか？」


「……そう。グリセリンは、あヽるヽ時ヽ期ヽまではどうやっても結けつ晶しよう化できなかったのだそうだ」


「ある時期……とは？」


「……ある貨物船で運ばれていたグリセリンは、なんの偶ぐう然ぜんか自然に結晶化していたそうだ。そしてその結晶を他のグリセリンに混ぜたところ、それらも結晶化した。今では、グリセリンは17・８度に冷れい却きやくするだけで簡単に結晶化するようになったというのだ」


「結晶が、感かん染せんした、ということですか？」


「……そう。だが、最初に結晶化した原因はなんだったのだろうか」


　マルクは緊きん張ちようでゴクリと喉のどを鳴らした。


「それが、エミリオ……お嬢様と、どう関係があるのですか？」


「……関係は、ない」


　エルミナの返答に、マルクは倒れ込みそうになった。精霊の核かく心しんに迫せまる話なのかと思えば、実は関係ない話だったらしい。


「……何事かね」


「い、いえ……。あの、エミリオお嬢様には関係ないのですか？」


「……順を追って話しているだけだ。もう一つ。洋白猿メルタロツトという動物は人に近い。彼らは、ある程度の物もの真ま似ねができることは知っているね」


「まあ、それくらいは。サーカスでも見せ物でありましたし……」


「……ある一いつ匹ぴきの洋白猿メルタロツトが、海水でイモを洗えば味がつくということに気づいた。単純な物真似ゆえ、その洋白猿メルタロツトの群れではそれが流は行やり始めたのだそうだ。……だが、奇き妙みようなことに、他の群れでも同じような現象が起こったのだという」


「同じ、といいますと、海水でイモを洗うのですか？」


「……そう。それまで山の近くに住んでいた群れまでもが、わざわざ海辺まで降りてきてそれを行ったという。これは偶然だろうか？」


「それは……、分かりませんが、群れ同士で行き来があったなどではないのですか？」


「……いや、明らかに交流がありえない距きよ離りの群れでも同じ現象が起こっていたのだ」


「つまり……」


「……今、君が言ったことだ。『海水でイモを洗う』という行動が感ヽ染ヽしたのではないか？」


　エルミナがなにを言わんとしているのか、マルクは直感してしまった。彼女はそれを理解させるために、直接は関係ない因学ルートの話から始めたのだ。


「……私は、こう考えている。人の認にん識しきは〝感染〟する。そして、村単位、街単位、国単位、世界単位、数あま多たの人間が同じ認識を〝感染〟させられたなら、なにが起こるだろうか」


　それがなにかとてつもなく恐おそろしいことに思えたマルクは、とっさに否定していた。


「ま、待ってください。人の価値観はそれぞれ違います。道徳ですら戦争になれば簡単に裏返るものです。世界中の人間が、同じ認識を持つようなことはありえません」


「……そうだろうか？　人は死ぬ。それを認識していない人間は、存在しない。生まれ落ちた赤子ですら、生へ執しゆう着ちやくすることで産うぶ声ごえを上げるのだ。だから人は死を受け入れるため、人しか持ち得ない概がい念ねんを生み出したのではなかったか？」


　──死を受け入れるため──人は、死を間近に感じたとき、なにを思うだろうか。


　生への執着──当然、それはあるだろう。だがそれは恐れと変わらないことではないだろうか。過ぎた生への執着は善悪の概念を失わせ、ただの暴力へと変わっていく。現に、古来、追い詰つめられた民衆というものは容易たやすく暴徒と化してきたのだから。


　それが何故、貧ひん困こんに喘あえいでいても良識を持っていられるのか。それは、多くの人間の場合は心のどこかでこう思っているからだ。


　──死んだ後には、楽園エーダンに行ける──そして、そんな概念を生み出した存在こそ──


「──宗教……？」


　エルミナは、マルクの顔を真まっ直すぐ見上げると確かに頷うなずいた。


「……そう、宗教。死ねば死後の世界が存在する。現世で悪事を働くものは死後の世界で責め苦を与あたえられる。楽園エーダンと冥府アビエスを想像することで、人々は死の恐きよう怖ふを受け入れた」


　つまり、人々に一定の〝認識〟を共有させる手段システムは存在する。


「……そして、人の体とは、意外なほど意思に左右される。具合が悪いと信じ込まされれば本当に体調を崩くずす」


　マルクは、その現象を如によ実じつに顕あらわした存在を知っていた。


　カナメ──この屋や敷しきに仕える裁さい縫ほう師しである。


　契約者である彼女が支し払はらった対価は〝実体〟。体が物体として存在することを対価として捧ささげたのだ。それゆえ、水以外のどんなものでも素す通どおりしてしまう体になった。


　ところが、それでもカナメは怪け我がをしていた。殴なぐられれば痣あざもできるし、斬きられれば切り傷が浮うかぶ。それは、頭では理解できていても彼女の体がその現象を受け入れられないから──つまり、ぶつかれば痛い、斬られれば切れる、そういった〝思い込み〟が体を蝕むしばんでいたからなのだ。


「……〝思い込み〟──強い暗示は、体を蝕む。だが、逆に手足が麻ま痺ひした人間に、それが動くと信じ込ませれば回復するのだ。これは、〝奇跡〟とは呼べないだろうか？」


「まさか……」


「……先ほどの答えが、まだだったね。グリセリンを結晶に変えた原因はこうではないかと言われている。──グリセリンは結晶化できる──そういった、科学者たちの意思なのではないかと」


　エルミナはこう言っているのだ。グリセリンは、それを結晶に変えられるという人々の意思が結晶化させた。つまり、人の〝思い込み〟は世界の法則に干かん渉しようできると。


「……宗教がもたらした〝奇跡が起こる〟という認識は、数多の人間を引き込み魅み了りようする。そうして村へ、街へ、国へ、世界へと広まった〝認識〟は、ただの思い込みを超えて独自の形を持つ」


　そこまで言われれば、マルクにも解答を導き出せた。


「だから……精霊は、〈器〉に宿る？」


「……そう。人々が奇跡の象しよう徴ちようを信じた偶ぐう像ぞうを依り代に」


「だから……精霊は力を失い始めた？」


「……そう。人々は神の奇跡よりも理屈が分かりやすい因学ルートを信じる」


　この大陸には、他国ではありえないほど数多くの契約者が存在する。それは、精霊を祀まつる種族であるクーランが近年まで繁はん栄えいしていたからである。クーランは氏族ごとに異なる精霊を崇すう拝はいしていた。そして彼らが虐ぎやく殺さつされ、急速に力を失ったから精霊たちは〈器〉を失い、契約者を生み出したのだ。


「……そして、この世界でもっとも広く伝わったのが──オルダー教──〈精杯グレイル〉を奇跡の象徴と掲かかげる宗教。……オルダー教が何故これほど広まったのか分かるかね」


　とうとつに問いかけられ、マルクは再び慌あわてた。突とつ飛ぴすぎて思考が停止しかけていたのだ。エルミナはそれを許してはくれないらしい。マルクは彼女から勉強を教えてもらっているアイシャに少し同情した。エルミナは思考を放ほう棄きすることを許してはくれない。


　しばらく考え込んでから、マルクは恐る恐る口を開いた。


「本……ではないでしょうか？　紙という媒ばい体たいで、教えという情報を伝達できる聖書があったからではないでしょうか」


　エルミナは、少し驚おどろいたように目を大きくし、それから幽かすかに笑えみと呼べる表情を浮かべた。まるで教え子を褒ほめるかのように。マルクは諦てい念ねんに似たため息を漏もらす。こんな顔を見せられたのでは、彼女が期待する答えを探したくなってしまう。


「……その通りだ。だが、その聖書はいつ作られたものなのだろうか。オルダーが残したのは〈精杯グレイル〉であって、聖書ではないはずだ。だから聖書に精せい霊れいは宿らなかった」


「それは……その、初めの弟で子したちではないでしょうか？」


「……弟子には違いないが〝最初の〟ではない。聖書が編集されたのは、オルダー教がラチナス神聖国の国教に定められたときなのだ。彼らは、オルダー教を広げるために、他の宗教とは違うことを始めた」


「違うこと？」


「……まだ土地同士の交流が希き薄はくだった時代、宗教は村や集落の数だけ存在した」


　その話は、マルクもエルミナが授業をしているときに耳にした記き憶おくがあった。


　他方から伝わってきた概念は、土地に定着すれば形を変え、別の思想に昇しよう華かする。そうして無数に発生した宗教は、反発し、否定し、互たがいを駆く逐ちくせんと諍いさかいを引き起こした。


「……オルダー教は、他の宗教を否定する代わりに、取り込んでいったのだ」


「宗教を……取り込む……？」


「……そう。他の宗教の神を悪あく魔まや主神のしもべに置き換かえることで否定し、その一方でそれらの宗教の特色を取り込み普ふ遍へん的な神の存在を創つくり上げていった。ステンドグラスと特殊な音おん響きようを生む礼拝堂の存在も大きかっただろう」


　全すべてを否定するのではなく、一部を否定して一部を取り込む。そして色いろ鮮あざやかに彩いろどられ神聖さに満ちた教会で魅了し、異教徒を改宗させていったのだ。


「……そうして、数多の宗教を取り込んだオルダー教──そこに祀られる精霊も、また数多の精霊を取り込んでいった。〈精杯グレイル〉はあくまで始まりに過ぎない。いつしか精霊という枠わくからも外れた存在となってしまった。だから、私の父はこれを大いなる叡智アルス・マグナと名付けたのだ」


　それが──〈精杯グレイル〉は失われた──その言葉の意味なのだろうか？


　しかし、それだけで〝失われた〟と表現するには、なにか足りないような気がする。エルミナはまだ全てを語ってはいない。これからそれを話してくれるのだろうか。


　エルミナの横顔を覗のぞいてみると、少しくたびれたような顔をしていた。


　マルクは、銀時計を取りだし時間を確かく認にん。短針は三を指していた。一時間以上、ここで話していたことになる。口数の少ないエルミナにしてみれば、二、三日分の会話量を費ついやしたようなものだろう。


「少し、お休みになりますか？　よろしければ紅茶を運びますが」


　そう問いかけると、エルミナはマルクが手にした銀時計を見つめていた。


「……まだ、使っていたのだね」


「え、それはそうですよ。エルミナからいただいたものなのですから」


「……これを選ぶときは、ずいぶん悩なやんだのだよ」


　どこか懐なつかしんでいるように見える。マルクはポケットから留め具を外すと、エルミナに手て渡わたした。そして──それは、とうとつに起こった。





──捕つかまえた──





　銀啼鳥ソローネが囀さえずるような声が、聞こえた気がした。


　なにかが起こった──そう感じたマルクは速すみやかに周囲へ注意を向ける。そして、それは悲しいほどに無意味に終わった。


「……誰だれ？」


　背中に、エルミナの困こん惑わくしたような声が聞こえた。
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　──カチコチカチコチ──幾いく重えにも重なる無機質な音。





　閉じた空間なのか、歯車の音は反はん響きようし、不気味なほど大きく響ひびく。いつだったか、こんな歯車の旋せん律りつに囲まれていたことがあったような気がした。


　機械仕じ掛かけの音色に呼び起こされ、エルミナはうっすらと目を開ける。目の前には夜の空を描えがいた天てん井じようが広がっていた。どうやらベッドの天てん蓋がいのようだ。エルミナのベッドのそれとは違ちがうようだが……。


「……ここは、エミリオの？」


　ゆっくり身を起こすと、そこは紛まぎれもなくエミリオが眠ねむる地下の大広間だった。エルミナが横たわっているのは、彼女のベッドである。そこにエミリオの姿はない。


　エルミナはようやくそれが異常であると気がついた。


「……マルク」


　何な故ぜか、真っ先に口をついて出た名前はそれだった。無論、返事はない。ここにいるべきはずのエミリオの姿もどこにもない。エルミナの呟つぶやきだけが虚むなしく残響する。


　──なにが起こったのだ……？


　自分はどうしてこんなところにいるのだろう。混乱しながらも、エミリオのことをマルクに話すため、彼をここに誘さそったところまで思い出した。


　──そう。マルクにエミリオのことを話そうとして……、それから……どうなった？


　マルクが紅茶を運ぼうかと言ってくれたような気がする。しかしそこから先の記憶がぷっつりと途と絶だえていた。


「……マルク」


　もう一度、エルミナは執しつ事じの名を呼ぶ。やはり返事がないことで、エルミナはそっと自分の目を覆おおう。


〈空白の契けい約やく書しよ〉──恐らくは世界でもっとも強力な精霊〈アルス・マグナ〉を模も倣ほうするために創った〈精霊の器〉。エルミナの背中に刻まれたこの〈器〉は、契約者の精霊と通り道パスを創り、署名した契約者の能力を一部ではあるが自分のものとして行使できた。


　エルミナはアイシャの能力に囁ささやきかけるのだが……。


「……能力が、使えない？」


〈契約書〉はエルミナの呼びかけに応こたえなかった。


　──夜なのだろうか……？


　以前も、アイシャの〈魔ま眼がん〉が効力を発しなかったことがあった。あとから、アイシャの能力は夜になると減退するのだと聞かされ、契約者の制約の厄やつ介かいさを思い知ったのだ。


　エルミナはそっと腕うでを伸のばし、他の権限──セリアの能力に囁きかける。セリアの能力は引力と斥せき力りよく。エルミナでも遠くのものを動かす程度には扱あつかえる。


　しばらくそのまま手を伸ばし、そしてエルミナは落らく胆たんの吐と息いきを漏らす。語りかけたセリアの能力は、天蓋のカーテン一つ揺ゆらすこともできなかった。


　やはり〈契約書〉の能力が消しよう滅めつしている。〈器〉となっている自分の背中を確かめたいところだが、ここには鏡がない上に、このドレスは一人で脱ぬぐのが難しい。


　ひとまず、ここにいてもなんの解決にもならない。エルミナは意を決してベッドから足を下ろす。どういうわけか、靴くつは履はいたままだった。


　地下から地上へと通じる階段を上ると、長方形の出口から降り注ぐ白い光。地下の暗くら闇やみに慣れた目には強きよう烈れつな、陽ひの光に眩くらみながらも階段を抜ぬけると──


　ザザアァァァァ──吹ふき抜ける風の音。


「……どうして」


　小鳥が啼なくようなか細い声。


　そこは、蜃しん気き楼ろうの屋敷の庭──木々が立ち並び、その合間に赤い荒こう野やが見える庭園ではなかった。瑞みず々みずしい緑に彩いろどられた草原が広がり、遠くに緩ゆるやかな曲線を描く街かい道どうが幾いく筋すじか見えた。荒野の広がるフロアティナの景色とはかけ離はなれた光景。


　そこは、エルミナの故郷──ラチナス神聖国の屋や敷しき──〝あの日〟炎ほのおとともに崩くずれ落ちたはずの景色──エルミナが求めて、取とり戻もどしたかった場所だった。


〝在るはずのない景色〟──エルミナは自分の身になにが起こったのかを理解した。


「……揺り籠かごに、囚とらわれたというのか」


〈アルス・マグナ〉の揺り籠。それは、眠り続ける〈精杯グレイルの姫ひめ〉のための世界。


　眠れる〈精杯グレイルの姫〉のために紡つむがれた世界。いや、あるいは〈精杯グレイルの姫〉が〈アルス・マグナ〉のために見る夢なのかもしれない。


　エルミナは、脱だつ力りよくしたように草の上へとへたり込んだ。


「……私は、間に合わなかったのか」


〈アルス・マグナ〉に囚われた己おのれの半身──エミリオを救うために、エルミナは全てを始めた。エミリオの寿じゆ命みようが、エルミナの制限時間タイムリミツトでもあったのだ。





　──カチコチカチコチ──時を刻む歯車が、それを嘲あざわらうかのように響いた。





　エルミナは、僅わずかに顔を上げた。


　──時計……？


　この屋敷に、このように屋外にまで音が響くような時計があっただろうか。僅かな疑問を抱いだきながらも、失意の底にいるエルミナに立ち上がる気力は起きなかった。


　──ここに、エミリオもいるのだろうか？


　エミリオは〈アルス・マグナ〉に囚われたのだ。ここならば会えるかもしれない。


　──会って、どうするというのだ。


　会ってどうすれば良いのか。それは分からない。エミリオを身代わりにしたくせに、結局彼女を助けることもできず、こんなところに来てしまったのだ。不ふ甲が斐いないと罵ば倒とうされても仕方がない。


　謝って許されるとは思っていないが、この一年間、エミリオを助けられるかもしれないという、儚はかない希望を支えに生きてきたのだ。こんなときでも、エルミナが縋すがれる存在はエミリオしかないらしい。


　そう思ったとき、自分の着ているドレスの裾すそが目に留まった。黒のドレス。エルミナは黒や青を好むが、このドレスは少々趣しゆ味みから外れている。


　それでも、エルミナはこのドレスを選んだ。


「……まだ、終わってはいない」


　その理由を思い出し、エルミナは草を握にぎりしめて顔を上げた。


　自分には、まだ泣いてくれる人がいる。心配をしてくれる仲間がいる。自分を主あるじと呼んでくれる使用人たちがいる。なにもせずに諦あきらめることは、彼らに対する裏切りである。


　ドレスから草を払はらうと、エルミナはしっかりと立ち上がった。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは、いつものようなぼんやりしたものではなく、ハッキリとした意志の光が揺れていた。


　エルミナは、屋敷の壁かべに手をついた。


「──消せ〈アルス・マグナ〉」


〈契約書〉は機能していない。ならば〈アルス・マグナ〉の力ならどうだろうか。


　そう考えて試ためしてみたのだが、効果はなかった。ここが〈アルス・マグナ〉の揺り籠の中ならば、腹の中で暴れるのに力を貸せと言っているようなものだから当然ではある。


　──まずは、誰かいないかを調べるべきか……。


　エルミナは屋敷の中に入るため、壁伝いに歩を進め、玄げん関かんへと向かう。もしかしたら近きん隣りんの街も存在するのかもしれないが、自分の体力では馬車でもなければ辿たどり着つけはしない。


　やがて玄関に辿り着くと、黎胡桃フルカーヌ製の重厚な扉とびらを押し開ける。


　二階まで吹き抜ける玄関ホール。足あし下もとには深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、その先には二階へと続く階段が緩やかな曲線を描いている。


　エルミナが住まう蜃気楼の屋敷となんら変わらぬ光景。しかしエルミナが置かなかったものがそこにはあった。


「……お父様」


　階段の壁には、一枚の大きな肖しよう像ぞう画ががあった。エルミナが見たくないから片付けさせたものである。


　金色の髪かみをした細身の中年。そして、その傍かたわらに一人の少女。豪ごう華かなドレスに身を包んでいるが、今にも走り出したいのを我が慢まんしているかのような表情。エルミナと似通った顔立ちながら、腰こしまで伸びる髪は黒みがかった菫すみれ色いろだった。


「……お母様」


　それが、エルミナの母だった。ずいぶん歳としの離れた夫婦らしいが、ラチナスの貴族の間ではそう珍めずらしいことでもなかった。


　母がどんな人物だったのかは、エルミナも知らない。物心ついたときには、もう会話ができる状態ではなかったのだ。今のエミリオのように、眠り続けていたのだから。


　エルミナの母は、先代の〈精杯グレイルの姫〉だった。そしてついぞ目覚めることなく、〈姫〉はエミリオが引き継ついだ。


〈アルス・マグナ〉は〈精杯グレイルの姫〉に血けつ縁えん者しやを選ぶ。母の次はエミリオ。その次はエルミナである。エルミナでヴァレンシュタインの血筋は絶える。その次は恐おそらくまた遠縁の血縁者を見いだすのだろう。それを思い返して、エルミナはふと疑問を感じた。


　──お母様は十数年も眠り続けた。


　エミリオの寿命が尽つきたというのは、母の寿命に対して早すぎる。やはり、まだ足あ搔がいてみる価値はあるようだ。





　──カチコチカチコチ──エルミナを誘いざなうように、歯車は静かに旋律を紡ぐ。





　静かに耳を傾かたむけ、エルミナは天井を見上げた。


　時計の音は上から聞こえるように思えた。……とは言っても、玄関ホールは吹き抜けである。どこで鳴っていたにしても上から聞こえてくるのが自然なのだが。


　エルミナはひとまず二階へと足を向けた。


　靴が沈しずみ込むような、フワリとした感覚。屋敷の絨毯とまったく変わらぬ感かん触しよく。夢の中のような場所だと考えていたが、五感は正しく感じられる。


　ツンと鼻をつくにおいは、父がよく焚たいていた香こうと同じものだった。キョクトに近い東国のもので、白磁の器うつわで焚くのだ。蜃気楼の屋敷では、エルミナがそれを望まないため、誰だれも焚こうとはしない。


　誰かがいるのだろうか？　懐なつかしい香かおりに目を細めながら、二階へたどり着く。もう一度耳を澄すませると時計の音が廊ろう下かの方角から聞こえるように思え、そちらに足を向ける。


　そうして廊下を進み──エルミナはとうとつに足を止めた。


「……これは、ジェノバの？」


　屋敷の医師であるジェノバ。彼女が愛用している、顔の半分を覆う白い仮面。それが、足下に転がっていた。


　──他のものも、ここに来ているのか？


　エルミナが仮面を拾い上げると──





　ピシン──世界が、ひび割れた。
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　そろり、そろりと、足音を殺しながらエルミナは歩いていた。


　いや、エルミナに歩いているという認識はないのだが、周りの景色がゆっくりと流れていく。場所は、先ほどまでの廊下と変わっていない。


　──これは……なんだ？　勝手に歩いているのか？


　エルミナの意思とは無関係に動く体。困こん惑わくしながらも、流れていく景色がやけに薄うす暗ぐらいことで、今が晩か夜明け前らしいと気づいた。


　──時間が変わっている？


　不可解な現象に見み舞まわれ、エルミナが戸と惑まどっていると、前方の扉が音もなく開いた。


　エルミナは、息を呑のんだ。扉の向こうから現れたのは少女で、奇き妙みようなことにそちらもエルミナと同じ顔をしていた。


　──エミリオ……？　いや、違ちがう。あれは私だ。


　肩かたにかかる短い髪。腰を覆おおうほど長い髪のエミリオとは違う。


　見ればそこはエルミナの寝しん室しつだった。部屋から顔を覗のぞかせるエルミナは寝ね間ま着き姿で、なにが不服なのか威い圧あつ的なまでの無表情だった。


　──私は、普ふ段だんこんな顔をしているのか……。


　自分自身に出会ってしまったことよりも、むしろエルミナはそちらに動どう揺ようしていた。自分の無表情を客観的に見たのは初めてで、正直なところ少し落ち込んだ。これでよくマルクは表情が読めるものだと、改めて感心してしまった。


　無表情の自分はエルミナに視線を向けると、やはり表情を微び動どうだにせぬまま、訝いぶかるような声を漏もらした。


「……なにをやっているのかね。ジェノバ」


　──ジェノバ……？


（ふ……。さすがは〈黒衣〉が主と定めた娘むすめだ。我の気配に気づくとは見事）


　エルミナが困惑していると、知ち恵え深い賢けん者じやのような声が響ひびく。そしてまた奇妙なことにその声はエルミナの口から溢あふれていた。そして、ようやくエルミナは事態をのみ込めた。


　──私は、ジェノバの記き憶おくを見ているのか？


　もう一人の自分はまったく表情を変えないまま囁ささやくような小さな声で呟つぶやいた。


（……何な故ぜ、小声なのかね）


　どうやら、小声のジェノバにつられてしまったらしい。


　──……これは、今け朝さの記憶だろうか？


　今朝方、寝付けなかったエルミナは、たまたま廊下を歩くジェノバに気づいてしまい、こうして問いかけたのだ。


　もう一人の自分は、手を伸のばせば触ふれられそうな距きよ離りにいた。エルミナは思い切ってその無表情の自分に手を伸ばすが、その手が届くことはなかった。そもそも、腕うで自体が持ち上がらなかったのだ。これはあくまでジェノバの記憶であり、眺ながめる以上のことは許されていないらしい。


　──記憶の再現……これも〈アルス・マグナ〉の能力なのか？


　ひとまず今の自分にはなにもできないらしい。エルミナは観念して成り行きを見守った。


（……カナメになにか用なのかね）


（その通りさ）


（……まだ寝ているようだ。あとではいけないのかね）


（無理だな。目を覚ましてからでは不可能なのだよ）


（……なにを、するつもりかね）


（知れたこと。カナメ嬢じようにこのドレスを着せるのだ。彼女の容姿ならば黒の魅み力りよくを最大限に引き出すことができる。むしろ黒は彼女のためにある色だと言っても良い！）


　小声ながらも妙に迫はく力りよくのある声で断言するジェノバ。もう一人の自分は気け圧おされたように身を退ひいた。


（……君は、それほど黒が好きなのかね）


（それは愚ぐ問もんというものだ。我は己が黒を愛めでるために生まれてきたと自負している）


（……そう）


　もはや、どう答えたらいいか分からなくなったらしい。もう一人の自分が諦めたように引き下がると、ジェノバは何故か納なつ得とくしたように頷うなずいた。


（なるほど。これは我としたことが気が利きかなかった。許すがよい。我は黒を求めるものを拒こばみはしない）


　景色がもう一人の自分に向かって一歩進む。どうやらジェノバがすり寄ったようだ。もう一人の自分はたじろいだらしく、部屋の中まで後退する。


（……なにを）


（分かっている。貴公も黒を欲ほつしているのだろう？　我としたことが私欲に走り、己の主に礼を失していた。貴公もまた黒を生かす素質がある）


　確かに黒はエルミナも好む色である。ジェノバはそれを敏びん感かんに感じたらしい。


　景色が再びもう一人の自分に向かって進み、もう一人の自分はその分後あと退ずさる。とうとう部屋の中まで踏ふみ込まれていた。


（怯おびえることはない。〈黒衣〉とて貴公の素質に惚ほれたがゆえ、貴公を主と定めたのだ。我には分かる！）


　そのひと言で、もう一人の自分は不覚にも興味を惹ひいてしまったらしい。ピタリと後退を止めた。


（……〈黒衣〉というのは、マルクのことかね）


（その通り。我は〈黒衣〉以上に黒を着こなせる男を知らぬ。その〈黒衣〉の主が貴公と知ったときは、我も認めざるを得なかったさ。貴公には黒が似合う。……もっとも、あの日の灰色のドレスはいただけぬがな）


（……君の服装は、マルクの趣しゆ味みだったのかね）


（少なくとも、〈黒衣〉から悪評だったことはないさ）


　恐らくマルクが聞いたならば泣きながら否定するのだろうが、不幸なことにエルミナももう一人の自分も、そしてジェノバすらもそれを疑おうとは考えなかった。


　もう一人の自分が関心を抱いだいたことに気づいたのだろう。ジェノバは抱かかえてきた包みを開いた。中から現れたのは、黒のドレスだった。所々にフリルが飾かざられているが、黒以外の色はなく、喪も服ふくのようなドレスである。


　黒は黒でも、微び妙みようにエルミナの好みからは外れている。そのはずなのだが、何故かそれを拒きよ絶ぜつすることができず、あまつさえ一度くらい着てみてもいいと考えてしまった。


（……それは、カナメに着せるつもりではなかったのかね）


（カナメ嬢の分は、また別に用意すればよい。それにサイズも問題ないだろう。我とて契けい約やく者しやの端はしくれ。貴公を主と認めた以上、我も最大限の礼れい儀ぎをつくそうぞ！）


　拒絶するのは簡単だったはずなのだが、結局もう一人の自分はされるがままにドレスを着せられてしまった。


　その後、着慣れないドレスを鏡で確かめていると、カナメの悲鳴が響き渡わたった。ジェノバにドレスを着せてもらった手前、顔を出すのも憚はばかられ、エルミナは気が気でないひとときを過ごす羽目になるのだった。
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　ピシン──再び亀き裂れつでも走ったような音。





　目の前の景色がバラバラと崩くずれる。あとには、最初にいた廊下が現れる。ジェノバの姿も寝間着姿のエルミナの姿もどこにもなかった。


　また一人放ほうり出されてしまったエルミナ。ジェノバの仮面を拾ったはずの手を見下ろすと、その手はなにかを握にぎった形のまま固まっていた。


　──追体験……。なんの意味があるというのだ？


　今の現象に首を傾かしげながら、エルミナはドレスの裾すそをつまみ上げた。


　──結局、マルクの好みではなかったようだね……。


　複雑な気持ちでエルミナはため息を漏らした。





　──カチコチカチコチ──エルミナの困惑に応こたえるように、歯車が鳴り響く。





　時計の音は、今度は前方の部屋──カナメの寝室から聞こえてきた。エルミナは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、結局時計の音を追うことにした。今は、それ以外にできることがないのだ。


　使用人とはいえ、他人の部屋を勝手に覗くのは気が引けたが、エルミナはカナメの寝室の扉とびらを押し開けた。部屋は、綺き麗れいに片付いたものだった。いや、片付いたというよりは、根本的に私物が少ない。調度品などはもちろんのこと、化け粧しよう品ひんの手合いもなければ装そう飾しよく品の手合いも見当たらない。せいぜい、小さな洋簞笥クローゼツトが一つあるだけである。


　その洋簞笥クローゼツトの正面に、カーテンのように大きな衣ころもがかけられていた。色いろ鮮あざやかに染められた絹シルクで、大きく袖そでを広げてかけられている。


「……これは、着物？」


　その着物には見覚えがあった。それを手に取ろうと、触れたときだった。





　ピシン──再び世界が砕くだけた。
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「……分かりました。それではいつになさいますか？」


　沈ちん痛つうそうなその声は、エルミナの口から溢れていた。


　──この声……、マルクだろうか？


　景色の半分は、白い布で覆われていた。どうやら手て袋ぶくろらしい。またなにか難題でも起こって、頭を抱えているのだろう。


　その手が下ろされると、目の前にいたのは白はく髪はつの少女──カナメだった。


「今からでよかろ」


　マルクとは対照的に満足そうな声。なにか嬉うれしいことがあったらしい。


　──私も、このように笑えるようになれるのだろうか……。


　カナメはエルミナとは対照的にコロコロとよく表情を変える。先ほど自分の無表情を見た直後に、彼女の変化に富んだ表情を見ると──羨うらやましい──そう、感じてしまった。


「そうはいきませんよ。掃そう除じも終わっていませんし、エルミナの許可も必要です。良くても昼からでしょう」


「仕方がないの。では早く許可をもらってくるがよかろ」


　マルクが絶句するのも気に留めず、カナメは不服そうに呟く。


　──そうか。これは、あの日か……。


　ジェノバやオウマが屋や敷しきにやってくるよりも少し前。カナメの怪け我ががようやく治ったころ。エルミナとしては、実にらしくない失敗をしてしまったあの日の記憶だった。
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「……買い物？」


　マルクの申し出に、エルミナは小さく首を傾げた。


　心地ここちよい陽光差し込むテラス。真っ白なテーブルには、いつも通り完かん璧ぺきに用意されたティーセット。


　朝の紅茶を嗜たしなむのは、深い瑠る璃り色いろのドレスに身を包んだ少女だった。肩かたにかかる金色の髪かみを揺ゆらし、どこに焦しよう点てんを当てているのかも不確かな翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。ガラス細工を思わす繊せん細さいな顔立ちなのだが、そこには人形のごとく表情というものが浮うかんでいない。


　そんな主あるじの横顔を窺うかがいながら、マルクはいささか沈痛そうに頷いた。


　いつも通り皺しわ一つなく整えた燕えん尾び服ふくに身を包み、愛あい嬌きようのある丸メガネの向こうには困ったような微び笑しよう。朝の掃除も一区切り付き、エルミナに紅茶を運んだマルクは、午後に暇ひまをもらいたいと申し出たのだ。


「なにか急にいるものなんですか？」


　不思議そうな声を上げたのは、寝しん室しつ側にて、危なっかしい手つきで花か瓶びんを整えている少女──アイシャだった。


　こちらも相変わらずピンピンとささくれ立った癖くせ毛げに真っ白のヘッドドレス。クーラン特有の琥こ珀はく色いろの瞳に褐かつ色しよくの肌はだ。前まえ掛かけと群ぐん青じようのワンピースに身を包んだ、いつも通りの侍じ女じよ姿である。


　屋敷に必要なものは、ドミニクに申告して誰だれかがまとめて買いに出かけるのが通例である。わざわざエルミナに申し出るようなことでもないので彼女の疑問はもっともである。


　マルクはずり落ちたメガネを押おし上げ、なんとか微笑を取とり繕つくろった。


「いえ、急用というわけではないのですが、そろそろ必要に駆かられたと申しましょうか」


　歯切れの悪い返事をするマルクに、エルミナとアイシャが揃そろって首を傾げる。


　実のところ、マルクはここで「許可できない」という答えを期待していた。事情を説明すればそう言われるかもしれないが、その理由は話すとややこしいことになる。


「……なにを買いに行くのかね」


「はあ……まあ、洋服でございます」


「そういえば、マルクさん、いつも燕尾服ですもんね！」


「……なるほど。ならばゆっくり見てくるといい」


　寛かん容ような態度で答えられ、マルクは最後の希望が潰ついえたのを感じた。


「……金銭的な問題はないかね？」


「はあ……、そちらは以前のものが少し返ってきましたから……」


　マルクは以前、エルミナの従者を務めたときにかなり散財していた。それで落ち込んでいたところ、家令のドミニクが不ふ憫びんに思ったらしく、金額のはっきりしている分は屋敷の経費として支し払はらってくれたのだ。


　その数日前に銀行強ごう盗とうに遭あい、見事に一文無しになっていたマルクにとって、ドミニクは慈じ父ふ神しんに思えた。


「……なら、いい」


　エルミナはその話題から興味をなくしたように、手元の本へと視線を落とす。その態度がやや拗すねているように見えたことに、マルクは首を傾げた。


　──……はっ！　これはまさか、お金がないと言えば出してもらえたのですか？


　エルミナの性格ならばそれもあり得ないことでもない。しかし本に全すべての関心を捧ささげてしまった無表情な横顔を見ては、今さらそれを頼たのめそうにもなかった。


　マルクが落らく胆たんしていると、アイシャが好こう奇き心しん旺おう盛せいな瞳を向けてきていた。


「マルクさん、私服っていつもどんなの着るんですか？」


「え？　ああ、私は大体いつも仕事着しか着ませんから、私服自体持っていませんよ。屋敷の中でもそうでしょう？」


「それじゃあ、これからマルクさんの私服姿が見られるんですね！」


　そう言われて、マルクはアイシャが勘かん違ちがいしていることに気がついた。まあ、説明を誤ご魔ま化かしたのだから当然ではあるが、勘違いさせたままだと問題かもしれない。


「いえ、私の服を買いに行くわけではないのですよ」


「え？　じゃあ、誰のですか？」


　不思議そうに首を傾げるアイシャに、マルクは観念したような笑えみを返した。


「カナメのです。彼女もまともに服を持っていないでしょう？」





　マルクは先日、屋敷の使用人の一人──カナメに、彼女の言うことをなんでも一つだけ聞くという条件で頼み事をしていた。


　その後、カナメが熱で寝ね込こんでいたり怪我の静養中だったりなどで、話に触ふれる機会がなかったのだが、ようやく医師から外出の許可が出る程度に回復した。


　そして、カナメが要求してきたのが──


　──服が欲しい──ということだった。


　女性の衣服は値が張ることくらいマルクも知っている。ふところの寂さびしい彼としては手痛い見返りだった。しかしマルクも契けい約やく者しやである以上、一度交かわした約束は破れない。





　バサッ──何な故ぜか突とつ然ぜん、エルミナの手から本がずり落ちた。


　マルクが慌あわててそれを拾うと、エルミナは何事もなかったかのように読書を続ける。心なしか、その表情がいつにも増して無機質になっているように見えるが……。


　一方、アイシャの方はマルクが言ったことが信じられないように目を大きくしていた。


「私はなにか変なことを言いましたか？」


「え、ええ？　だ、だって、マルクさん、自分の服だって買わないのに、カ、カナメさんの服は買っちゃうんですか？」


「まあ、約束のものですから……」


「そ、それじゃあ、お買い物って、もしかして、ふ、二人で街に行っちゃうんですか？」


「それは、私はカナメの好みやサイズなど分かりませんから……」


　何故かアイシャはそれは困るというように狼狽うろたえていた。マルクが首を傾かしげるとエルミナがまったく感情のこもらない声で呟つぶやいた。


「……アイシャ。他人の事情を詮せん索さくするものではない」


　それは至し極ごくまっとうな注意のはずなのだが、どういうわけか威い圧あつ的なまでに冷たい声こわ色いろだった。注意されたのはアイシャのはずだが、何故か直接は関係ないはずのマルクが気け圧おされてしまった。


　マルクが後あと退ずさると、エルミナは人形のごとく無機質な眼まな差ざしを向けてきた。


「……出かけるのは、昼からで良いのかね？」


「え、ええ……」


「……分かった。許可しよう」


　その声には、僅かながら落胆のような響ひびきが含ふくまれているように聞こえた。


　なにやら以前も似たようなことがあったような錯さつ覚かくに囚とらわれながらも、マルクは一礼を返して部屋から下がった。
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　午後から外出することになったため、その分の仕事も午前中に済ませなければならなくなった。バタバタしていると、恐おそろしく珍めずらしいことに料理人のセリアが手伝ってくれた。


　嫌いやがらせにも思えないのでどういう風の吹ふき回しかと困こん惑わくしながらも、エルミナの昼食を給仕。なんとか仕事を終えられたので、マルクも自分の昼食を済ませられた。


　玄げん関かんホールに上がると、カナメが先に下りてきていた。いっしょにいるのは、バーテンダーを思わす白いシャツに、スラリとしたズボン。長身の女性──セリアだった。


　先ほどはマルクの仕事を手伝ってくれたと思えば、今度はカナメの世話を焼いてやっているらしい。もしかしたら、彼女は面めん倒どう見みの良い性格なのだろうか？　ならば、何故普ふ段だんはあのような手痛い嫌がらせばかりしてくるのだろうか。


「のう、おかしくはないか？」


「問題皆かい無む。自信持つ」


　なんの相談をしているのかは分からなかったが、向こうはまだこちらに気づいていないようだった。セリアの行動に首を傾げつつも、ひとまずマルクは声をかけてみた。


「お待たせしましたか？」


　カナメは、何故か慌てたように飛び上がった。セリアは手のかかる妹でも眺ながめるように微笑。間ま違ちがってもマルクには向けない表情である。


　カナメの服装は深い紺こん色いろのワンピースで、使用人のお仕着せとは違ちがい裾すそにはレースの刺し繡しゆうが施ほどこされていた。上は毛糸で編んだ真っ白な上着カーデイガン。彼女は肌から頭とう髪はつ、まつげに至るまで純白の容姿である。この姿だけ見れば、エルミナ同様どこか名家の淑しゆく女じよに見えた。


　──これで刃は物もののことを忘れてくれれば、誰でも振ふり返るでしょうに……。


　ことあるごとに刃物の話を持ち出され、希まれに斬きらせてほしいなどと言われるマルクとしては複雑な心境だった。


　マルクはそんなカナメの姿を観察してから、意外そうな声を漏もらした。


「そういえば、あなたが普段着を着ているところは初めて見ましたね」


「ふん。エルミナから借りたのじゃ。私のものではない」


「よく似合っていますよ」


　素す直なおな感想を告げると、カナメは恥はずかしかったのか、真っ白の頰ほおを紅甘実アポルロのように赤く染めて顔を背そむけた。それからマルクの格好を横目で観察すると、今度は不服そうな声を漏らす。


「なんじゃ。おんし、その格好で行くのか？」


　マルクは仕事中となんら変わらぬ、燕尾服姿である。


「これ以外に服を持っていないのです。勘かん弁べんしてください」


「おんしの……。先におんしの服を見み繕つくろった方が良いのではないか？」


「アイシャにも同じようなことを言われましたよ。ですがまあ、今日はあなたの服を見繕う約束ですから」


　実際のところ、マルクは自分の服に金銭を費ついやすという考えを持ったことがなかった。


　マルクはこの屋敷にやってくるまで、ある事情から分厚いコートを着込んでいなければならなかったし、この屋敷に来てからは何故かしょっちゅうボロボロになっている。そうなるとわざわざ私服を持つ意味というものがなくなってくるのだ。


　カナメは不服そうに眉まゆを寄せたが、結局機き嫌げんを直したらしく口元を緩ゆるめた。


「まあ、よかろ。では出発するかの」


　カナメが玄関を抜ぬけ、マルクもそれに倣ならおうとしたときだった。


「執事バトラー。一寸ちよつと」


　セリアが呼び止めてきた。振り返ると──


「──捕とらえよ〈ルー・グー〉」


　とうとつなその囁ささやきに、マルクは抵てい抗こうの術すべもなく突然後ろに引きずられていた。仰のけ反ぞったマルクは、自分の首筋にチクリとした感かん触しよくに硬こう直ちよく。どういうわけかセリアが貴婦人の微び笑しようを浮うかべてダーツを突つきつけていた。
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「な、なんのつもりです……？」


「カナメちゃんは今刃物を持っていません。彼女はあれで不安のようです。気を遣つかってやってください」


　存外に真ま面じ目めな顔で言われ、マルクは目を丸くした。セリアがまともにしゃべるときは真面目な用事のときである。てっきり、ニコニコ笑顔での嫌がらせを予想したのだが……。


　言われてみれば、確かに今日のカナメはいつにも増して挙動不ふ審しんである。


「そ、それは分かりましたが、何故ダーツを突きつけるのですか？」


　至極当然の疑問を投げかけると、セリアは自分の手を見つめて不思議そうに瞬まばたきをした。それから貴婦人の微笑。


「ただの癖くせ」


　どうやら、嫌がらせをすること自体が癖になっているらしい。そしてマルクは気づいてもまったく嬉うれしくない事実に気づいてしまった。


　──ああ、なるほど。つまり午前中に優やさしかったのは、私のためではなく、カナメの外出のためだったのですね。


　しょうがなさそうに苦く笑しようするセリアに見送られ、マルクとカナメは屋や敷しきをあとにした。
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　正面門アーケードを抜けて街へ足を向けると、カナメが肘ひじを抱だいて身み震ぶるいしていた。


「敷しき地ちの中と外で妙みように気温が違うの……」


「おや、そうなのですか。寒いのですか？」


「それは暑くはなかろ」


　この地方は夏と冬の期間が長い。春や秋はひと月となく過ぎ去ってしまい、気温が極きよく端たんに変わるのだ。マルクが屋敷にやってきたころは灼しやく熱ねつの季節だったのだが、いつの間にか秋に移り始めたらしい。じきに極ごつ寒かんの季節が来るだろう。


「なんじゃ、おんしは感じぬのか？」


「〈契けい約やく書しよ〉の副作用なのですよ。陽ひの下もとを歩けるようになった代わりに、気温がよく分からないのです」


　マルクたち屋敷の使用人は一名を除いて全員契約者である。それぞれ契約の代だい償しように厄やつ介かいな〝対価〟を支し払はらっていた。それをエルミナに絶対服従を誓ちかうことで失ったものを修復してもらったのだ。しかしそれは模造品にすぎないため、なにかしらの欠けつ陥かんがある。


「難なん儀ぎなものじゃの」


　呆あきれたようにそう呟くと、カナメは袖そでの中をゴソゴソと探さぐり──そこから手品マジツクのように白い布きれを引っ張りだした。


　──あの包帯、未いまだに巻いていたのですか。


　カナメは屋敷にやってくるまで体中に包帯のような布きれを巻いていた。〝実体〟という奇き異いな対価を支払った彼女の体は、そうでなければ物体を素通りしてしまったのだ。〈契約書〉のおかげでその必要はなくなったはずなのだが、衣服の下に巻いていたらしい。


　マルクが絶句していると、カナメは不思議そうに首を傾げた。


「なんじゃ？」


「いえ……、その、呪じゆ符ふでしたか……愛着があるのですか？」


「おんしが今言ったことであろ。〈契約書〉には欠陥がある。私の場合は肌はだが脆もろいのじゃ」


　言われてみれば、確かにカナメは寒いと言う割には日ひ傘がさを差している。手にも手て袋ぶくろをしているし、日差しに抵抗力がないのだろう。


　カナメは手て頃ごろの長さまで引き出し、それから両手でピンと引っ張る。どうやら切れということらしい。マルクは銀食器のナイフを取り出し、布きれを切断。カナメは手頃な長さになった布きれをマフラーのように首へと巻き付ける。


　満足そうなカナメを眺め、マルクは深いため息をついた。


「どうやら、防寒具から探した方が良さそうですね」


「……なんじゃ。なにか文句があるのか？」


「さすがにその格好には似合いませんよ」


　良家の令れい嬢じようのごとく小こ綺ぎ麗れいに身なりを整えているというのに、マフラーだけ布きれではマルクでも違い和わ感かんを覚える。


　そう指し摘てきするとカナメは憤ふん慨がいしたらしく、瑠璃猫ドミニトンのごとく双そう眸ぼうを細めた。


「ふん。おんしに女おな子ごの服の善よし悪あしなど分かるのか？」


「まあ、一いつ般ぱん常識程度には」


「む、そういうのならば説明してみよ」


　カナメは通りに並ぶ婦人服の店を指さしてそう言った。歩きながら、いつの間にか街の繁はん華か街がいへ到とう着ちやくしていた。


　カナメが示した店には、社交界で着るドレスがところ狭せましと並べられていた。ときおりエルミナが着ているようなものだ。さすがに辺へん鄙ぴな田舎いなかだけあって古着のようだが、それでも高価そうなドレスばかりである。……防寒具が置いてあるようには見えない。


　──いきなり話が脱だつ線せんしていますよ……。


　マルクはあくまで防寒具について指摘したはずである。


　しかし、カナメの服を買いに来たのも事実である。それに彼女はこれまでまともな格好ができなかった上に、異い邦ほう人じんである。あまりこのあたりの服装に予備知識があるようには思えなかった。


「カナメ、もしかしてあなたはこういった服は着たことがないのではありませんか？」


　どうやら図星だったらしく、カナメは睨み合いに負けた猫ねこのように視線を逸そらした。


　マルクはずり落ちたメガネを押し上げながらも、苦笑して店内に足を運んだ。


「このあたりの衣服はエルミナが持っているのと同じような部類のものですし、少しご説明しましょうか」


「……まあ、裁縫師ニードルワーカーとしては必要かの」


　カナメは裁さい縫ほう師しとして屋敷に雇やとわれている。今まで寝ね込こんでいたため、解ほつれた衣服を縫ぬい繕う程度のことしかやっていないが、これからは一から仕立てることもあるだろう。そのための知識は必要だろう。


「ふん。しかしこのようなヒラヒラしたものでは動きにくいではないか」


　悪態をつきながらも、その手はすでに並ぶドレスのフリルをいじっていた。着るのは恥ずかしいが、気にはなるといったところのようだ。


　マルクは苦笑しながらも講こう釈しやくを始めた。


「元々こういったドレスは、貴族の間でしか使われなかったのですよ。ですから初めから機能性は考こう慮りよされていなかったのです。それが前世紀の産業革命で裕ゆう福ふくな階級が増え、一般でも着るようになったので、ようやく考え直されたのです」


「そ、その前はどんなものだったのじゃ？」


「そうですね。パニエというスカートを広げるための骨組みがあるのですが、最さい盛せい期きにはなんと小さなベッドほども大きさがあったそうですよ」


「ベッド？　スカートがか？」


　ベッドを腰こしにつけているようなものだから、もちろん誰だれかの助けなくしては歩くこともままならなかったらしい。


「極端な例ですがね」


　マルクが苦笑してそう言うと、カナメは眉を寄せて真しん剣けんな眼まな差ざしをドレスへ注ぎ込む。


「このドレスには骨格なぞ入っておるのか」


「ええ、エルミナのものにも入っていると思いますよ。たぶんあちらはバッスルという腰の部分だけのものだと思いますが」


　そう答えると、カナメは怪け訝げんそうな視線を向けてきた。


「……おんし、なにゆえそのようなことまで知っておるのじゃ？」


「はあ、訊きいてもいないのに嬉き々きとして語りたがる方がいるもので……」





　マルクの兄──クリストファ＝マルドゥークは女装趣しゆ味み……いや女装狂ぐるいである。出会うたびに着ているドレスがどう素す晴ばらしいのか聞かせてくるのだ。しかもマルクが聞いていないと槍やりのような傘かさで突き刺さしてくる。


　そうして、マルクは知る必要もないドレスの裏側を学習してしまった。


　──そういえば、ドレスで綺麗に着き飾かざった女性とはどう会話したらいいのか分からないところがありますね……。


　そんなことを繰くり返かえすうちに、ドレス姿の女性を見るとその鎧よろいのような中身を想像してしまい、なんだか大変そうだと感じて対応に困るようになった。裏稼か業ぎよう時代、巡り会える女性と言えば、契けい約やく者しやを雇えるだけの金持ちの娘むすめくらいのものだったというのに……。


　そうしてただでさえ年とし頃ごろの娘と口をきく機会が少なかったマルクは、さらに女性と会話する機会を失っていった。


　マルクの異性に対する免めん疫えきのなさは、クリスが原因の一いつ端たんを担になっていた。





　ほろ苦い心の傷トラウマを思い返していると、カナメはドレスをしげしげと見つめていた。


「あやつは普段からそんなものをつけておるのか。それでよく椅い子すに座れるの」


「ああ、いえ普段着には入っていないと思いますよ」


「では何な故ぜあのように膨ふくらんでおるのじゃ？」


「なんでもペティコートというスカート状の下着があるのだそうです。それを何枚か重ねると、ああなるらしいですね」


「そういえば私の故郷でも身分の高い姫ひめたちは何枚も着物を重ねておったの」


「おや、キョクトの方でもそうなのですか？」


「形は違ちがうがの。幾いく重えにも折り重なる襟えりが美しいと考えるのじゃ……？」


　言いながら、カナメは不思議そうに周囲へ視線を向けた。


　気づいてみれば店員や周囲の客たち、いや繁華街の通行人までもが、立ち止まってマルクへ困こん惑わくとも軽けい蔑べつともつかない視線を向けてきていた。


　婦人服の店で、店員でもない男のマルクが、知ってはいけないドレスの裏側をペラペラと講釈しているのだ。当然だろう。女性の下着について饒じよう舌ぜつになっているようなものなのだから。


　マルクはカナメの手を引き、慌あわてて店を後にした。





　──しばらくこの辺りは歩けませんね。


　肩かたを落としながらも、マルクはカナメが妙に無言であることに気がついた。


　振り返ると、カナメはなにやら複雑そうな表情で自分の手に視線を落としていた。その視線を追って、マルクは自分がカナメと手を繫つないだままだということを自覚した。


「あ、こ、これは、その──」


　とっさに言い訳が思いつかず、マルクが慌ててその手を放すと、カナメは何故か突き放されたような表情を浮うかべた。


　それが何故か縋すがっているようにも見えて、マルクは困惑した。そして──


　──彼女はあれで不安のようです。気を遣つかってやってください──


　セリアがわざわざそんなことを言ってきたことを思い出した。


　──もしや、本当に不安だったのですか？


　どうしたものか僅わずかに悩なやんだが、マルクは放した手をもう一度差し出した。


「ええっと……この人ひと混ごみです。はぐれても困りますので、よろしければ、どうぞ」


　一体なにが「どうぞ」なのかは分からないが、カナメには伝わったらしく、フンと鼻を鳴らすとそっと手を重ねる。





　人混みの中、日傘を差しているカナメは必然とマルクと身を寄せて歩くことになる。


　息づかいが聞き取れそうな距きよ離り。手袋の薄うすい生き地じの向こうに、柔やわらかい温ぬくもり。エルミナの従者として歩くときにはありえない距離に、マルクは少なからず緊きん張ちようした。


　──そういえば、女の子と手を繫いで歩くのは初めてかもしれません。


　アイシャと歩くとき、迷子にならないように手を繫ぐことはあったが、それは手のかかる子供の面めん倒どうを見ているような気持ちで、異性だと意識することもなかったのだ。


　ちらりとカナメに視線を向けると、極きわめて平然そうな顔はしているものの、握にぎった手にはギュッと力が込められている。そして、その手は肌寒さのせいか小さく震ふるえていた。


　──刃は物ものを持っていないくらいで、それほど不安になるものでしょうかね……。


〝契約者狩がり〟──あまりに多くの契約者を葬ほうむってきたがゆえ、通り名とは別につけられたカナメの二つ名。昼間に戦ったならば、マルクにも勝てる自信はない。


　それが、今隣となりを歩いている彼女はどこにでもいる普通の娘に思えて、マルクはなにやら落ち着かない気持ちになった。


　そんなカナメの横顔を眺ながめていると、ふと目が合ってしまった。


「な、なんじゃ、ジロジロ見おって」


「いえ、少し今のあなたが珍めずらしいだけです」


　そう答えると、何故かカナメは衝しよう撃げきを受けたように目を大きく開いた。


「や、やはり、おかしいのか？」


「はい？」


「わ、私だって、こ、このような格好が似合うなどとは思っておらぬのじゃ」


　呟つぶやきながら、何故か落ち込んだように俯うつむいてしまうカナメ。マルクは自分がなにかマズイことを言ったのかと動どう揺よう。周囲の通行人たちが批難するような眼差しを向けてくる。


「ちょ、ちょっと、服装のことを気にしていたのですか？」


「き、気にしてなどおらぬぞ。ただ、このような格好はしたことがないからじゃな……」


「いや、だからそれが気にしているというのですって……」


「……私は、キョクトの民たみじゃ。おんしらとは外見も肌はだの色も違う」


　そう言われて、マルクは目を丸くした。アイシャが言うならばともかく、まさかカナメの口からそんな台詞せりふを聞くとは思ってもみなかった。


　フロアティナは西せい欧おう諸国からの開かい拓たく民みんが切り開いた国であり、多種多様の民族が入り混じる混こん沌とんとした世界である。反面、クーランに対する態度からも分かるように差別意識の強い国でもある。キョクトの民がクーランほど迫はく害がいされたという話はあまり聞かないが、それでもまるで平等だったわけでもないだろう。


　セリアが言っていた通り、確かにカナメは不安がっていたようだが、それは自分の容姿に対してだったらしい。


　なんとなくそれが分かってしまったから、マルクは微び笑しようを返した。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたはもう少しご自分の容姿に自信を持って大丈夫です」


「おんし、誰にでもそう言っておろ」


「うっ……その、あなたのことが嫌いやならば、契約でも手を繫ごうなどとは思いませんよ」


　そう答えると、カナメは驚おどろいたように目を大きくし、それから自分の手に視線を落とし……ギュッと手に力を込める。それから、小さな声で呟いた。


「こうして触ふれているおんしの手は、噓うそをついておらぬと思う」


　幽ゆう霊れいのように物体を素通りしてしまう体だったカナメは、当然誰かに触れることもできなかった。そのカナメからこんなことを言われると、マルクとしても恥はずかしいような、嬉うれしいような、なんとも言えない気持ちになった。


　それを誤ご魔ま化かすように、マルクはカナメの手を引いた。


「今日はあなたの服を探しに来たのです。あなたが不安にならなくても大丈夫な服を探しましょうか」


　カナメは驚いたように瞬まばたきをし、それから幽かすかに安心したような微笑を浮かべた。





　やがて繁はん華か街がいを抜ぬけると大きな広場に出た。広場の中央には巨きよ大だいな駅があり、街の中心部でもある場所だ。


　この辺りに並ぶのは飲食店が大半である。さすがにしゃべりながら歩いてきたため、お互たがい喉のどが渇かわいていた。ざっと見み渡わたすと黄橘実ケレーシヤの果実水ジユースを置いてある露ろ店てんが見つかった。


　マルクが飲み物を二つ注文すると、中年の店員は迷うことなくマルクに二人分の代金を請せい求きゆうしてくる。


「カナメ。ご自分の分は自分で支し払はらってくださいよ」


「なんじゃ、ケチくさいの」


「洋服は買ってあげるのですから、こっちは自分で出してください」


「私の頼たのみはなんでも聞くという契約だったはずなのじゃがの」


「なんでも一ヽつヽだヽけヽという契約です」


「おんしへの貸しは一つや二つではなかろ」


「うぐっ……」


　マルクが呻うめくと、カナメはおかしそうに笑う。イタズラに成功した子供のような笑え顔がおだった。エルミナとは対照的にコロコロと変わる表情に思わず見み惚とれていると、カナメは店員に二人分の代金を支払っていた。


「ほれ、これで貸しがまた一つじゃの」


「じ、自分の分くらい払いますって」


「かまわんぞ。私はおんしと違って心が広いからの」


　カナメはカラカラと楽しそうに笑うと、飲み物を突き出してきた。


「代わりに洋服はせいぜい上等なものを買ってもらうからの」


「洋服はきちんと買うと言っているではありませんか。そんなところで手を抜くつもりはありませんよ」


「しかと聞いたぞ」


　いつの間にか元気が出たらしい。カナメは軽い足取りで先を進んでいった。マルクはそれを追いかけながら──


　──まあ、たまにはこういうのも悪くありませんか。


　自然と微笑を浮かべていた。


　カナメを追いかけていくと、広場の片かた隅すみに馬車を改造した露店があった。荷台の半分がそのまま商品の棚たなになっており、周囲にも絨じゆう毯たんを敷しいて店を展開している。露店というよりは移動店てん舗ぽと呼んだ方がいいかもしれない。並んでいるのは、開拓時代のカウボーイハットやクーランの民族衣い装しようだったりと、一風変わったものが多い。


　ちらりとカナメへ視線を向けると、どうやら彼女も興味を惹ひかれたらしい。しげしげと見つめているので、店へ足を向けてみた。


　近づいてみると、馬車の棚の奥おくに東方風の絵え柄がらが描えがかれたものがチラリと見えた気がした。手前に王宮で着るような派手なドレスが掛かけられていて、その陰かげに隠かくれてしまっているのだが……。


「おや？　これは──」


　それを見ようと手を伸のばすと──


　ポン──と後ろから誰だれかの手が肩を叩たたいていた。
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　振り返ると、そこには大柄のギャングが立っていた。首には硬こう貨かのペンダントを下げており、マルクの知っている顔だった。この街にやってきたばかりのころから、ある縁えんで交流のあるギャングの幹部である。


「ロッジ？」


　大男──ロッジは口の端はしをつり上げてニッと笑った。


「よう、マルク。久しぶりじゃねえか。ご主人様をほったらかしてデートか？」


「別にエルミナをほったらかしているわけではありませんが……？」


　言いかけて、ロッジのすぐ後ろに見慣れた姿が二つあることに気がついた。


「エルミナ？　それにアイシャまで……」


　そこにいたのは、まったくもって無表情な主あるじエルミナと、小さな手鞄ハンドバツグを抱かかえてオロオロする侍じ女じよの少女アイシャだった。


「ああ、そうだった。二人とも迷子になってたぜ？　ちゃんと面倒を見てやれよ」


「迷子？　本日は外出の予定はなかったはずですが……」


　そう尋たずねると、何故かアイシャが狼狽うろたえたような声を上げた。


「えっと、あの、その、つ、つまり、アルバさんのお見み舞まいに行きたかったんです！」


「ああ、そういえば退院したのでしたね」


　アルバというのはこの街に三つ存在するギャングの一つ──ディーノ・ファミリーの首ド領ンの名である。半月ほど前に、謎ヽのヽ食中毒で病院に担かつぎ込まれていた。珍しいことにアイシャ同様にクーランなので、彼女はちょくちょく見舞いに出かけていたのだ。


　大体いつもはセリアに連れて行ってもらっていたはずだが、今日はいないようだ。


「しかし、エルミナもですか？」


「あう、その、あたしがいっしょに行こうって誘さそったんです！」


「ああ、なるほど。取引相手ですからね」


　かつては敵対関係にあったアルバだが、現在街に運河を建設することになったためエルミナとはやりとりがあるらしい。


　マルクが納なつ得とくしていると、エルミナは何な故ぜか居い心地ごこちが悪そうに視線を逸そらした。


「……邪じや魔まをするつもりは、なかったのだ」


　そう言われて、マルクは隣のカナメが先ほどまでの機き嫌げんの良さが噓のように不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしていることに気がついた。


　何故不機嫌になったのか察しのつかないマルクが戸と惑まどっていると、カナメは呆あきれたようなため息をもらした。


「おんしら、一体なにをやっておるのじゃ」


　叱しかられてアイシャは縮こまり、エルミナも無表情に申し訳なさそうな色を浮うかべた。


「ごめんなさいカナメさん」


「……すまない」


　縮こまる二人を見て、カナメは苛いら立だたしそうに口を結んだが、やがて仕方なさそうに深いため息をついた。


「まったく……。今日は服を探しにきたのじゃ。おんしらにも手伝ってもらうぞ」


「え？　いいんですか？」


「おんしらだけで追い返すわけにもゆかぬであろ」


　確かにエルミナとアイシャの二人では、帰るまでにまた迷子になるだろう。


「しかしどうしてアーロンを連れてこなかったのです？　彼なら従者ヴアレツトを──ぐあ？」


　マルクが至し極ごく適切な意見を述べると、何故か突とつ然ぜんカナメに足を踏ふみつけられた。今日の彼女の履はき物ものは踵ヒールの尖とがったものだった。


「……唐とう変へん木ぼくめ」


　カナメは冷ややかに睨にらみつけ、アイシャは気の毒そうな表情をしながらも止めようとはせず、エルミナも無表情のまま視線を逸らすだけだった。涙なみだを浮かべるマルクに同情するものはいなかった。


　何故かそれで仲直りしたらしく、カナメたちは馬車に並ぶ衣服を漁あさりに行ってしまった。容姿の整った少女が三人もやってきて、店員の男がだらしなく顔を弛し緩かんさせる。


　完全に存在を忘れられてしまったマルクの肩かたを、ロッジがポンポンと叩いた。


「お前さん、きっと女とつき合ったことないんだろうな……」


「何故あなたがそれを知っているのです？」


　図星を指されてマルクが狼狽えていると、ロッジは呆れたように首を横に振ふった。


「お前さんはファミリーだが、俺おれは人の色いろ恋こい沙ざ汰たに口を出すほど無ぶ粋すいじゃないつもりだ。せいぜい苦労してくれ。いや苦労しやがれ」


　──何故、私が批難されるのですか？


　理り不ふ尽じんさにマルクが涙を浮かべていると、ロッジは突然態度を変えて親しそうに肩を叩いてきた。


「それで、あのお姫ひめ様さまは一体誰だ？　ファミリーの俺に紹しよう介かいしてくれないってのはどういうことだい？」


「お姫様って……、同じ屋や敷しきの使用人ですよ」


「バカな……。お嬢じようさんだけでなく、使用人まであんな美人揃ぞろいだというのか」


「美人って、彼女以外には…………あ」


　言いかけて、最近セリアもやってきたことを思い出した。あの性格さえなければ紛まぎれもなく美人だろう。それを思い出して口ごもると、ロッジは鋭するどくそれを見み抜ぬいてきた。


「ちくしょうっ！　いるんだな？　他ほかにも美人が！」
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「美人ってセリアですよ。あなただって面識はあるでしょう？　〈魔ま弾だんの射手〉ですって」


「美人であることに変わりはねえ」


　詰つめ寄よるロッジを押し返し、カナメたちの方へ視線を向けると、カナメは古風なカウボーイハットなどをかぶっていた。そこにアイシャが嬉うれしそうにウェスタンシャツなどを合わせたりしている。どうやら着せ替え人形にされているようだ。


　しばらくそれを見物していたい気もしたが、先ほど見かけた東方風の衣ころもが気になったので側そばによった。


　手前の派手なドレスを少し動かすと、そこには両りよう袖そでを広げた状態で大きな衣が掛けられていた。この大きさゆえ後方に飾かざらざるをえず、そのまま他のものを並べて埋うもれてしまっていたようだ。


　マルクがそれを眺ながめていると、他の三人も隣となりにやってきていた。


「へえぇ、これって、もしかしてキョクトの服ですか？」


「そのようですが……、大きいですね。男物なのでしょうか？」


　浅黄色から緋ひ色いろに濃淡グラデーシヨンが効いた生き地じに繊せん細さいな花が描かれた着物である。女性が着てこそ映はえるように思えるのだが、ずいぶん大きい。見上げるような巨きよ体たいを誇ほこるアーロンでも羽織れそうな長さである。


「たわけ。この柄がらを男が着るわけがなかろ。これは腰こしのところで折って裾すその高さを調節するのじゃ」


「折って……調節ですか？」


　ヒラヒラした造りではあるが、これはスカートではない。腰のところで折るというのよく分からないが、裾と言い間ま違ちがえたのだろうか？


　混乱するマルクに想像できたのは、結局長すぎるズボンの裾を折り曲げる光景だった。


「ええっと……、スカートの部分に厚みを持たせて形を整えるのですか？」


　マルクが鋭くそう洞どう察さつすると、カナメは奇き怪かいな生物でも見たかのように眉まゆを顰ひそめた。


「スカートじゃと？　まあ、おんしらの感覚じゃとそうなるのか……。実際に着られると話が早いのじゃが」


　ちらりと店番の男へ視線を向けると、それは困るというように首を横に振った。その隣では、何故かロッジが怪け訝げんそうな顔をして商品を眺めていた。


　ひとまず着替える場所もなさそうであり、試着というのは難しそうである。カナメは諦あきらめたらしく、身振りを交えて説明を始めた。


「つまりじゃな、この衣は羽織ってから腰の位置で持ち上げて裾の長さを加減するのじゃ。固定は帯おび紐ひもという紐で結んでの」


　カナメがワンピースの腰部分を引き上げると、スカートの裾が膝ひざの上まで上がる。


「……キョクトではその裾を引きずって歩くのだと聞いた。こういった着物を何枚も重ねて着るのであろう？」


「十二単ひとえのことか？　よくそんなものを知っておるの。あれは宮きゆう廷ていの姫が着るようなもので、普ふ段だんから着るようなものではないぞ。おんしらも王宮の貴族は歩くのが困難なようなものを着るのであろ？　それと似たようなものじゃ。これとは種類が違う」


「……どう見分けるのかね？」


「裾と袖そでの形じゃな。おんしが言ったような裾を引きずるものには、下の衣を見せるために深い切れ目が入っておるのじゃ。それと袖の大きさや色でもいくつか種類があっての。この大きさは振り袖といって未み婚こんの女おな子ごが正装に使うものじゃな」


　それから、着物をしげしげと見つめてカナメは不満そうな声を漏もらした。


「ふむ……？　帯が置いておらんの」


　どうやらこの衣だけで着られるものではないらしい。店番の男に訊きいてみても、附ふ属ぞく品は置いていないらしかった。


「襦じゆ袢ばん（肌はだ着ぎ）の手合いも見あたらんの。せめて下げ駄たくらいは欲しいものじゃが……」


　なにやらブツブツと不満そうな声を上げてはいるが、カナメの着物はこれで決まりのようだ。


　──防寒具の手合いはないでしょうかね。


　展示されている着物は、確かにマルクが見ても美しいと思えた。しかしこれから秋、冬と寒い季節に入るのだからこれに見合う上着というものが必要だろう。


　ざっと店の中を見み渡わたして、マルクは丁てい寧ねいに織られた薄うす手での布を見つけた。肩掛けストールのようだ。洋風の柄ではあるが、透すけるような白で着物に合わせても問題なさそうに思えた。


　マルクがそれを確かく認にんしていると、カナメが先ほどの着物を指さしていた。


「ふむ、まあ私はあれで良いぞ」


　──まあ、そうでしょうと思いましたよ。


　苦く笑しようを漏らしながら、マルクは代金を確認した。


「おや？　値段はいくらでしょうかね」


　その着物の付近に、値札らしきものは見あたらなかった。マルクが首を傾かしげていると、店番の男が隣にやってくる。


「そちらがお気に召めしましたか？」


「はあ、まあそんなところです」


　マルクが答えると、男は取ってつけたような笑えみを浮かべた。


「こちらは、遥はる々ばる極東の島国キョクトから取り寄せた名品で、他の店では取り扱っていないと自負しております。お嬢様方もご満足いただける一品だと言わせていただきたい」


「はあ、それで、値段はおいくらなのでしょうか？」


「はい。８０００スピルになります」


「８０００……ですって？」


　マルクは自分の耳を疑うより先に、店員の正気を疑った。


　それは、マルクの給料十年分──一年程度なら遊んで暮らせるような金額──先日、狂きよう気きじみて高額な万年筆を購こう入にゆうさせられたことがあったが、それすらも上回る値段だった。


　しかし不幸なことに、その値段を聞いて耳を疑ったのはマルク一人だった。


「ちと高いの。……まあ、異国じゃとこんなものか？」


「……キョクトのドレスなのであろう？　ならば不自然な値段でもないのではないか」


「へえぇ。ドレスって高いんですね」





　カナメ──〈東方不敗〉の名で呼ばれる契けい約やく者しや。契約者は法外な金額で雇やとわれるため、金銭感覚が麻ま痺ひしている。


　エルミナ──個人で投資という事業を成立させられるだけの資産家。身の回りのものは高いのが当たり前と言える。ならば使用人の給料も上げてもらいたい。


　アイシャ──これといって金銭に関かかわる機会がない。給料はもらっているが、どこか子供のお小こ遣づかいのように考えている。





　金銭感覚の麻痺した三人の少女は、高いけどそんなものか、程度にしか感じていないようだった。


　マルクは血の気が引いていくのを感じながらも、気力を振り絞しぼって微び笑しようを浮うかべる。


「ちょっとお待ちなさい。衣服にこの値段は少しおかしくありませんか？」


「まあ、異国じゃからの。ある程度、物価の違いは仕方がないのではないか？」


「じゃあ、エルミナのドレスっていくらくらいするの？」


「……ドミニクに任せているから詳くわしくは知らない。以前、目録カタログを見たときは１００００スピル程度だったと記き憶おくしている」


　──あなたが着ているドレスは一着一万もするのですか……！


　愕がく然ぜんとするマルクに、男はニコニコ笑顔で詰め寄ってくる。


「まあ、一度にこの値段を払はらうのにも抵てい抗こうがあるでしょう。それにお嬢さん方も美人ばかりだ。ここは一つ勉強させてもらいまして、４５００スピルほどでいかがでしょうか？」


　半額近くとはいえ、それでもやはり異常な値段である。しかしマルクが反論しようにも、カナメはすでにこれを買う気であり、エルミナやアイシャも止めてくれる様子はない。


　今さら別のにしてほしいなどと言えない状じよう況きようである。加えてマルクは先ほどカナメに手を抜ぬくつもりはない、と豪ごう語ごしてしまっている。ここで買えないなどと言おうものならば「契約違い反はん」として斬きり殺されても文句が言えない立場である。


　退ひけば契約違反による処しよ刑けい。進めば破産。いや、エルミナがいるから最悪の場合でも借金をすれば生き残れるが、この先何年も無む償しようで奉ほう公こうという鎖とざされた未来が訪おとずれる。


　八方ふさがりでマルクがガタガタと震ふるえていると、ロッジがギャングの表情で男に詰め寄っていた。


「おい。ノローデのものだが、ここでの商売はどこの組織に許可をとっている」


「は、はい？　そ、それはノローデ・ファミリーの方々から許可をいただいてます」


　ギャングに詰め寄られて平然としていられる一いつ般ぱん人じんは少ない。男の表情は瞬またたく間まに青ざめていくが、それでも慌あわてて馬車の中から一枚の書類を取りだしてきた。


「ほ、ほら、きちんと許可はもらってますし、上納金だって遅ち延えんしてません」


　その慌てぶりを見て、マルクも眉を顰めた。


　上納金をきちんと納めているならば、ギャングはむしろ商売を守ってくれる味方である。男が商売を始めたのは昨日今日の話ではないだろうし、ギャングと口をきいたことがないわけでもないだろう。


　にも拘かかわらず、ここまで狼狽うろたえるのは不自然である。なにか後ろ暗いことがあるのだろう。


　ロッジもそういった不自然さを感じ取ったのだろう。言い訳を許さないギャングの眼まな差ざしで男を睨ねめつける。


「許可を取っていることは知っているが、この値段は相場と違い過ぎる。俺たちは異国のものでも大体の相場は確認している。多少のことならば目はつむるが、これは限度を過ぎているな」


　この街には三つも組織フアミリーが存在するため、彼らは他の勢力ギヤングに出し抜かれぬよう、市場の管理には勤勉である。どうやら一般には馴な染じみのない商品を並べて、法外な値段をつけていたらしい。それをロッジは鋭するどく看破したのだ。


「これは困るな。俺たちに上納金を支払って商売をしているのはお前だけじゃない。俺たちは他の連中の立場も守る義務がある」


　ギャングには警告や脅おどしという概がい念ねんが存在しない。男はそれを処刑宣告だと感じ取ったのだろう。


　パシン──鋭い鞭むちの音が響ひびいた。


　マルクが音の方向に視線を向けると、御ぎよ者しや台だいに別の男の姿があり、手た綱づなを勢いよく振ふるったところだった。


　続けて──ガラガラガラ──商品棚だなに使われていた馬車が突とつ然ぜん動き始める。そこにロッジに詰つめ寄よられていた男が転がり込むように飛び乗る。


「あ、このバカ！」


　どうやら殺されるくらいならば、商品を捨ててでも逃にげようと考えたらしい。地面の絨じゆう毯たんに並べられた商品はそのままに、馬車は加速を始める。


「ああっ──私の着物が！」


　カナメが小さな悲鳴を上げ、マルクは人生に道が拓ひらけたのを感じた。


　──これであのバカ高い着物を買わなくて済みま……？


「うぐ──っ？」


　マルクが安あん堵どの息を漏らしていると、突然息がつまった。カナメがいきなり紐ネクタイを引っ張ったのだ。


「追いかけよマルク。あれは私の着物を持って行ったのじゃ！」


「ぐっ、く、首、息……ぐえ──？」


「カ、カナメさん！　マルクさんの首が絞しまってます！」


　マルクの気が遠くなり始めたところ、アイシャがそれに気づいて止めてくれた。


「ああ……行ってしもうた……」


　顔を上げると、馬車は砂すな埃ぼこりを立てながら繁はん華か街がいを爆ばく走そうしていた。繁華街の人混みの中では大した速度は出せないようだが、それでも走って追いつけはしないだろう。


　あの金額を払わなくて良くなったのは嬉うれしいが、確かに着物自体は見事なものだった。


　カナメが落らく胆たんした声を漏らすと、マルクの燕えん尾び服ふくの裾すそを誰だれかが引っ張った。振り返るとエルミナが無表情ながらも翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをじっと向けてきていた。


　どうやら、なんとかしてやれと主張しているらしい。


　──そのとき、マルクの頭脳はめまぐるしく回転した──


　詐さ欺ぎ師したちを取り押おさえる──ロッジに突つき出し連行──あとには所持者不在の商品が放置──代金を支払う相手もいないため、謝礼に着物を要求してもまるで問題はない──


　つまり……。


　──なるほど。タダで着物が手に入るということですね？


　そう結論づけると、マルクは力強く一礼を返した。


「かしこまりました。カナメ。馬車を止めますよ」


　マルクが銀食器のナイフを取り出すと、カナメもそれで意図が理解できたらしく靴くつをポイポイと脱ぎ捨てる。


　マルクは銀ナイフの狙ねらいを馬車へと定める。さすがに投げナイフの射程距きよ離り外ではあるが、ナイフが直接届く必要はないのだ。


「では行きますよ──走りなさい〈クフ・リーン〉！」


「駆かけ抜けよ──〈沙波イサナミ〉！」


　マルクは全力でナイフをスローイング。真まっ直すぐ馬車へ向かって飛ぶものの、やがて失速を始め地面に落下。しかし、その落下したナイフの影かげは不自然に長く、マルクの足あし下もとまで繫つながっていた。





　マルクの能力は〝影〟である。己おのれの影を操あやつり、他者の影に干かん渉しようし、拘こう束そくあるいは破は壊かいする。影の領域に入ったものは何なん人ぴとたりともマルクの能力から逃のがれることはできない。





　銀ナイフが落とす影を〈クフ・リーン〉の影が追従していた。しかし馬車にはまだ届いていない。影は銀ナイフの向こうへ独りでに伸のび始める。〈クフ・リーン〉は山犬プリンシツプの精せい霊れいである。その足は人間などよりも遥はるかに速く野を駆ける。


　一直線に伸びた影はとうとう馬車の影を捕とらえ、その動きを停止させる。


　そうして影が括くくる一本道を、白い髪かみをたなびかせる少女が一人駆け抜ける。カナメの足下では石でできているはずの地面が水面のように揺ゆらいでいた。





　カナメの能力は接せつ触しよくしたものの性質を〝液体〟に変える。その液状化した領域はカナメの支配下にあり、他の契約者の能力を打ち消す特性がある。マルクの影の領域で、自由に動き回れるのはカナメただ一人である。





　駆け抜けるその足下で、小さな波は紋もんが幾いく重えにも折り重なる。波紋はマルクの影を歪ゆがめ、カナメのための道を切り開いていく。


　その光景にあるものはただただ見み惚とれ、あるものはその速度と身のこなしに目を瞠みはる。


　やがて馬車に追いつくと、カナメは御者台に軽く片手を添そえて重心を預ける。疾しつ走そうの加速は慣性の法則のままカナメの体を宙へと運び、その延長線上に存在したつま先を斧おののごとく飛ひ翔しようさせる。


　突とつ進しんの勢いのまま放った跳び蹴りドロツプキツクは、容よう赦しやなく御者の男を直ちよく撃げきしていた。着地と同時に白い髪がカーテンのように広がり、御者の男が鈍にぶい呻き声とともに落下する。


　もはや幻げん想そう的とも呼べるその光景に、もう一人の詐欺師も影に括られているのも忘れて惚ほうけたような顔をする。カナメはそんな男の顔面へ面めん倒どうくさそうに拳こぶしを打ち込む。





　この瞬しゆん間かん、詐欺師──本名ミッチャ＝ドルンは生しよう涯がい忘れられぬ景色を刻み込まれた。


　以来、白い髪の少女が忘れられず、恋こい焦こがれるその姿をどうにか形にしたいと考え、芸術に身を投じる。いつしか創作という行こう為いに自分の存在意義アイデンテイテイを見いだし、肖しよう像ぞう画がから彫ちよう像ぞうに至るまで数あま多たの手法に挑いどみ、最終的には手法を問わない芸術家として世界に名を馳はせることとなる。





　そんな未来を垣かい間ま見みたのか、詐欺師の男は夢でも見るかのような表情で地に伏ふした。
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「──ったく、いきなり逃げ出す奴やつがあるか」


　カナメに取り押さえられ、縮こまる二人の男にロッジは呆あきれたように言った。


「相場を無視して値段をつけられちゃ困るとは言ったが、それだけで殺してたらこの辺りから一軒けんも店がなくなるだろうが。俺たちでも〝注意〟くらいはする。無茶な売り方をするなと言っただけだ」


　結局、二人はしばらく上納金を倍額支し払はらうという罰則ペナルテイで許してもらえた。


　それを見届けると、カナメがロッジたちの側そばへ寄っていた。


「話は終わったか？　ならばあの着物をもらいたい」


　──よほど気に入ったのですね。


　マルクがそれを微笑ほほえましく見守っていると、カナメはマルクを指さした。


「代金はあの男が支し払はらう」


「はい……？」


　詐欺を働いていたのだから金を支払う必要はないだろう。そう決めつけていたマルクは間の抜けた声を上げた。


「ああ、そういやお嬢じようさん方の買い物の途と中ちゆうだったな。おい、上納の話はまた今度にしてやるから接客を続けろ」


　ロッジですら、そこに異を唱えるつもりはなさそうだった。


　ギャングは自らに従うものに対しては義理と誇ほこりを貫つらぬく。上納金をきちんと払っている以上、詐欺を働いたとはいえ店の男たちの立場をないがしろにするわけにはいかないのだ。


　──まあ、まっとうな値段ならばそれほど高くはないですか……。


　マルクが観念すると、店番の男が申し訳なさそうに言った。


「それでは１２００スピルになります」


「……ちょっとお待ちなさい。何な故ぜ１０００スピル以上もするのです」


「そうは言われましても、これが相場の値段なんですよ。キョクトの衣ころもは元々上質ですから高値がつくんです。その上、これは都でも名のある呉ご服ふく屋が仕立てたものですから、これ以上は値下げできませんよ」


　どうやら元々法外な値段で取引されている代しろ物ものだったらしい。それならば先ほどの金額をつけたがるのも無理はない。マルクが同じ立場だったならばもっと高い金額をつけていただろう。


　それが理解できてしまったから、マルクもしぶしぶながらも代金を払わざるをえなかった。１２００スピル──マルクの給金一年と半年分──高いと嘆なげいていたマルクのメガネが二十個は買える金額。近いうちにマルクは自分が借金を負うような気がした。


　マルクが慟どう哭こくしていると、カナメが着物をしげしげと見つめていた。


「帯や襦じゆ袢ばんは置いておらぬのじゃな」


「はあ、こいつ以外はちょいと取とり扱あつかってません。なんせどれもこれも値が張るもんで」


「それではすぐには着られぬではないか。……仕方がないの。そちらは作るしかないか。良い反たん物ものがあればよいのじゃが」


　カナメの呟つぶやきにエルミナが首を傾かしげる。


「……作るとは、自分で縫ぬうということかね」


「当たり前であろ。そもそもおんし、私を裁縫師ニードルワーカーとして雇やとったのではなかったのか」


「……いや、そのように簡単に作れるものなのかね」


「着物というものはおんしらのドレスのように、ややこしい造りではないのじゃ。基本的な寸法はどれも同じでの。そして反物は着物を縫うための幅はばで作られておる。だから縫い上げるだけならば誰でもできよう。上う手まい下へ手たの差はあろうがの」


　そこまで説明して、カナメはふとなにか思い出したように指先を立てた。


「気になるのならば、おんしにも作るが？」


　そう提案されて、エルミナは驚おどろいたように翠玉の瞳を瞬またたかせた。それから僅わずかに顎あごを引いて首しゆ肯こう。


「……頼たのもう」


　その返答に、カナメは素す直なおになれない妹でも励はげますように軽快に笑った。


「では、次は反物探しじゃの」


「……というか、作れるのならばわざわざ出来上がったものを購こう入にゆうする必要はないのではありませんか？」


　マルクが至し極ごくまっとうな意見を述べると、カナメは信じられないものでも見るように目を丸くした。アイシャがなにか途と方ほうもない失敗を目まの当たりにしたように天を仰あおぎ、エルミナも呆れたような眼まな差ざしを向けてきていた。


　マルクが首を傾げていると、カナメは憤ふん慨がいしたように頰ほおを赤く染め、そしてその拳をマルクの顎に打ち込んでいた。


「この──唐とう変へん木ぼく！」


　何故いきなり殴なぐられる羽目になったのか理解できず、マルクは涙なみだぐんで地に伏した。


　嘆たん息そくしながらも、その衝しよう撃げきでマルクはあることを閃ひらめいた。これだけ高額の商品を購入したことと、詐欺商売のこともある。向こうはマルクの要求を断ることが難しいはずである。


「店主。この着物を購入するのですから、一つくらいおまけをつけていただきたい」


　そう言って、マルクは馬車の棚たなに並ぶ商品の一つを指し示す。店主は苦虫でもかみ潰つぶしたような顔をした。


「あんたは鬼おにだよ」


　呻うめくようにそう言うと、店主はおとなしく品物を差し出した。


「どうぞ。あなたのご所望の着物ですよ」


　丁てい寧ねいに包まれた着物を受け取ると、カナメは年とし頃ごろの娘むすめらしく顔を綻ほころばせた。


　──こんなふうに笑っていれば、あなたは美しいと思うのですがね……。


　マルクは苦く笑しようしながらも、カナメの肩かたにそっともヽうヽ一ヽつヽのヽ買ヽいヽ物ヽを掛かけてやった。
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　フワリと広がったのは、純白の肩掛けストールだった。


　驚いたような顔をするカナメから、マルクは視線を逸そらすように空を見上げた。


「今日のあなたの格好には、そういった防寒具が似合うのですよ。これを見て、もう少し美的感覚についてご勉強なさってください」


　マルクがそう言うと、カナメはフンと鼻を鳴らした。


「まあ、これで先ほどの果実水ジユースの貸しは返してもらったことにしてやろ」


「ちょっと！　今までの借り全部帳消しくらいにはなるはずでしょう？」


　悲痛な声を上げるマルクに、カナメは満足そうに呟いた。


「たわけ」
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　景色は再びカナメの寝しん室しつに戻もどっていた。エルミナは、深いため息を漏もらす。


　──何故、あのようなことをしてしまったのだろう……。


　マルクがカナメの服を買いに行くと言ったとき、何故か裏切られたような気持ちになってしまった。彼はなにも不忠なことを言ったわけではなかったはずなのに……。


　──だ、駄だ目めだよエルミナ！　ここは追いかけなくちゃ駄目だよ──


　そう言うアイシャに手を引かれ、それは良くないと止めることもせず、街まで尾び行こうのような真ま似ねをしてしまった。


　二人が手を繫つないでいるのを見てしまい、何故かさらに呆ぼう然ぜんとして彼らを見失ってしまった。泣き出しそうなほど狼狽うろたえるアイシャをなだめながら街を彷徨さまよい、そしてあのロッジという男に見つけてもらった。


　まったくもって、どこからどこまでも、自分らしくない出来事だった。


　──本当に、何故あのようなことをしてしまったのだろう……。


　ようやく忘れかけていた事件を目の前で再現され、エルミナは多少落ち込んだ。





　やがて立ち直ったエルミナは、着物を摑つかんでいたはずの手を見下ろし、小さく息を吐ついた。手にとっていた着物は、もうどこにも見当たらなかった。


　──過去の再現──〈アルス・マグナ〉はなにをしたいのだろう？


　今け朝さのジェノバとの一件。そしてマルクとカナメのあとをつけてしまった一件。〈アルス・マグナ〉が見せるのは、エルミナが早く忘れてしまいたいような出来事ばかりである。


　──どうやら、ここは私に対して好意的な場所ではないようだね。


　エルミナはカナメの部屋をあとにすると、自室に向かった。確かめたいことがあるのだ。


　扉とびらを開けると、そこはいつも通りの自分の部屋だった。ラチナスにあったころも、現在も、どこか配置をかえたわけでもなければ、ものが増えたわけでもない。


　エルミナは調度品には目もくれず、真まっ直すぐ部屋を横断する。テラスへの扉は開いており、心地ここち良い風がカーテンを揺ゆらしていた。


「……やはり、ないか」


　テラスへ出て、手すりから地面を見下ろしたエルミナは呻くように呟いた。


　ラチナスの屋や敷しきと現在の屋敷。それを明確に見分けるのに、ちょうど良い目印がこの下にあるはずだった。


　サテルナス──焼け落ちたラチナスの屋敷にはその花は咲さいていなかった。現在の屋敷には、エルミナがアイシャに命じて作らせたサテルナスの花か壇だんがある。


　見下ろしたそこに、サテルナスの花壇は存在しない。それを確かめてから、エルミナは顎に手を当てる。やはり、ここはラチナスの屋敷を再現しているらしい。


　──だが、ジェノバやカナメの持ち物が存在した。


　追体験が起こるのは、そういったものに触ふれたときである。そこに、ここから出るヒントがあるのではないだろうか。


　そう考えて、エルミナはクルリと踵きびすを返す。向かった先は、部屋のテーブル。そこに、銀製のベルが置かれていた。


　これはラチナスのころの屋敷から存在したものである。自分の考えを確かめるように、エルミナは恐おそる恐おそる銀のベルへ手を伸のばす。熱いものでも触れるように、指先で軽く触れるが、先ほどのような追体験は起こらなかった。


　リン──ベルを手に取り、軽く振ふってみると心地よい音色が響ひびく。


　しばらく、そのままエルミナは微び動どうだにしなかった。まるで誰だれかがやってくるのを待っているかのように。


「……マルク」


　このベルを鳴らせば、いつでもマルクが紅茶を用意してやってくるのだ。それが、ここには来ない。少なからず落らく胆たんして、それから自分がマルクの名を呟いてしまったことに羞しゆう恥ち心しんを覚えた。


　──私は、やはりマルクに頼たよってしまっているのだろうか。


　以前、マルクが殺されたと思ったことがあった。あのときから、自分が彼の存在に寄りかかっていることは自覚していた。そして、それが良くないことであることも。


〈空白の契けい約やく書しよ〉──エルミナはその〈器うつわ〉に自分の体を使ってしまった。初めのうちは、精せい霊れいの依より代しろになったことで体の調子は良かった。しかし、契約者が増えるにつれて〈契約書〉は重たい負荷を帯び始めた。


　今回のこともそうである。〈アルス・マグナ〉の鏡である〈空白の契約書〉は、完成に近づくにつれて〈アルス・マグナ〉同様の負荷を生み出している。〈アルス・マグナ〉に魅み入いられたエミリオは目覚めることなく眠ねむり続ける。エルミナも、じきにああなる。


　つまり、エルミナはいつの日か無責任に全すべてを放ほうり出して、眠りに落ちてしまう。なのにマルクに寄りかかってしまっている自分は、やはり甘あまえているのだろうか。


　エルミナが物もの憂うげなため息を漏らしていると──





　──カチコチカチコチ──現実に引き戻すかのような歯車の音色。





「……近い」


　先ほどはカナメの寝室から聞こえたように思えたのだが、今度はすぐ側から聞こえた。


　キョロキョロと周りを見み渡わたして──エルミナは息を呑のんだ。


　目の前のテーブルに、８マスに仕切られたゲーム盤ばん──戦盤シヤオプラツツの一式が現れていた。対戦中なのか、駒こまの位置は入り乱れている。


「……これは、昨日の？」


　戦盤シヤオプラツツ自体は、ラチナスの屋敷から存在したものである。しかし駒の布ふ陣じんは、昨晩マルクと対戦したときのものだった。


　エルミナは駒の一つに手を伸ばした。そして──





　ピシン──三み度たび、世界はひび割れていった。
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「私が、いつ紅茶を用意しているか……ですか？」


　ずり落ちた丸メガネを押おし上げながら、マルクは訝いぶかるように訊きき返した。


　古くさい本の香かおりが立ちこめるヴァレンシュタイン家書庫。所々に金の装そう飾しよくを施ほどこした重厚な四よつ脚あしテーブルには、ティーセットと積み上げられた本。カップを傾かたむける少女は、まるで表情を浮うかべないまま小さく頷うなずいた。


　少女──エルミナはこの屋敷とそこに仕える使用人の主あるじである。肩にかかる金色の髪かみを揺らし、どこに焦しよう点てんを当てているのかも不確かな翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。可か憐れんな唇くちびるは必要以上に言葉を発することがなく、その眉まゆや頰ほおに表情らしい変化が現れることも極きわめて希まれである。


　そのエルミナが、とうとつにそんなことを訊いてきたのだった。


「お嬢じよう様さまからお呼びされたときには用意していますが」


　エルミナが執しつ事じであるマルクを呼び出すときは、まず紅茶が飲みたいときである。だからマルクは命じられずとも、あらかじめティーセットを用意している。


「……呼び出して一分も経たたないうちに用意できるものかね」


「ああ、そういう意味ですか……」


　一から紅茶を用意するには、湯を沸わかして葉を蒸むらしてと、最低でも十分はかかる。エルミナからしてみれば、鈴すずを鳴らして一分足らずで紅茶を持ってきているのだから、確かに不思議に思えるだろう。


「お嬢様が紅茶をお飲みになるタイミングは、習慣的に分かるものですよ」


　そう答えると、エルミナは大きく瞬まばたきをし、それから慌あわてたようにカップを傾ける。ひたすら紅茶を啜すすり続けるその姿は、無表情ながらも、どこかむくれているようにも平静を取り繕つくろっているようにも見える。


　マルクはそんな主の横顔を眺ながめ、楽しそうな微び笑しようを浮かべた。





　エルミナの紅茶を片付け書庫を後にすると、ちょうど玄げん関かんホールを侍じ女じよの少女が横切るところだった。ピンピンと跳はね上がった癖くせ毛げを真っ白のヘッドドレスでまとめ、活発そうな褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳。群ぐん青じようのワンピースに前まえ掛かけ。


　いつも通りアイシャは侍女姿ではあるが、その手には彼女が持ってはならないもの──ゴルドラ王国製のきめ細かな紋もん様ようが施ほどこされた白磁の花か瓶びんがあった。


　嘆たん息そくしながら素す早ばやくその側に駆け寄ると、アイシャもマルクの姿に気付いたらしい。


「あ、マルクさん。この花瓶、使っても──あっ！」


　元気の良い声で最後まで語る間もなく、アイシャはホールの絨じゆう毯たんに足を取られていた。


　転てん倒とうするアイシャ。その手から放り出される花瓶と花束。駆け寄ったものの、片手にティーセットを抱かかえたマルクがその全てを受け止めることは不可能だった。


　マルクは紳しん士しとして当然のこと、転倒するアイシャを受け止める。同時に──


　バンッ──と床ゆかを勢いよく踏ふみつけた。


　マルクの能力は、対象の影かげを踏めば時間を止めたように〝拘こう束そく〟できる。転びかけたアイシャを支えつつ、宙に放り出された花瓶の影を踏みつけ落下を〝拘束〟したのだが……。


　バシャバシャバシャ──頭上から、大量の水が降り注いでいた。


　水の滴したたる前髪をかき上げ、メガネから滴しずくを振り払はらい、マルクは深いため息を漏らした。


「なるほど……。中に水が入っていることを、失念していましたね」


　頭上では、確かに高級花瓶が落下することなく宙に静止していた。運の悪いことに、その注ぎ口を床に向けて……。


　マルクの能力では、影が希き薄はくな液体は括くくれないのだ。


「は、はわわわわわわ、ご、ごめんなさいマルクさん！」


　慌てふためくアイシャを真っ直ぐ立たせると、マルクは影の束そく縛ばくを解き、落下を再開する花瓶を器用に片手で受け止めた。


「アイシャ。くどいようですが割れ物を運ぶときは、両手でしっかりと持った上で慎しん重ちように足あし下もとに十分な注意を払って歩いてください」


「ご、ごめんなさい。綺き麗れいなお花が咲いてたから、エルミナのお部屋に飾かざろうと思ったんです……」


　床に視線を向けると、なるほど色とりどりの鮮あざやかな花が散乱していた。


　ずぶ濡ぬれにされたのは笑い事ではないが、主のために健けな気げに摘つんだ花を見せられると、無む闇やみに叱しかれなくなってしまった。マルクは苦く笑しようとともに息をつくと、花瓶とティーセットを床に置いてアイシャと二人で散った花を拾い集める。


　集めた花を花瓶に挿さして手て渡わたすと、アイシャは驚おどろいたように瞬きを繰くり返していた。


「マルクさん、予知能力でもあるんですか？」


「一人の契約者が持てる能力は、一つだけですが」


「でも、今、あたしが転ぶの前もって知ってるみたいだったじゃないですか」


　──なるほど。自分が転びやすいと考えないから同じことを繰り返すのですね。


　マルクは啞あ然ぜんとしつつも、極力優やさしい笑みを浮かべた。


「執事バトラーならば分かるのですよ」


「なんだか誤ご魔ま化かされた気がします」


「まあ、こちらの掃そう除じはやっておきますから、あなたはこれを綺麗に飾ってきてください。お嬢様もお喜びになります」


「あう……、でも、いいんですか？」


「かまいませんから、今度は落とさないように注意してください」


　アイシャはシュンと肩かたを落としながら、水をくみ直すため食堂へ足を向ける。それを見送って、マルクもまずは濡れた燕えん尾び服ふくを着き替がえるため、使用人の生活区である地下へと降りていった。また一つ掃除の手間が増えたことに小さく嘆たん息そくしながら。
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　予備の燕尾服に着替え、水みず浸びたしになった床と絨毯の掃除を済ますと、マルクは銀の懐かい中ちゆう時計で時間を確かく認にんする。


　──少し時間を食ってしまいましたね。


　銀時計の短針は十一を差していた。昼食の準備には少し早い時間であるが、掃除をするには中断しなければならなくなるだろう、中途半端な時間である。


　──倉庫の整理をして新しいティーセットでも下ろしておきますか。


　マルクはしばし悩なやんでから、地下の倉庫へ足を向けた。


　一階に存在する空き部屋の大半は物置になっている。物置とはいっても掃除もしているし、来客があれば見物できるよう丁てい寧ねいに飾り付けてある。しかしそういった展示物は、あくまで美術品である。実用性のある必要なものは、地下の倉庫へと片付けてあった。


　倉庫は厨ちゆう房ぼうよりやや広く、客室よりは狭せまいほどの大きさだった。中には大小様々な箱が積み重ねられている。マルクもまだ全てを整理したわけではないので、中になにが入っているのか分からないものも多い。


　積み上げられた箱の上には最近放り込まれたらしい、紙に包まれたままの壺つぼや、あり合わせの革かわのケースに差し込まれたナイフや拳けん銃じゆうも放置されている。以前、マルクが殺し屋から取り上げたものである。


　手近な箱を開けてみると、中には小さな駒と８マスに仕切られた盤が収められていた。戦盤シヤオプラツツというゲームである。


　──あとでカナメに持って行ってやりますか……。


　先日雇やとわれた屋や敷しきの裁さい縫ほう師しカナメは、重傷を負ったためベッドから動けないでいる。暇ひまつぶしにちょうど良いだろう。


　しかし今はティーカップを探しに来たのである。戦盤シヤオプラツツはひとまず箱の中に戻もどし、マルクは別の箱を漁あさる。ティーセットが入りそうな小箱のいくつかを開けると、うち数個には目当てのカップが入っていた。


「エルミナは青や黒が好みですからね……」


　特注品なのだろう、ヴァレンシュタインの紋もん章しようが入った青いカップ。可愛かわいらしい少女の横顔が描えがかれたカップ。あるいは濃こ緑みどりの唐から草くさ模も様ようが一筋描かれた素そ朴ぼくなカップ。


　──どれも、高く売れそうですね……。


　不意に危険な誘ゆう惑わくにかられ、マルクが理性を傾けい斜しやさせていると──


　パタパタ──背後から足音が響ひびいてきた。


　後ろ暗さからビクリと身を震ふるわせると、廊ろう下かの向こうで慌てたように誰だれかが隠かくれた。よく見てみると階段の陰かげに隠れたのはアイシャだった。物陰にその体を押し込んではいるものの、ワンピースと前掛けの裾すそがまともに見えており、そもそも向こうもこちらを覗のぞき込んでいるため顔まではっきりと目視できる。


　──か、監かん視しに来たわけではないようですね……。虫かなにかに驚いて隠れているのでしょうか？


　以前、彼女は酒蔵に入り込んだネズミを躊ちゆう躇ちよなく叩たたき潰つぶしている。そのアイシャが怖こわがるような虫というのは想像できなかったが、この娘むすめも年とし頃ごろの女子である。怖いものの一つくらいはあるだろう。


　マルクはティーカップを手に取ったままなので、再び選せん択たくに意識を向ける。


「エルミナの瞳は翠みどりですからね。緑色も悪くありませんか……」


　一通り確かめてみて、濃緑の唐草模様が入ったカップが良さそうに思えた。それを箱の上にそっと置き、残りのカップを箱へ収め直していると、再びパタパタという足音が近づいてくる。


　チラリと振ふり返ると、アイシャは今度は厨房の扉とびらの陰に隠れていた。


　──はて、もうじきお昼時ですし、お腹なかが減ったのでしょうか？


　どうにもこちらの様子を窺うかがっているように見えるのだが、隠れるにしては明らかに失敗している。「昼食の催さい促そくをしたいけれど仕事の邪じや魔まをしてはいけないから」と遠えん慮りよをしているのだろうか……。


　確かにそろそろ昼食の準備を始めた方が良さそうなので、マルクも目当てのカップを残して崩くずした箱の山を整え直す。そうして片付けが終わると、三み度たびパタパタという足音。倉庫の前までやってきたらしいことを感じ、マルクは微笑とともに振り返った。


「アイシャ。ご飯は今から作りますから少し待って──」


「ひゃあ──っ？」


　アイシャの小さな悲鳴とともに、何な故ぜか倉庫内に積み上げられた箱の山がいっせいに倒とう壊かいを始めた。


「止めなさい──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの悲鳴のような呼びかけに、足下の影は編み物のごとく解ほつれて駆け抜ぬける。


　濛もう々もうとホコリが立ちこめる中、倒壊し始めた箱の山は、傾斜したまま静止した。そしてそのすぐ向こうに、驚いたように両手で口を覆おおう侍女の姿。


「は、はわわわわわわ、ご、ごめんなさい」


　慌てふためくアイシャをひとまず置いておき、マルクは傾斜した山をそっと押おし戻していく。マルクの能力は対象の時間を止めたように拘束できるが、その行使には自身が動いてはならないという制約があった。足の位置が変わると影が解ほどけてしまうのだ。


　そうして上半身を伸のばして手足が攣つりそうになりながらも、マルクは全すべての山を崩すことなく元の位置に戻せた。


「アイシャ？　倉庫には割れ物も多く収納されています。入る際には細心の注意を──」


　ガシャンッ──アイシャに注意を投げかけようとすると、背後でなにかが割れた音。


　恐おそる恐おそる振り返ると、先ほど選んだカップが床に砕くだけ散ちっていた。


　──エルミナに選んだカップが……。


　マルクは脱だつ力りよくしきってため息をついた。


「ご、ごめんなさいマルクさん」


「はあ……、いえ、私の不注意です」


　アイシャが崩した箱の山は確かに直したのだが、その上にあったカップのことまでは失念していた。どうやら土台の山が崩れたときにずり落ちていたらしい。


　──街で売り払えば、相当高値で売れたでしょうに……。


　高価な食器が誰にも使われることなく割れてしまうのは悲しい出来事である。街で売り払えば自分のふところも潤うるおうし、使う人間の手にも渡わたるし、誰もが幸せになれただろう。


　マルクが落らく胆たんの吐と息いきを漏もらしていると、アイシャは両手の人差し指をくるくると絡からめて申し訳なさそうな声を漏らした。


「ごめんなさい。驚いちゃって……」


「私は、決して倉庫の肥やしをこっそり売り払おう、などと考えていたわけではありません。そのように監視なさらずとも大だい丈じよう夫ぶですよ」


「……マルクさん。そんなこと考えてたんですか」


　何故か批難するような眼まな差ざしを向けられ、マルクは狼狽うろたえた。


「そ、それでなにか用事だったのですか？」


　話を逸そらすようにそう訊きくと、アイシャは慌あわてたように手を後ろに隠した。そしてマルクの様子を窺うように見上げる。


「あの……、マルクさん、本とかって読みますよね？」


「ええ、それはまあ、少しくらいは」


　マルクが首を傾かしげると、アイシャは後ろに隠していた手を勢いよく前に突き出した。


「ごふっ──？」


「あ、あの、これ、良かったら使ってみてください……あれ？　マルクさん？　どうしちゃったんですか？」


　アイシャが突き出した両手はマルクの腹部を殴おう打だしていた。まったくの不意打ちで身構えることも叶かなわず、マルクはその場に蹲うずくまった。


　マルクが苦く悶もんの声を上げると、アイシャは不思議そうに首を傾げる。その手には、長方形の小さな紙し片へんが握にぎられていた。


「うぐぅ……なんです？　それは」


「し、栞しおりです」


　呻うめきながらなんとか立ち上がると、なるほどアイシャが手にしていたのは花の絵が描かれた栞だった。


「ほう、これは綺き麗れいですね。こんなものをどうしたのです？」


　アイシャは満面の笑えみを浮うかべると、自じ慢まんげに胸を張った。


「あたしが作ったんです！」


「アイシャが？」


「はい！　押し花をしようとしたら、失敗して紙の方に色が染しみちゃったんです。でも、綺麗だから栞にしてみたんです」


「驚きました」


　マルクが感心すると、アイシャはその栞を差し出してきた。


「マルクさんにあげます。さっき水浸しにしちゃったお詫わびです」


「良いのですか？　大事なものなのでしょう」


「あたしはいくつか持ってますし、また作れますから」


　アイシャ＝クラン＝ウィードは非常に不器用であるが、気立ての良い娘である。その不器用なアイシャが綺麗に作ることに成功した希少な栞。もらって良いものか躊躇したが、彼女なりに精せい一いつ杯ぱいの誠意を込めた贈おくり物ものである。マルクは丁寧に受け取った。


「いただいておきましょう。ありがとうございます、アイシャ」


　アイシャは、はにかんだ笑みを浮かべた。


「それではここを片付けたらお昼にしましょうか」


「お片付けだったら、あたしがやりますけど」


「そんな恐ろしいことを仰おつしやらないでください」


　マルクが真顔でそう言うと、アイシャは何故か落ち込んだように俯うつむいた。


「マルクさん、酷ひどいです……。でも、ここってどこを片付けるんですか？」


「どこって、今……？」


　振り返って……、マルクは言いかけた言葉の先を見失った。


　地面に飛び散ったはずのティーカップの破片はどこにも見あたらなかった。代わりに、落下したはずの場所には、新しく用意されたようにカップが置かれていた。


　──このティーカップは、屋敷の影えい響きよう下にあるのですか……？


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷。揺ゆらめく蜃気楼のごとく、いかなる破は壊かいが行われても時間を戻したように全てが復元されてしまう。


　どうやら元からこの屋や敷しきにあったものだけがその影響下にあるらしく、調度品や庭の草木、使用人たちの衣服などは破れても元には戻らない。


　──ということは、この倉庫に片付けられているものは、全て屋敷の影響下にあるものなのでしょうか？


　そうなると、エルミナには出さない方がいいのではないだろうか。わざわざ片付けてあるものなのだ。以前のことを思い出したくないからかもしれない。


　マルクは数秒悩なやんだ結果、ティーカップを元の箱に戻した。


「どうやらもう、片付けの必要はないようです。お昼にしましょう」


　不思議そうに首を傾げるアイシャを追い出して、マルクは倉庫の扉を閉めた。


　──今度、同じようなものを探してきましょう。


　どんどん素す寒かん貧ぴんになっていく自分が、果たしてどうすればそれを入手できるのかという問題に頭を悩ましながら。
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　エルミナに昼食を給仕し、自分も食事を済ませると、マルクは休きゆう憩けいの時間をもらえた。


　屋や敷しきから正面門アーケードへと続く石いし畳だたみを進み、マルクは庭を横断する。街の一区画ほどもあるこの敷地内で、屋敷から正面門アーケードまでは歩いて数分もかかるほどの距きよ離りだった。


　やがて正面門アーケードに到とう着ちやくすると、そのすぐ脇わきには門番小屋がある。小屋の前には、フクロウの仮面をつけたオーバーオールの巨きよ大だいなクマ……もとい、巨漢が腰こし掛かけていた。


「うぬ。散歩であるかマルク殿どの」


「ええ。お昼なので〝的〟を貸していただけますか、アーロン」


「用意しているのである」
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　巨漢──アーロンは小屋に立てかけた、切り株を輪切りにした板を取り上げた。


　切り株には微び細さいな傷が無数に刻まれており、何度もなにかを突き刺さしたのが窺える。マルクの投げナイフ用の的だった。


　アーロンは屋敷の庭師兼けん門番である。庭の管理は彼の管かん轄かつであるため、庭でなにかするときには彼の許可をとらなければならない。以前、マルクが庭の木にナイフを投げつけていたら、もの凄すごい剣けん幕まくで叱しかられたのだ。


「マルク殿は熱心であるな」


「ただの習慣ですよ。本当は、こんなもの必要なければ良いのですが……」


　マルクの主あるじであるエルミナは所持する精せい霊れいが極きわめて特とく殊しゆなものであるため、多方面から身み柄がらや命を狙ねらわれている。先日も契けい約やく者しや数名に狙われ、一歩間ま違ちがえれば死んでいたかもしれない状じよう況きようにまで追い込まれた。


　それゆえ、マルクも日々の訓練はきちんとしておこうと考え直したのだった。


「それではいつものところで投げてきます」


「うぬ、……おお、待つのである。マルク殿、これを持っていかれよ」


　マルクが立ち去ろうとすると、アーロンがポンと丸いものを放ほうり投げてきた。空いている手で受け取ると、真っ赤に熟うれた紅甘実アポルロだった。庭に生なっていたものだろう。


「ほどよく熟れていたのである。アイシャ殿には先ほど渡わたしたゆえ、エルミナ殿やカナメ殿にも持って行ってもらおう」


「いただきましょう。お嬢じよう様さまたちの分は的を返しに来たときにでも持っていきますよ」


　マルクがそう答えると、アーロンはおまけだというように、もう一つ実を放った。彼が持つと、赤子の頭ほども大きい紅甘実アポルロも黎胡桃フルカーヌ程度にしか見えなかった。





　的を抱かかえて庭の中、木々の合間をすり抜けると目的の場所へとたどり着く。ほどよく拓ひらけていて、周りは木々に囲まれているため外からは見えにくい、マルクがいつも訓練をしている場所である。


　樹木の枝に的を引っかけ、マルクは銀食器のナイフを数本取り出す。


　右手に一本、残りを左手にまとめて持つ。マルクは呼吸を整えると、右手のナイフを的──ではなく、頭上目がけて放り投げた。


　放り投げたナイフは綺麗な放物線を描えがいて落下を始める。その間にマルクは左手から右手にナイフを移し、二本目を同じように放り投げていた。一本目のナイフが落下する間にもう一本右手に持ち直し、三本目を放り投げたところで一本目のナイフが手元に落ちる。


　マルクは落下するナイフの握り手を器用に受け止めると、そちらもやはり同じように右手に持ち直して放り投げる。


　ジャグリングである。宙では流れるようにナイフが踊おどり、マルクはそれを放り投げるごとに一本ずつナイフを追加していった。


　四本、五本、六本。やがて八本まで数を増やしたところで、マルクはようやく的へ意識を向ける。


　宙で踊るナイフは計八本。マルクはジャグリングを続けながら呼吸を整える。左手から右手へ規則正しくナイフを循じゆん環かんさせ──そしてフッと鋭するどく息を吐はいた。


　スコン──小気味の良い音を立て、ナイフが的へと突き刺さった。


　スコン──スコン──スコン──マルクは次々とナイフを撃うち出し、確実に的へと突き刺していく。


　やがて八本全すべてを見事に命中させ、マルクが小さく息を吐いたときだった。


「──器用な、ものだね」


　とうとつに後ろからかけられたその声に、マルクはビクッと身を震ふるわせた。


「お、お嬢様？　い、いつからそちらに？」


　振ふり返ると、そこに佇たたずんでいたのは瑠る璃り色いろのドレスに身を包んだエルミナだった。普ふ段だん、書庫や寝しん室しつにこもりきりの彼女だが、最近は昼になると庭に出てくることが多い。それで的板きれを抱えて歩くマルクを見かけてついてきたのだろう。


　エルミナはまったく表情を浮かべないまま、的へと眼まな差ざしを向けていた。


「……君が、ナイフを放り投げ始めたところからだ」


「申し訳ございません。注意が至りませんでした」


「……いや。君はなにをしているのかね」


「まあ、見ての通り、投げナイフの練習でございます」


　エルミナは、ようやく的からマルクへ視線を移した。


「……あのように、何本も投げなければならないのかね」


「ジャグリングのことでしょうか？　お恥はずかしいです。私はサーカスでナイフを学んだものですから……」





　マルクは以前、サーカス一座に籍せきを置いていた。ただ的に当てるだけでは芸にはならない。それゆえ、訓練するときはまずジャグリングから入っていた。その癖くせが未いまだに抜ぬけていないのだ。


　──そういえば、金に困ったときはよくこれで稼かせいでいましたっけ……。


　不幸な理由からマルクがサーカスを抜けた後、当然のことではあるが金に困った。それでマルクはときおり道ばたでジャグリングを披ひ露ろうして小銭を稼いだ。そして無許可で商売を行ったことと凶きよう器きを放り投げたことで、ギャングや保安官から追い回されたのだった。





　懐なつかしい思い出に苦く笑しようしていると、エルミナがなにか言いたげに、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを真まっ直すぐ向けていた。


「ど、どうかなさいましたか？」


　そう問いかけると、エルミナは木の枝にかかった的を真っ直ぐ指さした。


「……もしかして、お嬢様もやってみたいのですか？」


　エルミナは、いつになく力強く頷うなずいた。


　──できるでしょうか……？


　これがアイシャあたりならば迷うことなく止めるが、エルミナならばできるかもしれないと、期待したくなるところもある。


　悩んだものの、マルクはエルミナに銀ナイフを一本差し出した。


　普段、自分が食事をするために使うナイフを、初めて見るもののようにしげしげと見つめるエルミナ。マルクは苦笑しながらもそれを真っ直ぐに持たせる。


「刃はが縦になるよう、意識なさってください。それとできるだけ力を抜いてください。余計な力が入ると真っ直ぐ飛びません」


　エルミナは不思議そうに首を傾かしげた。


「……君は、力を入れて投げていたはずだ」


　マルクは驚おどろいて眉まゆをはね上げた。マルクは以前、エルミナの前でナイフを投げている。そのときは標的が射程距離外だったため、ずいぶん無茶な投げ方をした。エルミナはそれをしっかりと観察していたらしい。


「あのときは特別です。まずは真っ直ぐ投げることを意識なさってください。投げ方には個人差がありますから、ひとまず一度投げていただけますか？」


　エルミナが小さく頷くのを確認してから、マルクはその後ろに回り込んだ。


「腕うでが地面から垂直になるよう意識してください。……もう少し肩かたの力を抜いて。……そうです。それで肩は動かさずに手首と肘ひじで投げるのです」


　マルクがあれこれ注意していくと、構えはなかなか様になっていた。


　──意外に、筋が良いかもしれませんね。


　マルクは感心したように頷くと、エルミナから一歩離はなれた。


「では、投げてみてください」


　無表情ながらも緊きん張ちようしたような息を吐くと、エルミナは肘と手首を伸のばしてナイフを放った。金色の髪かみが風に揺れる。キュッと唇くちびるを引き締しめたその横顔は普段の無表情と異なり、思わず見み惚とれてしまった。


　エルミナの横顔を眺ながめながら、マルクはふと重要なことを思いだした。


　──はて、ナイフは？


　反射的に上を見ると、木の葉の向こうから降り注ぐ陽光に混じって、銀色に光るなにかが落下してきていた。


「──うわっ？」


　マルクは悲鳴を上げながらも、自分目がけて飛来するナイフをなんとか受け止めた。


　──なるほど。力を抜けと言われて指の力まで抜いてしまったのですね？


　投げた拍ひよう子しに手からすっぽ抜けたようだ。冷ひや汗あせを流しながらも、マルクはずり落ちた丸メガネを押おし戻もどして平静を取とり繕つくろう。エルミナは、そんなマルクと自分の手とマルクの手を不思議そうに交こう互ごに見つめ、それから感心したように呟つぶやいた。


「……器用に、受け止めるのだね」


　まったくの無表情でそう呟かれると、実は今のは狙ってやったのではないかと思えて、マルクの丸メガネは再びずり落ちた。


「……まあ、刃物を投げつけられるのには慣れているものですから」


　そんなことに慣れてもちっとも嬉うれしくないのだが、マルクがそう答えるとエルミナは感心したように頷いていた。


「ですが、やはり刃物を投げるのは危ないようです。ドミニクさんに叱られる前にやめましょう」


　家令の名前を出すと、エルミナは何故か怯ひるんだように眉を寄せた。エルミナとドミニクの付き合いは長いはずだが、どうやら彼女は家令には強く出られないらしい。


　──確かにドミニクさんは怒おこらせると妙みような迫はく力りよくがありますからね……。


　やや落らく胆たんしたように肩を落とすエルミナへ、アーロンからもらった紅甘実アポルロを差し出す。


「庭に生っていたそうです。よろしければ食べていかれますか？」


　マルクがそう言うと、エルミナは大きく瞬まばたきをして、戸と惑まどうようにスカートの裾すそを揺ゆらした。それから、小さな声で答える。


「……もらおう」





　投げる前の綺き麗れいなナイフを取り出すと、マルクはその場で器用に紅甘実アポルロの皮を剝むいていく。皮を剝き終わると四等分に断たち割り、種の部分をくり貫ぬいていく。


　瞬またたく間に食べやすい大きさに切っていくその光景を、エルミナは翠玉の瞳を大きく揺らして見つめていた。どうやら目の前で切ってもらうのが新しん鮮せんだったらしい。


　マルクは苦笑しながら、切るのに使ったナイフの先せん端たんに紅甘実アポルロを突つき刺さした。


「あいにくフォークがございませんのでこれでご容よう赦しや願います。刃にお気をつけください」


　ナイフを差し出すと、エルミナは僅わずかに躊躇ためらいながらもそれを受け取る。それからなにかの仇かたきのようにしげしげ見つめていた。


　マルクはそんなエルミナの横顔を眺めながら、自分ももう一つの紅甘実アポルロにかぶりつく。自分の分までいちいち皮まで剝く必要はないので、丸かじりである。


　エルミナはそんなマルクを見て目を大きくしたが、やがてその小さな唇をナイフに刺さった紅甘実アポルロへと近づけた。


「……美お味いしい」


　普段、皿に盛りつけられたものとまったく同じもののはずなのだが、エルミナは初めて口にしたかのようにそう呟いていた。


　マルクはそんなエルミナを眺めながら、また一口紅甘実アポルロをかじった。
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　午後からはまた掃そう除じの続きである。


　エルミナは、午前中は書庫にこもっているが、午後になると自室のテラスで読書を始める。マルクは書庫と午前中にやり損そこねた部屋の掃除を続ける。


　はたきでホコリを払はらい落とし、床ゆかのゴミを箒ほうきで掃はき、汚よごれた調度品を丁てい寧ねいに磨みがいていく。時間に余よ裕ゆうがあれば本の修しゆう繕ぜんなどもするが、今日はその時間はなさそうである。


　合間に、エルミナに午後の紅茶を運び、掃除を続けていると外回りに出ていたドミニクが帰宅する。休み時間がもう少しほしいと嘆たん息そくしながらも、マルクはドミニクと晩ばん餐さんの支し度たくに取りかかる。


　晩餐の調理はドミニクの仕事である。マルクはそれを手伝いながら、アーロンから紅甘実アポルロをもらったことを思い出した。


「そういえばドミニクさん。アーロンが紅甘実アポルロをよこしてくれました。食後にどうぞ」


「アーロンさんからも聞いたよ。ありがとう……ん？　これは紅甘実アポルロを調理したのかい」


　かまどの側そばに置かれた鍋なべのふたを開け、ドミニクが首を傾げた。


「ああ、ええ。砂糖で煮に詰つめてみました。それならカナメでも食べられるでしょうから」


「なるほど。カナメさん、早く元気になるといいねえ」


　普段、このゆるみきった表情のドミニクだが、彼はカナメの前に立つと人格が変わる。


「ええっと……、よろしかったらドミニクさんが持って行かれますか？」


「え、いいのかい？　それじゃあそうさせてもらおうかな」


　うきうきと調理を続けるドミニクを眺めながら、マルクは沸ふつ々ふつとこみ上げる疑問に眉を顰ひそめた。


　──この人は一体、何歳なのでしょうね。


　マルクが知る限り、最低でもエルミナが幼少のころから仕えているはずである。そのエルミナと大して歳としの変わらぬカナメを相手に、彼はどれくらい真しん剣けんに好意を寄せているのだろうか。





　エルミナが晩餐を摂とるのは寝しん室しつではなく、一階にある食堂である。使用人たちは地下の厨ちゆう房ぼうで食事を摂るため、一日のうち一度しか使われない部屋である。


　その食堂を使うのは主であるエルミナ一人なのだが、彼女一人が使うにはあまりに巨きよ大だいなテーブルが置かれている。マルクはそのテーブルにクロスをかけ、銀食器やアイシャが用意した花か瓶びんなどを並べる。


　食堂の準備が終わるころには、ドミニクも晩餐の調理を終えている。マルクはエルミナに晩餐の準備が整ったことを報告しに行き、その給仕に従事する。


　晩餐の給仕が終わると、マルクとドミニクもようやく夕食である。アイシャとアーロンは先に食事を済ませている。アーロンは門番小屋へ戻り、アイシャはエルミナに勉強を見てもらっているはずである。


　そうして自分たちも食事を終えるころ、マルクはドミニクに訊きいてみた。


「ドミニクさん。倉庫の中に戦盤シヤオプラツツがありましたが、使ってもよろしいでしょうか？」


「うん。いいよ。……戦盤シヤオプラツツかあ、懐かしいな。僕ぼくも昔はよくやったんだよ」


「カナメが退たい屈くつしているでしょうから、持って行ってやろうかと思います」


「それはいいかもしれないね。じゃあ、こっちの片付けはやっておくから持って行ってあげるといいよ」


「ありがとうございます」





　マルクは倉庫から戦盤シヤオプラツツの箱を持ち出すと、二階にあるカナメの寝しん室しつを訪ねた。


「カナメ。起きていますか？」


「起きておるが、なんじゃ？」


　扉とびらを開けると、そこには純白の髪を揺らした少女が、ベッドから身を起こしていた。


　髪の色同様、真っ白の素す肌はだ。瑠璃猫ドミニトンを思わす、気の強そうな切れ長の双そう眸ぼう。東洋人特有の線の細い顔立ち。エルミナとは対照的に喜き怒ど哀あい楽らくをコロコロと表す娘むすめである。


　膝ひざの上には、古めかしい書物が開かれている。彼女の故郷の読み物だろうか、くねくねと拗ねじくれ曲がった文字が書かれており、マルクには読めそうになかった。


　マルクは抱えた箱をそっと差し出した。


「戦盤シヤオプラツツというものをご存じですか？」


「いや……、名前くらいしか知らんの」


「よろしければやってみませんか？　退屈しのぎくらいにはなると思います」


　テーブルの上に盤ばんと駒こまを並べると、カナメも興味を惹ひかれたらしく身を乗り出してきた。


「８×８のマスの上にこの駒を並べ、相手の駒を取っていくゲームですよ」


「……どうやってやるのじゃ？」


「それぞれの駒に動き方が決まっています。剣けんと槍やり、弓と馬、砦とりでと王があり、王を取った方が勝ちとなります。確かラチナスが発はつ祥しようのはずですよ」


　言いながら駒を並べていくマルク。


「剣は１マスずつ前進することしかできませんが、相手の陣じん地ちに攻せめ込むと砦以外の好きな駒に変われます」


「おんしの能力みたいじゃの」


　マルクは昼間は能力に制約がかかっている。夜になるとその制約が外れるのだが、剣の変化は確かにそれに似ていた。


「そうかもしれませんね。次、槍は３マス先ならば縦でも横でも斜ななめでも移動できますが、それより内側には移動できません」


　──セリアの〈魔ま弾だん〉のようなものですね。


　以前交戦した契けい約やく者しやのことを思い出しながらも、マルクは説明を続ける。


「弓は斜めの軸じくならばどこまでも移動できます。まあ、アイシャの〈魔眼〉のようなものでしょうか。そして馬はその名のごとく縦横へ移動できます」


「では、それはアーロンじゃな」


　アーロンは以前、契約の対価に痛覚を含ふくめた全ての触しよつ覚かくを失っていた。あの巨体で痛みを感じないアーロンは、ほとんど戦車のようなものだった。


「なるほど。……そして、砦は３マス内ならばどこにでも移動できます。他の駒全てを足したようなものですが、あなたの能力のようなものですね」


　カナメの能力は、他の契約者の能力を無効化してしまう。彼女の領域に入って生き延のびられる契約者はそうは存在しない。その力はかつて〝契約者狩がり〟とまで言わしめたほどのものである。


「そして王は隣りん接せつする全ての方向へ１マスだけ移動できます。自分の王を守りながら、相手の王を取るのですよ」


「面おも白しろそうじゃ。やってみる」


　カナメがそう答えると、マルクは聖者のごとく温かな笑えみを浮うかべた。


　──食いつきましたね。


「どうでしょう？　ただゲームをするのでは物足りないと思いませんか？」


「ふむ。というと？」


「なにか賭かけましょう。まあ、ゲームに危険なものを賭けるのも問題でしょうから、少額の金銭などでどうでしょうか？」


　あくまで自分が妥だ協きようするかのような口調で囁ささやきかけるマルク。カナメは少し悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、すぐに頷うなずいた。


「まあ、よかろ。いくら賭けるのじゃ？」


「１ゲームにつき、50スピルほどでどうでしょう」


　マルクの月給は64スピルである。一月分ほどの金額を提案するマルクに、カナメは特に疑問に思う様子もなく頷いた。


「そんなもので良いのか」


　契約者の多くは桁けた違ちがいな金額で雇やとわれる。契約者側からその金額を要求することは少ないはずなのだが、人間との能力の差からどうしてもそうなってくるらしい。


　それゆえ、契約者の多くは金銭感覚が麻ま痺ひしている。カナメももちろん例外ではない。


　マルクは立て続けに不運が重なり、持ち金をことごとく失っている。カナメにとってははした金でも、マルクにしてみれば大金である。むしれるものならば、同どう僚りように対しても容赦するつもりはなかった。





　そうして戦盤シヤオプラツツを始めると……当然のことではあるが、初心者であり、詰つみ方など知る由よしもないカナメはあっさりと敗北した。


　淡あわい桃もも色いろの唇くちびるを嚙かみしめ、頰ほおを真っ赤に染め、さらには肩かたをプルプルと震ふるわせ、全身で悔くやしさを露あらわにする。


　それからキッとマルクを睨にらみつけると、ビシッと人差し指を突きつけてきた。


「もう一度じゃ」


　もちろん、カナメの性格ならばそう言うだろうことは確信していた。しかしマルクはすぐにそれを受けようとはせず、あえて困ったように首を傾かしげて苦く笑しようを漏もらした。


「かまいませんが、よく考えるとあなたはまだ初めてでしたね。少しハンデをつけましょうか？」


　親切心を前面に押しだし、マルクがそう提案すると、カナメは憤ふん慨がいしたように瑠璃猫ドミニトンの双眸を細めた。


「舐なめるな。手加減などいらぬ」


　マルクは心の中で快かい哉さいを叫さけんだ。


　気位の高いカナメである。先に手加減を提案されれば間ま違ちがいなく断る。そして自分から断った以上、後から要求することもできなくなる。また、それでムキになった彼女は冷静さを欠き、さらに勝負は容易たやすくなっていく。


　見事に策に嵌はまってくれたカナメへニコニコ笑顔を送っていると、その声はとうとつに後ろからかけられた。


「──それでは僕が助言させてもらおうか」


　振り返ると、そこにはゆるみきった表情の家令──ではなく、凜り々りしく目を開き、あたかも騎き士しのごとき風格で佇たたずむもう一人のドミニクがいた。


「ド、ドミニクさん……？」


　完全に顔つきも口調も違う家令にマルクが啞あ然ぜんとすると、ドミニクは静かな物もの腰ごしでカナメの隣となりに移動した。


「このゲームは古くから親しまれていてね。駒の動かし方や詰み方も無数に考案されているのだよ。刃は物ものの扱あつかい方を知らない人間が君に挑いどんでも勝ち目がないように、ルールを知ったばかりの君では勝ち目は薄うすいだろう」


　刃物のことを引き合いに出されると説得力を感じるらしい。カナメは不服そうに唇を結んだが、やがて観念したように頷いた。


「分かった。私が未熟であることは認める。助言を頼たのむのじゃ」


　あのカナメがこれほど素す直なおに助力を受けるなどと誰だれが想像できただろう。マルクの頰に一筋の汗あせが伝った。


　──今のドミニクさんは、ドミニクさんであってドミニクさんではありません。


　マルクには今の家令が普ふ段だんのように「おや、負けちゃったねえ」などという姿が想像できなかった。それどころか、契約者としてのカンが、目の前の男は自分の命に危険を及およぼしうる相手だと、最大級の警けい鐘しようを鳴らしていた。


　たかが戦盤シヤオプラツツでどうして命の危険に晒さらされうるのかは不明だが、マルクはかつてない強敵に遭そう遇ぐうしたかのように気を引き締しめた。





「それでは──始めようか」


　カナメが剣の駒を進める。マルクもそれに応じて剣の駒を動かす。初めの二、三手はドミニクもなにも言わずに見守るのだが、四手目──マルクが砦の駒を動かしたところで、ドミニクはとうとつに口を開いた。


「カナメさん。砦の駒は自軍や敵軍の駒を跨またいで移動できる。それが砦たる所以ゆえんだよ。今のマルドゥーク君のように剣を盾たてにしながら進軍するのが効果的だ。これを崩くずすには同じく駒を跨げる槍を配置するのが有効だよ」


　カナメはふむ、と頷いて自軍の槍を動かす。


　──こちらの手を学ばせた上で、その打開策まで……！


　これがドミニクが代わりに進めるなり、カナメがその言いなりだったならば、まだ事態は明るかった。しかし駒を進めるのはあくまでカナメであり、ドミニクはそこに助言するだけである。


　それはマルクの意図と打開策が、カナメに学習されているということである。


　カナメは元々、一手で契約者の能力を看破するほどの洞どう察さつ力を持っている。普段、その自信が逆に他者の助言を拒こばませているのだが、今のカナメはドミニクの助言を真しん摯しに受け入れている。マルクが一手進めるごとにその数倍の手段を学んでいく。


　そして優すぐれた師から適切な教えを受けたカナメが、自身がもとより持つ計算高さを織り込めば、それはもはやルールを知ったばかりの素人しろうとではなく、数あま多たの契約者を葬ほうむってきた〝契約者狩り〟の実力を振るうようになる。


　マルクは恐おそらく善戦した方だろう。己おのれの手をことごとく読まれ、新たな手を打たれても懸けん命めいにそれを防いでいたのだから。しかし攻こう勢せいからしだいに拮きつ抗こう状態に陥おちいり、そして守勢に回り始めたころには完全に勝負はついていた。


　馬と弓が落とされ、守りに徹てつしていた砦が撃げき破はされ、唯ゆい一いつ攻せめ手に潜ひそませていた槍も散った。剣がカナメの陣地に突とつ入にゆうすることは叶かなわず、結局マルクは投とう了りようした。


「……詰みました」


　マルクが呻うめくように呟つぶやくと、カナメは晴れやかな笑顔を浮かべた。


「ふむ。なかなか面白いではないか」


「いや、でもカナメさんも筋がいいよ。最低限の口出ししかしてないのに、これだけ圧勝するとはね」


「ふん。あれだけ手の内を説明されれば、誰でも勝てるであろ」


「じゃあ、次は僕は口を出さないでおこうか」


　相変わらず引き締まった顔立ちを崩さないドミニクのそのひと言に、マルクは息を吹ふき返したように顔を上げた。


「では、もう一勝負です」


「よかろ。賭かけ金きんは前のままで良いのか？」


　カナメのひと言に、ドミニクがピクリと眉まゆを揺ゆらした。


「……せっかくだから、レートを上げてみたらどうかな」


「望むところです」


　そのとき、マルクは理解していなかった。それがドミニクにしては珍めずらしく、悪意のこもった言葉であったことを。


「では、倍額の１００スピルでよいか？」


「かまいません」


　そして、マルクはやるべきではなかった三戦目に挑んでしまった。





「……おんし、弱いの」


　マルクは、完敗していた。


　マルクは決して弱くはなかった。街の地下酒場で勝負していたならば、恐らく八割方勝利を収めるだろう。


　しかし、それだけにマルクはカナメに多くを学ばせてしまった。マルクが並の指し手だったならば、彼女がこれほど凶きよう悪あくな指し手になることはなかったはずだ。


　先ほどのドミニクの助言で、マルクの手の内は徹てつ底てい的てきに解かい析せきされており、その上カナメ自身も、並以上の指し手に成長してしまったのだ。実力ではまだマルクの方が上だったかもしれないが、手を全て読まれていては勝てる道理はなかった。


　マルクがサメザメと涙なみだを流していると、ドミニクが無情なひと言を放った。


「さてマルドゥーク君。賭け金はきちんと払はらわないといけないよ？」


　そう言われて、マルクは初心者のカナメから金を巻き上げようとした自分が嵌はめられたことに気づいた。ドミニクは、初めからこうなることが分かっていたのだ。


　マルクは泣く泣く１００スピル紙し幣へいを一枚カナメに差し出した。


「では、もう一勝負するかの」


　──このまま引き下がれるものですか！


　自分ではもはやカナメには敵かなわない。しかし負けが込んだまま引き下がるわけにもいかない。それは完全に賭博ギヤンブルで破産する人間の心理であるが、マルクは再戦に挑もうとして──ふと時間に気がついた。


　ふところから銀時計を取り出すと、短針は九を差していた。


「そろそろお嬢じよう様さまの紅茶の時間です。今日のところはこのあたりにしておきましょう」


「なんじゃ、もうお終しまいか……」


　何故かカナメのその声は勝かち誇ほこったものではなく、どこか落らく胆たんしたものに聞こえた。


　マルクは首を傾げながらも、引き下がる理由ができたのでカナメの部屋をあとにした。





　　　　[image: ]





　リン──厨ちゆう房ぼうにて湯を沸わかし、ティーセットを用意し終わると、澄すんだ鈴すずの音が響いた。


　──時間通りですね。


　マルクはティーセットを抱かかえ、二階のエルミナの寝しん室しつへと赴おもむく。片かた翼よくの紋もん章しようが刻まれた扉とびらを静かに二度叩たたくと、入るよう返事が返ってきた。


「失礼します……おや？　アイシャもいたのですか」
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　エルミナはアイシャの勉強の面めん倒どうを見ている。テーブルの上にはインク壺つぼとペン、それから数冊の本が並んでいた。


「今日はお勉強を頑がん張ばっていたのですね」


「そ、そういうわけじゃないんですけど」


　マルクが首を傾げていると、アイシャは誤ご魔ま化かすようにテーブルの上をパタパタと片付け始める。エルミナへ視線を向けると、珍しく幽かすかに口元を緩ゆるめているように見えた。


「……つまり、君が紅茶を持ってくるところを見てみたかったのだよ」


　エルミナがそう答えると、アイシャは狼狽うろたえたように本を取り落としていた。


「紅茶ならば、毎日淹いれているではありませんか」


「だってマルクさん、エルミナがいつ紅茶を欲しがるとか、なんで分かるんですか？　あたしが転びそうなのも分かっちゃうし……。なんで分かるんですか？」


　そう言われてマルクは苦笑した。


「別にそう大したことではありませんよ。お嬢様が寝ね起おきに紅茶を欲しがるのはアイシャもご存じでしょう？　それ以外にも読書中に飲みたくなることもあるでしょう。寝る前に飲まれるのも習慣ですしね」


　指を折りながらそう数えていくマルク。


「ですから、お嬢様が紅茶を飲みそうなときにはあらかじめ湯を沸かしておくのです。それならば鈴が鳴ったときに用意できていなくとも、蒸むらしながら部屋にお持ちすることができるでしょう？」


　そう答えても、アイシャは不思議そうな顔をしたままだった。


「じゃあ、あたしが転ぶのが分かるのは？」


「アイシャが転ぶのも習慣のようなものではありませんか」


　自信を持ってそう答えると、アイシャは憤ふん慨がいしたように頰ほおをふくらませた。





　エルミナが紅茶のカップを傾かたむけるうちにアイシャは私物を片付けて自室に帰る。マルクもランタンの油等の確認を済ませていると、エルミナのカップも空になっていた。


「それではお嬢様、これで私は休ませていただきます」


　ティーセットを抱えて丁てい寧ねいに腰こしを折ると、エルミナは小さく頷うなずきかけて、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをマルクへ向けた。


「……そういえば、先ほどはカナメの寝室でなにをしていたのかね」


「ああ、申し訳ございません。騒さわがしかったようですね。戦盤シヤオプラツツですよ。カナメの退たい屈くつしのぎに持って行ったのです」


　そう答えると、エルミナは何故か不満そうに目を細めた。


「……楽しそうだね」


「惨ざん敗ぱいしました。面おも白しろいものではありません」


　そう答えると、エルミナはぼんやりと視線を宙へ向けた。どことなく、懐なつかしんでいるように見える。


「……私も、小さいころはよくやっていた。誰にも負けなかったのに、ドミニクにだけは勝てなかった」


「お嬢様もですか？」


　マルクが意外そうに呟くと、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「……君もかね」


「はあ、まあ、直接にはドミニクさんが助言したカナメに、ですが……」


　そう答えると、エルミナは幽かに口元を緩めたように見えた。


「……暇ひまがあるならば今度持ってきたまえ。少し相手になろう」


「お嬢様を相手に勝てるとは思いませんよ」


「……君の、練習にはなるだろう」


　マルクが自分の耳を疑っていると、エルミナは頑かたくなに本へと視線を落としていた。


　それから、本当に小さな声で呟く。


「……少し、見返してやりたいとは思わないかね」


　マルクはようやくエルミナが戦盤シヤオプラツツを教えると言ってくれたらしいと理解できた。


「お嬢様の仰おつしやる通りでございます」


　そして、マルクにまた戦盤シヤオプラツツという新たな習慣が増えたのだった。





　地下の自室に降りると、マルクは燕えん尾び服ふくとシャツにアイロンをかけ、皺しわを伸のばして洋服かけへと片付ける。汚よごれの酷ひどい手て袋ぶくろや、昼間濡ぬれた燕尾服は翌日の洗せん濯たく物ものへと回し、マルクは一息ついた。


　書庫から持ち出した本を手に取ろうとして、マルクは一つ仕事を片付け忘れていることを思い出した。


「いけません。業務日誌を忘れていました」


　業務日誌とは言っても、なにかしらスケジュールが決められているわけでもない。その日気づいた問題点や、評価すべきことなどを簡単にメモする程度のものである。


　マルクは今日一日の出来事を思い返す。


　アイシャが花か瓶びんをひっくり返して水みず浸びたし。壊こわれても元に戻もどる屋や敷しきの怪かい異い。エルミナが投げたナイフが何故か自分に飛来。カナメから金を巻き上げようとして逆に巻き上げられ、ドミニクが二重人格を披ひ露ろうしていた。


「……ふむ」


　マルクは小さく頷くと、日誌に一行だけペンを走らせた。


　そうして三十分ほど読書をすると、眠ねむ気けを感じたのでアイシャからもらった栞しおりを挟はさんで本を閉じる。それからランタンの火を消すと、布ふ団とんの中に潜もぐり込んだ。





　──本日もいつも通り──




[image: ]








　バラバラと崩くずれていく世界の断だん片ぺんを見つめながら、エルミナは口元を緩めてしまった。


　マルクの兄クリスが一ひと騒そう動どう起こして帰っていったことがあった。今のは、その数日前の記き憶おくである。自分でやったことではあるが、エルミナは契約者から狙われることが多い。そのせいかマルクはあれこれ技術を磨みがこうと四苦八苦しているようだ。エルミナと戦盤シヤオプラツツを嗜たしなむようになったのもそれからの話だ。


　エルミナは、晩にアイシャの勉強を見た後、紅茶を運んできたマルクと戦盤シヤオプラツツに興じている。初めのうちはエルミナが圧勝していたのだが、最近では良い勝負をするようになってきた。うっかりすると負けそうなほどである。


　もちろん、エルミナとて焦あせることもある。動どう揺ようを気け取どられたならそこを突つかれて敗北することもあっただろう。しかし、現在のエルミナの無表情は、逆境に於おいてはすこぶる役に立つらしい。マルクに彼の優位を気取られる前に、逆転することができていた。


　──しかし、また時間が逆行している。


　最初は今け朝さのことだったというのに、今の追体験は一ヶ月も前のことである。


　──時計の音になにか意味があるのだろうか……。


　時計の音が聞こえるたびに、追体験が起こっているように思える。どこにあるのかは分からないが、あの時計は時を逆に刻んでいるのではないだろうか。


　──やはり、あの時計の音を追っているしかないようだね。


　あちこちから聞こえる時計の音。追いかけて追いつけるものなのかは分からないが、ここに来て初めて見つけられた、たった一つの手て掛がかりらしい手掛かりなのだ。


「……時計」


　エルミナは、確かめるようにそう呟つぶやいていた。


　ふと思い出した。今の自分とよく似た事情の娘むすめの物語を、エルミナは読んだことがある。いや、恐おそらくエルミナでなくとも読んでいる人間は多いだろう。読んだことがなくとも、名前くらいは知っているはずだ。


「……アリア」


『鏡の世界のアリア』──世界的に有名な童話である。


　アリアという少女が、時計を持った真珠兎ジブリツトを見つけ、彼を追いかけて木の中の洞ほら穴あなに落ち、不思議な世界へ迷い込んでしまう物語である。そこに人間は存在せず、代わりに動物たちが言葉をしゃべり、アリアはいろんな場所を転々と彷徨さまようことになる。


　そして、物語は全すべてアリアの夢だったという結末なのだ。


「……真珠兎ジブリツトでも追えというのか」


　それはエルミナにしては珍めずらしく、感情のこもった言葉だった。


　──〈アルス・マグナ〉……私好みの揺ゆり籠かごを創つくったつもりか。


　エルミナは契けい約やく者しやではない。精せい霊れいの意志というものは感じられても、それが一体なにを思うのかなど、分からない。それでも、今の自分が玩もてあそばれていると感じた。


　腹立たしさに似た感覚を覚えながら、エルミナは寝室から出ることにした。


　もしも〈アルス・マグナ〉がアリアの物語をなぞらえているつもりならば、書庫に下りればヒントがあるかもしれない。


　寝室から書庫へは、一日のうちに何度も行き来する。物心ついたときからそれを繰くり返しているエルミナならば、目を瞑つぶっていても往復できる。


　絨じゆう毯たんの敷しかれた階段を下り、玄げん関かんホールに出ると、エルミナは階段の脇わきにある扉とびらへ向かう。真しん鍮ちゆう製のドアノブ。ラチナスの屋敷でも、現在の蜃しん気き楼ろうの屋敷でも、このドアノブに触ふれた回数がもっとも多い人間はエルミナだろう。


　書庫の扉を押し開けると、そこには玄関ホールと同規模の空間に広がる本の群れがあった。鼻をつく、古い本独特のにおい。


　エルミナは何十万と本が並ぶ中を迷わず進む。


　そしてエルミナが立ち止まったそこには『鏡の世界のアリア』と書かれた背表紙が数冊並んでいた。同じタイトルの本ではあるが、異国の言葉に翻ほん訳やくされたものや、舞ぶ台たいや児童文学用に改編されたものであったりで、微び妙みように内容が違ちがうのだ。


　エルミナはこの物語が好きだった。〈精杯グレイルの姫ひめ〉は眠ねむり続ける。眠り続ける〈姫〉が見る夢が、『アリア』のようであってほしい。屋敷から出ることもままならない自分でも、奇き妙みような世界を旅することができるかもしれない。この物語はそう思わせてくれたのだ。


　──それに、アリアは、エミリオによく似ていた。


　エミリオは気づいていたのだろうか。エルミナが彼女を羨うらやましく思い、憧あこがれていたことを。彼女はエルミナが持っていないものをたくさん持っていて、なにより温かかった。


　エルミナは、そんなエミリオのようになりたかったのだ。そして、本当に彼女と入れ替わってしまった。入れ替わって、エミリオから全てを奪うばってしまった。


　だから、エルミナはエミリオを求め続ける。それが贖しよく罪ざいなのだと信じて。


　それが己とエミリオを縛しばる鎖くさりなのだと気づきもせずに……。





　──カチコチカチコチ──夢から呼び覚ますように、時計の音が響ひびく。





「……無ぶ粋すいなものだね」


　思い出から引き戻されたエルミナは、不ふ愉ゆ快かいそうに呟いた。


　振ふり返ると、テーブルの上に一冊の本が目に留まった。部屋に入ったときにはなかったように思える。側そばに寄ると、こちらのタイトルも『鏡の世界のアリア』だった。


「……これは、あのとき買ったものか」


　この本はロックウォールの街で手に入れたものだった。少々特別なものなので、ラチナスでは手に入らなかったのだ。


　エルミナは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに決心して手を伸ばした。





　ピシン──表紙に触れると、書庫がガラスのように砕くだけ散ちった。
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「古本市……で、ございますか？」


　時刻は早朝。正方形に切り出された大理石の上には深しん紅くの絨毯。二階から下る階段には装そう飾しよく細かな手すりとそれに沿って並ぶ風景画。表には黎胡桃フルカーヌ製の重厚にして品のある扉。


　吹ふき抜ぬけの玄関ホールに、マルクのその怪け訝げんそうな声が小さく残ざん響きようする。


　いつも通り、皺しわ一つなくパリッと整えられた燕えん尾び服ふく。新調したばかりの丸メガネ。マルクは穏おだやかな笑えみを浮うかべながらも、困ったように首を傾かしげる。


「そう。フロアティナは他ほかの国じゃ手に入らないような本も流通してたりするからね。エルミナお嬢じよう様さまも見てみたいんだって」


　そう答えたのは、マルク同様燕尾服に身を包んだ家令のドミニクだった。物もの腰ごしさわやかな青年……と呼べる外見に思えるが今ひとつ年ねん齢れいが読めない容姿。


　こちらもいつも通りゆるみきった表情で、困っているのか面おも白しろがっているのかよく分からない表情である。


「古本って、誰だれかが読んでからいらなくなった本ですよね。新しいのじゃなくていいんですか？」


　不思議そうに声を上げたのは、マルクの隣となりに整列していた少女アイシャだった。褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。真っ白の前まえ掛かけに群ぐん青じようのワンピースと、いつも通りの侍じ女じよ姿である。


「新しい本が必ず優すぐれているものではないのですよ。古い本には古い本の価値というものがあるのです」


　マルクがそう答えると、アイシャは考え込むように宙を見上げ……それからやはり分からないというように首を傾かしげた。


「例えば？」


「そうですね……。そもそも印刷技術とは、聖書を普ふ及きゆうさせるために教会が考案したのが始まりだと言われています。ですから少し前まで、オルダー教が本の出版にも強い影えい響きよう力を持っていました。そうしてオルダー教から禁書に数えられた本の一部は、難を逃のがれるために開かい拓たく時代のフロアティナへと持ち込まれたのです。それらは現在では貴重な資料として、大変な価値があるのですよ」


「そうなんですかあ。でも、書庫にもたくさんあるのに、これ以上増やすんですか？」


　この屋や敷しきの書庫には、何十万という数の書物が蔵書されている。主あるじのエルミナは常にそこへこもり本を読みふけっている。


　──また、書庫の整理が必要になるかもしれませんね。


　マルクが苦く笑しようを漏もらすと、ドミニクがフニャリとゆるんだ笑みを浮かべる。


「話が逸それたね。まあ、そんなわけでマルドゥーク君はエルミナお嬢様の従者ヴアレツトでついていってほしいんだ」


　従者は主の身み支じ度たくや外出の付き添いを担当する使用人で、家令や執しつ事じが兼けん業ぎようすることが多い。この屋敷では身支度はアイシャが、付き添いはドミニクが受け持っていた。


「私でよろしいのですか？」


「僕ぼくがいないときにエルミナお嬢様が外出する場合、やっぱりマルドゥーク君が従者ヴアレツトになるからね。慣れておいた方がいい」


　そう言ったドミニクの表情は、いつものゆるんだものではなく、ヴァレンシュタイン家家令としての顔だった。


「かしこまりました」


　マルクが丁てい寧ねいに腰を折ってそう答えると、アイシャがさも不思議そうに呟つぶやいた。


「ドミニクさん。あたしが従者ヴアレツトじゃ駄だ目めなんですか？」


「「………………………………………………」」


　沈ちん黙もく。


　──この娘はなんと恐ろしいことを口にするのでしょうか……。


　アイシャは細かいことにもよく気づき、仕事も丁寧にこなす娘ではあるが、非常にうっかりものである。


　そのアイシャと普ふ段だん書庫にこもり、屋敷の外に出ることのないエルミナが、二人っきりで街まで出かける……。ありとあらゆる最悪のケースが想像できてしまう。そして彼女たちは確実にそれを現実のものにするだろう。


　軽い頭痛を覚えながらも、マルクはできるだけ優やさしく語りかける。


「街の中のことならば、私も多少は詳くわしいのですよ。それに、やはり女性だけで街を出歩くのは物ぶつ騒そうなものなのです」


「そういうものなんですか？」


「そういうものなのです」


　反論を許さない強い口調。アイシャは首を傾げながらもそれ以上は食い下がらなかった。


　マルクがホッと胸をなで下ろすと、ドミニクがなにか思い出したようにポンと手を叩たたく。


「ああ、でも、今日はアイシャもいっしょに行った方がいいと思うよ」


「何な故ぜ、そのような危険を？」


「……あの、マルクさん？　今、危険って」


「エルミナお嬢様は本のことになると周りが見えなくなるからね。帰るころにはきっと凄すごい量になってるはずだよ」


「それでしたらアーロンを連れて行った方が良いのでは……」


「思ったより庭の状態が悪いらしくてね。アーロンさんにはそっちに専念してもらいたいんだ」


　二日前からこの屋敷でも庭師が雇やとわれることになった。それまでマルクたちは庭の手入れまで手が回らなかったため、見えないところでかなり荒あれているらしい。そちらの相談のため、普段外回りに出かけているドミニクも今日は屋敷に残るのだという。


　マルクが仕方なく納なつ得とくすると、隣のアイシャは何故かむくれたような顔をして「マルクさん……あたしのこと、どう思ってるんですか？」などとぶつぶつ呟いていた。
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　この国の気候では、昼を過ぎると恐おそろしく気温が上がる。マルクは比ひ較かく的過ごしやすい、午前中に出かけることにした。


　この街には南北に延のびる大きな通りがあり、その北の外れにエルミナの屋敷は存在する。街の中心である駅を中心に、もう一つ東西へ延びる大通りが存在し、古本市はその東側の繁はん華か街がいで行われていた。


　午前中は普段、人通りが少ないものだが、それでも繁華街となれば人の行き来も増える。ギャングもいればチンピラまがいの少年たちもいる。かと思えば珍ちん品ぴんを買い付けに来たのだろう商人や、身なりの良い人々もいる。


「お嬢様。はぐれないよう気をつけてください。アイシャもです」


　そんな人ひと混ごみの中、マルクが半ば悲痛な声で隣を歩く少女──エルミナに声をかける。その向こうにはアイシャが並んでおり、従者二人が主を挟はさむ形で歩いている。


　真っ白の日ひ傘がさを揺ゆらし、藍あい色いろのドレスに身を包み、表情らしきものをまるで浮かべない人形のごとき少女。翠すい玉ぎよくの瞳に陶とう器きのごとく滑なめらかで汚けがれない肌。肩かたにかかる短い髪かみは金色で、歩く度たびに陽の光を受けて奇き跡せきのような光を振りまく。


　エルミナは街の景色が珍めずらしいらしく、なにかに目を留めてはそちらへフラフラと足を向けてしまう。おまけに……。


「ねえ、エルミナ。あれはなにかな？」


「……さあ、分からない」


　おまけにアイシャもまた物珍しいらしくあれこれ指さすため、さらにエルミナの進路は目的から逸れていく。今度はどうやら東洋の食器を扱あつかう出店のようだ。言ってるそばからまたはぐれそうになり、マルクは頭を抱かかえた。


　──ですからあなた方二人で街を歩かせられないのですよ……。


　沈ちん痛つうなため息を漏らしつつ、マルクはエルミナの進路を修正する。





　そうして、ようやく目的の市場にたどり着いたのは昼も近くなってからだった。


「……ここかね」


　まるで抑よく揚ようのない声。期待外れで落らく胆たんしたのかと思いきや、エルミナは落ち着かないようにドレスの裾すそを揺らしていた。


　──楽しみで仕方なかったのですか……。


　マルクは鋭するどくそう観察すると、店の扉を開いてそっと腰を折る。


「どうぞ、お進みください」


　市場に使われているのは、一階建てだがずいぶん大きな木造の建物だった。どうやら禁酒法前は酒場だったらしく、奥おくにはカウンターらしきものもある。天てん井じようまで迫せまる背の高い棚たなが規則正しく並んでおり、店内にいくつもの通路を作り出している。


　このロックウォールは鉱山街で、本来ならば書物を購こう入にゆうできるような金持ちは多くはない。従って本屋の数も少なく、またそこに立ち入るものも少ないのだが、古書となると物珍しいようだ。


　店内に入ると、すでに結構な数の客が入っており、三人で歩くのは難しい。奥のカウンターに椅い子すも見えたので、アイシャにはそちらで待っていてもらうことにした。


　そうしている間に、エルミナはそこが自分の書庫であるように真まっ直すぐ棚へと向かう。マルクは苦笑しながらその傍かたわらに控ひかえる。


　エルミナの屋敷は蜃しん気き楼ろうの屋敷などと呼ばれ、この街の住民にもほとんど認にん知ちされていない。それでも上流階級の香かおりというものは漂ただようものらしく、周囲の客たちは驚おどろきと憧しよう憬けいの入り交じった視線を寄せる。


　エルミナの横顔を眺ながめると、やはり表情というものは存在せず、歓かん喜きのような感情は示していないように見える。しかし翠玉の瞳はせわしなく左右に揺れており、すでに書しよ架かの虜とりこになっているのが非常によく分かった。


　やがてその瞳が一点でピタリと停止する。気になる本を見つけたらしい。エルミナはそっと手を伸のばすが、……どうやら本が詰つめ込こみすぎで棚から抜ぬけないらしい。形の良い眉まゆが幽かすかに揺れた。


「お嬢様。私が取りましょう──」


　マルクのその提案は僅わずかに遅おそかった。エルミナが手をかけた本は確かに書架から抜け始めた。その一段に存在した全すべての本を道連れに……。


「……あ」


　エルミナの気まずそうな声とともに、バラバラと書物が落下を始める。


　古書特有のホコリのにおいが漂い、周囲の客たちもギョッとしたような視線を向ける。それはそうだろう。落下した本の一群は実に不自然な状態になっているのだから。


　マルクは苦笑ともため息ともつかぬ息を漏らし、宙ヽにヽ静ヽ止ヽしヽたヽ本の一冊をつまみ上げる。


「こちらの本でございますか？」


　古書とは古くなった本である。状態によっては落としただけで破損しかねない。しかし棚から抜け落ちた書物の束は、床ゆかまで落下することなく宙で静止していた。


　マルクの影かげは人の形をしていなかった。蜘く蛛もの巣すのように細かく枝分かれし、器用なことに主の影を巻き込まないように書物の影だけを搦からめ捕とったのだ。


　エルミナは基本的に、街へ出ると厄やつ介かいごとに巻き込まれる。念のために能力を展開しておいたのだが、それが幸いしたらしい。


　気まずく翠玉の瞳ひとみを彷徨さまよわせると、エルミナは小さく囁ささやいた。


「……ご苦労」


　本を受け取ると、エルミナはパラパラとページを捲めくる。マルクならば最初の一行を理解するのにも数十分を要しそうな文字の羅ら列れつがパラパラと流れていく。しかし翠玉の瞳は小刻みに揺れており、それらの内容に目を通しているらしいことが分かる。


　それを横目に眺めながら、マルクはせっせと宙に静止した本たちを棚へと片付けていく。


　やがて内容が確認できたらしく、パタンと本を畳たたむとエルミナは感心したように小さく頷うなずく。どうやら気に入ったらしい。マルクがその本を受け取ると、エルミナは再び書架に張り付く。


　──まったく周りが見えていませんね……。


　店内では、肩と肩がぶつかるほど客がひしめいている。上流階級の香りゆえか、その美び貌ぼうゆえか、エルミナが歩くと周囲の客たちは自然と道を譲ゆずってくれるのだが、そうでなければぶつかっているところである。


　やがてエルミナは、再びピタリと視線を停止させる。今度は翠玉の瞳を大きく揺らしており、驚いているように見えた。


「……まさか」


　震ふるえるような声こわ色いろで呟くと、エルミナは恐る恐る書架へと手を伸ばし、一冊の本を抜き取る。


　タイトルは『鏡の世界のアリア』とあった。エルミナはそれを大事そうに両手で抱えると、慈いつくしむような優しい手つきで丁寧にページを捲る。


「……信じられない」


　そう呟いたエルミナはいつも通りの無表情なのだが、心なしか頰ほおが上気して見えた。


「お嬢じよう様さま、その本は確か屋敷にもあるはずですが……」


　この本は世界的なベストセラーであり、マルクも書庫でいくどとなく見かけている。


「……これは、アリアの原本なのだよ」


「原本……でございますか？」


「アリアは同じ名前の少女をモデルに描えがかれたのだ。この物語はそもそも彼女のために書かれたのだよ。それが大規模な出版にあたり、作者は大きく改かい稿こうせざるを得なくなった。これはその改稿前のありのままのアリアを描いた数少ない原本なのだ」


　銀啼鳥ソローネが歌うように語るエルミナ。普ふ段だんの抑揚のない声とは異なり、熱が込められた声だった。


　エルミナは満足そうに頷くと、マルクへそっとその本を差し出す。その頰はまだほんのり上気したままだった。


　──それほど重要な本なのですか。


　あまりに真しん剣けんなその仕草に、マルクは噴ふき出しそうになりながらも丁てい寧ねいに受け取った。


　そうして、次々と本を手に取っていくエルミナ。宗教や歴史絡がらみのものから始まり、各分野の参考書、専門書。希まれに読み物も。瞬またたく間まに本の塔とうが建設されていく。市場の半分も回らないうちに、マルクはドミニクの言葉の意味が身にしみてよく理解できた。


　──一体、どこまで積み上げるつもりなのですか……！


　何十冊目かの本を積み重ねたとき、マルクはとうとう重量の限界を感じた。


「お、お嬢様。よろしいでしょうか？」


「……なにかね」


「も、もう抱かかえきれませんので、一度あちらに置いてきます。少々お待ちください」





　マルクは店の奥のカウンターに店員を見つけ、そこに置かせてもらうことにした。


　そこで待機しているアイシャは、ぼんやりと天井を見上げていた。さすがに本しかないこの場所では、彼女も退たい屈くつしていたようだ。


「さすがに退屈ですか？」


　マルクが声をかけると、アイシャは驚いたらしく椅子から転げ落ちそうになっていた。


「あ、はわわわ、マルクさん。た、退屈なんかじゃないですよ？」


　慌あわてふためくアイシャに苦く笑しようしつつ、マルクは店内の書架を視線で示す。


「お嬢様はまだ時間がかかるようです。アイシャもなにか本を探してみては？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶです。あたし、字とか読むの苦手なんです。なんでエルミナはあんな文字ばっかり見られるのか不思議なくらいです」


　確かにマルクはアイシャが本を読んでいるところを見たことがない。読み書きはできるはずだが、活字自体が苦手のようだ。


「しかし、そうですね……。なにか退屈しのぎにできることがあれば良いのですが」


「大丈夫ですよ。天井を眺めてるだけでも結構楽しいです」


　アイシャが指さす先を見上げると、そこには巨きよ大だいなプロペラが回っていた。天井扇シーリングフアンと呼ばれるものだ。羽は五枚からなっており、ある程度大きな店にはよく設置されている。


「あのクルクル回ってるのって、なにかの飾かざりなんですか？」


「ああ……、アイシャは見るのは初めてなのですか？」


「初めてじゃないですけど、なんのためについてるのかは知らないです」


　本の塔をカウンターへそっと預け、マルクはもう一度天井へ視線を向ける。


「あれは風を起こして、空気を攪かく拌はんするためのものなのですよ」


　とは言っても、体感できるほど大きな風が吹ふくわけではない。あくまで空気を流すためのものである。都会には強い風を起こせる扇せん風ぷう機きというものも存在するらしいが、そんな強い風を古書に当てるわけにはいかない。


　アイシャは、難しそうな顔で首を傾かしげた。


「攪拌……って、どういう意味の言葉ですか？」


「攪拌というのはかき混ぜるという意味です。熱気は上へ集まります。ですからその熱気を逃にがせば室内の気温が下がるのです。そのおかげで湿しつ度どもほどよく調整されますから、本の保管には条件が良いと言えますね」


　古本市にこの場所が選ばれたのも、店の広さ以上にそういった理由があるのだろう。天井には、等とう間かん隔かくで六基の天井扇シーリングフアンが設置されている。なかなかの設備である。


　そう説明すると、アイシャは琥こ珀はく色いろの瞳を大きく瞬かせた。


「すごいです！　風で涼すずしくできるなんて、契けい約やく者しやみたいな機械です」


　喜ぶアイシャの言葉に、周囲の客の何人かがギョッとしたように顔を上げていた。


　契約者という名は一いつ般ぱんには認にん知ちされていないが、それでもギャングや保安官、一部の金持ちならば耳にすることもある。そして多くの場合はそれを恐おそろしいと感じる。


　契約者ゆえ……というより奇き異いな目で見られることに慣れきっているマルクは、そういった視線には関心を示さない。アイシャに微び笑しようを返しつつ、高々と積み上げられた本の塔を苦々しい表情で見つめる。


　──古書は意外に値が張ります。このままいくと確実に予算を超ちよう過かしますね……。


　屋や敷しきの家計は家令のドミニクが取り仕切っている。マルクはドミニクから資金を預かっているが、エルミナがこのまま本を積み上げていくならば足りなくなるだろう。


　マルクは腕うでを組んで思案する。


　──そろそろエルミナを止めるべきでしょうか。それとも預金を下ろしますか？


　マルクとてエルミナの本への執しゆう着ちやくは知っている。万が一資金が足りなくなった場合は銀行から下ろすよう、ドミニクから言われていた。


　そこまで考えてから、マルクはハッとする。


　──そういえば、銀行に預けておけば金はなくならないのではありませんか？


　マルクは先日、隠かくしていた金を全部燃やされるという悪夢に見み舞まわれていた。それ以来、金銭は肌はだ身み離はなさず持ち歩いているのだが、どういうわけか見る見るうちに減っていく。裏うら稼か業ぎよう時代、最後に支し払はらわれた報ほう酬しゆうがあるのだが、そちらもすでに半分以上が失われている。


　今まで銀行というものをあまり信しん頼らいしていなかったが、少し頼たよってみるのも悪くないかもしれない。


　──ですが、エルミナとアイシャを二人で置いていくような危険は冒おかせません。


　エルミナが本に夢中になっている間は良いが、もしもマルクがいないうちに本から興味が逸それればどんな悪夢が引き起こされるか予想がつかない。


　判断に迷い、エルミナのいる方向へ視線を向けて……マルクはその場で倒たおれ込みそうになった。





　エルミナはズラリと整列する書架の遥はるか向こうにおり、マルクとはちょうど店の反対側にいることになる。そして彼女の周りには、ジャケット姿の男数名が並んでいた。遠目にも分かりやすいあの格好は、紛まぎれもなくこの街のギャングたちである。


　それはもちろん問題なのだが、マルクが脱だつ力りよくしたのはそのギャングたちに取り囲まれたエルミナが、優ゆう雅がに椅い子すに腰こし掛かけ飲み物を啜すすっていたからだった。


「あ、マルクさん。どこ行くんですか？」


　不思議そうな声をあげるアイシャに返事を返す余よ裕ゆうはなかった。マルクはツカツカと店内を横断し、エルミナの側そばへと歩み寄る。


　マルクに気づくと、エルミナは悪びれた様子もなく、飲み物を啜すすり続ける。


「……もう、よいのかね」


　一体どこから用意したのか、エルミナの隣となりには真っ白なテーブルが設置されていた。先ほど見たときには間ま違ちがいなく存在しなかったものだ。その上にはまた新たな本が数冊積み上げられている。エルミナが啜っているのは黄橘実ケレーシャの果実水ジユースのようだが、もちろんこの古本市で売られているものではない。


　マルクが目を離したのはほんの数分の間である。その数分で一体なにが起こればこうなるのか。マルクは自分の常識が目の前で蹂じゆう躙りんされるのを感じた。


「わあ、いいな」


　すぐ後ろをついてきていたらしい、アイシャの羨うらやましそうな声でようやく我に返り、マルクはなんとか微笑を浮うかべる。


「お嬢様……。一体、なにをなさっているのです？」


「……このものが、勧すすめてくれたのだ」


　そう言ってエルミナが視線を向けたのは中央に立っているギャングだった。顎あご髭ひげがよく似合う中年で、胸には硬こう貨かのペンダントが揺ゆれている。マルクとはとある縁えんで交流がある男で、ロッジという名だった。


「よう。俺おれたちはファミリーだって言ったろう？　ファミリーの俺に、お嬢じようさんが来てるって教えないってのはどういうことだい？」


　この店はどうやら彼らの縄なわ張ばりのようだ。その権限でこのテーブルや飲み物を用意させたらしい。


　呆ぼう然ぜんとしていると、大通りから若いギャングがバタバタと駆かけ込んでくる。愛想のいいたれ目で、そちらの顔にも見覚えがある。ギドという男だ。手には焼やき菓が子しとおぼしき包みが抱かかえられており、使いに走らされていたのが分かった。


「ロッジさん。買ってきましたぜ」


「バカ野や郎ろう！　甘あまい飲み物、飲んでるのに甘いもん買ってくる奴やつがあるか」
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　マルクの気が……いや記き憶おくが確かなら、彼らは暴力の中にも品性を重んじる正統派のギャングである。それがクマのぬいぐるみのごとき温かな笑えみを浮かべ、焼き菓子を用意している光景にマルクは現実というものの儚はかなさを感じた。


　一方、誰だれかに給仕されるのが当たり前のエルミナは、これといった疑問を抱いだいている様子もない。


　マルクは我を取り戻すのに若じやつ干かんのときを要したが、気を取り直して姿勢を正す。


「お嬢様。予算が少々心こころ許もとありません。銀行へ行って参りますが、問題ありませんか？」


　ロッジはこれでもこの辺りを取り仕切るギャングの幹部である。彼が側にいるならば、トラブルに巻き込まれることも、エルミナが迷子になることもないだろう。そう判断してマルクは切り出した。


　エルミナはくつろいだ様子で果実水ジユースを啜ると、小さく頷うなずいた。


「……分かった。行ってきたまえ」
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　この街には珍めずらしい大陸生物を狩かるハンターや、彼らから商品を買いつけあるいは売りつける商人たちが多く集まる。そのため片かた田舎いなかの鉱山街のわりには多数の銀行も存在する。


　商売をするためにはギャングたちと懇こん意いにする必要があり、商売人たちはやはりギャングの縄張り内の銀行を使用する。しかしこの街には三つもの組織フアミリーが存在するため、銀行は凄すさまじい生存競争を繰くり広げているらしい。


　マルクはその中でも、もっとも小さな銀行へと足を運んでいた。


　エルミナはいくつかの口座を持っており、その一つがここにもある。もちろん用よう途との詳しよう細さいはドミニクへ申告しなければならないが、エルミナの従者を務める場合などのためにマルクが任せてもらえた口座だった。


　店内はやはりこぢんまりとしており、来店者の姿も少ない。マルクが店内に足を踏ふみ入れると、窓口にいた女性がすぐにハッとしたような表情で顔を上げる。


　窓口まで足を運ぶまでもなく、パタパタと背広姿の男性が出で迎むかえにやってくる。銀行員は緊きん張ちようした面おも持もちで、分度器で測ったようにきっちり60度の角度で腰こしを折る。


　この街で使用人を雇やとうような人間は限られている。マルクの燕えん尾び服ふくにはヴァレンシュタイン家の紋もん章しようも縫ぬい込まれている。そこから得意先の顧こ客きやくの使いだと察してくれたのだろう。


　相手の対応に礼を失さぬよう、マルクも微笑を以もつて丁てい寧ねいに腰を折る。


「ヴァレンシュタイン家のものですが、払い出しをお願いできますか？」


「かしこまりました。本日はドミニク様ではないのですね」


「ええ。私は最近雇われたものでマルドゥークと申します」


「失礼かとは存じますが、印章などはお持ちでございましょうか？」


　銀行は金銭のみを扱あつかう形式のものと、個人用の金庫に金品を預ける貸金庫式のものの二通りが存在する。ここの銀行は前者で、その取引には顧客の証明ができる預かり証などが必要になる。ヴァレンシュタイン家の場合は印章を証明に使っていた。


　マルクは胸ポケットから印台型の指輪を取り出して見せる。ドミニクから預かったものである。それを確認すると、銀行員は丁寧に頭を下げ、窓口へと案内する。


「それともう一つ、私個人用に一つ口座を開きたいのですが」


　窓口にてマルクがそう言うと、銀行員は表情を緩ゆるませる。


「ごひいきいただきありがとうございます。それではマルドゥーク様のご口座から取りかかりましょう」


　マルクは預金する紙し幣へいを取り出し、窓口のトレイへ差し出す。


　──銀行に預けてしまえば、これ以上なくなることはないはずです。


　マルクがホッと息を吐つくと、足あし下もとの影かげがざわざわと蠢うごめいていた。山犬プリンシツプ型の影〈クフ・リーン〉である。


「……なんです？　お金は貯ためずに使った方がいい？　バカを言わないでください。金銭は貯蓄してこそ価値があるのです」


　自分の影に向かって独り言を言うマルク。窓口の銀行員は困こん惑わくした表情を浮かべ、トレイから紙幣の受け取りを躊ちゆう躇ちよする。


　それに気づいていないマルクに、足下の影は耳元まで裂さけるような笑みを形作る。なにか企たくらんでいるようなその仕草に、マルクが眉まゆを顰ひそめたときだった。


　バタンッ──勢いよく蹴け破やぶられる扉とびら。


「全員手を挙げろ！　動くと撃うつぞ！」


　そして実に分かりやすい怒ど声せい。


　マルクがため息とともにその怒声の方向へ視線を向けると、拳けん銃じゆうを構えた男が三人ばかり、扉を塞ふさぐように立っていた。


　どうやら銀行強ごう盗とうのようだ。駅前付近はギャングの出入りが激しいため、こちらの小さな銀行を狙ねらったのだろう。


　──何な故ぜ、私が預金をするときに限ってやってくるのです……？


　銀行強盗など毎日起こる出来事ではない。マルクは深い深いため息をついた。


　蒼そう白はくになって手を挙げる銀行員たち。及および店内の客たち。マルクは一人それを他ひ人と事ごとのように眺ながめていた。


　──どうしたものでしょうか……。


　銀行強盗たちはそれぞれ拳銃を一いつ挺ちようないし二挺所持しているが、それ以上の装備は見受けられない。うち一人は肩かたから大きな鞄かばんを下げているが、そちらは奪うばった金を詰つめるためのものだろう。服装はくたびれたシャツに破れたズボン。帽ぼう子しも安物であり、ギャングの構成員には思えない。


　行きずりの犯行にしては鬼き気き迫せまるものがあり、借金等で首が回らなくなった人間かなにかだろうと想像がついた。


　マルクは腕うでを組んで考え込む。





　銀行強盗を取り押おさえた場合──犯人はすぐさま保安官に連行され早期問題解決。されど関係者は事情聴ちよう取しゆによる長時間拘こう束そくが想定。エルミナの元へ帰れない。


　無視した場合──強盗の成功失敗に拘かかわらず犯人たちは数分内に逃とう走そう。保安官は犯人逮たい捕ほに急行。マルクは手続きを続け、すぐにエルミナの元へ帰れる。





　──まあ、選せん択たくの余地はありませんね。


　ロッジがいるとはいえ、エルミナとアイシャを二人だけで残してきたのだ。一刻も早く預金を下ろして戻らなければならない。


　マルクはおとなしく両手を挙げた。


　銀行強盗たちは入り口に一人が残り、あとの二人が窓口を乗り越え、銀行員に拳銃を突つきつけ紙幣を集め始める。銃口は緊張でカタカタ震ふるえており、その撃げき鉄てつが上がっていないことにも気づいていない様子である。


　初めての犯行らしく、初うい々ういしいその様子をマルクが温かな目で見守っていると、強盗は怒声を張り上げていた。銀行員は泣き出しそうな顔で身を震わせる。


「早く金庫を開けろっ！」


「あ、ああ、開かないんです」


　それを眺めるマルクの足下では、影が山犬プリンシツプの形を模かたどっているが、完全なのは頭部のみで胴どう体たいは解ほつれた編み物のように枝分かれして広がっていた。その枝状の影の一いつ端たんは金庫の影へと繫つながっている。


　山犬プリンシツプの影に影を捕らわれたものはマルクの意思なく動くことはできない。つまりマルクは能力で金庫を施せ錠じようしていた。


　そんなことを知る由よしもない強盗は健けな気げに金庫をこじ開けようとするが、もちろんうまくはいかない。金庫が開かなければエルミナの預金に損害が出ることもない。


　足下の影が再びざわざわと文句を重ねる。


「……なんです？　止めなくていいのかですって？　良いのですよ。彼らにも彼らなりのやむを得ない事情があるのです。金庫が無事なら大した被ひ害がいにもならないでしょう。私は預金を下ろせれば問題ないのですから、黙だまって見守って差し上げましょう」


　自分の影に向かって語りかけるマルク。強盗の一人は不ふ審しんそうな視線を向けるが、それを問いかける心の余よ裕ゆうはないらしい。トレイから現金だけを奪っていく。続けて影から文句を言われていたマルクは、自分の目ヽのヽ前ヽのヽ現ヽ金ヽが持っていかれたことに気づかなかった。


　やがて、入り口を見張っていた強盗が悲鳴のような声を上げる。


「時間だ！　保安官が来るぞ！」


　強盗たちの表情が強こわ張ばり、すぐさま逃走を開始する。


　入り口を見張っていた男が外に飛び出し、その後ろに鞄を抱えた男が続く。最後に拳銃を構えた男が周囲に銃口を向けつつ、警けい戒かいしながらあとに続く。


　どうやら馬車を用意してあったらしく、ガラガラと車輪の音が響ひびき、遠のいていく。


　それを見送りマルクが再び窓口へ向き直ると銀行員はまだ怯おびえた表情で固まっていた。


　一いつ般ぱん人じんには今の光景は恐おそろしいものなのだと察したマルクは、温かな微び笑しようを浮うかべて語りかける。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。どうやら彼らは素人しろうとのようです。馬車で逃亡したということは列車を使うつもりはないのでしょう。すぐにギャングか保安官に取り押さえられるはずです。被害は大きくなりませんよ」


　マルクがそう教えてあげると、何故か銀行員は気の毒そうな表情を浮かべる。


「いえ……、その、金庫は無事でしたので当方の被害は問題ないのですが、その……」


　その続きを口にし難にくいように銀行員は黙り込んでしまう。何故か嫌いやな予感を覚えつつ、マルクは恐る恐る問いかける。


「その……？」


「つまり、マルドゥーク様のご預金も……、持って行かれてしまいました。ですが、その、手続き前でしたので、当方では保証が……。申し訳ありません」
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　当然のことではあるが、マルクが外に飛び出したときには、そこに強盗の姿は見つけられなかった。


　それから真まっ直すぐマルクが向かったのは、先ほどの古本市の店だった。


「ロッジ、いますかロッジ！」


　店に飛び込むなり声を張り上げるマルクに周囲の客たちが怪け訝げんそうな視線を向けるが、名指しで呼ばれたロッジはすぐにやってきた。


「マルク。なにかあったのか？」


「強盗です。この先の銀行がやられました」


　マルクがそう答えると、ロッジは鋭するどく双そう眸ぼうを細めてギャングの表情を浮かべる。


「うちの縄なわ張ばりでか。どこの世間知らずだ」


　この街には三つもの勢力ギヤングが混在しており、その縄張りは細かく仕切られていた。そこで盗ぬすみや殺しを行うのはギャングに唾つばをはきかけるような行こう為いである。


「素人のようですが、逃にがしてしまいました。それであなたに捜さがしていただきたいのです」


「当たり前だ。ノローデの面つらに泥どろ引っかけたことを後こう悔かいさせてやる」


　頼たのもしく怒いかりを顕あらわにするロッジ。こういった場合の彼らの行動は実に速すみやかである。


　マルクは現場にいながら自分は関係ないと傍ぼう観かんしていたことには欠片かけらも触ふれない。


「あの、それって、さっきすごい勢いで通り過ぎていった馬車じゃないんですか？」


　躊躇ためらいがちにそう言ってきたのはアイシャだった。どうやらマルクが騒さわいでいることに気づいてやってきたらしい。その手には何故か焼やき菓が子しが握にぎられているが……。


「アイシャ、お嬢じよう様さまは？」


「エルミナなら、ずっと本ほん棚だなですよ？」


　店内を指さすアイシャの視線を追うと、そこには金色の髪かみを揺ゆらした少女の後ろ姿が見て取れた。どうやら店内の三分の二を制圧したところのようだ。


　まだしばらく書しよ架かに張り付いてるだろうことを確かく認にんし、マルクはアイシャに向き直る。


「アイシャ。その馬車を追えますか？」


　そう尋たずねると、アイシャはギュッと目を閉じて唇くちびるに人差し指を添そえる。その仕草の意味を知らないロッジは不思議そうな顔をする。


　アイシャもまた契けい約やく者しやである。その能力は瞳ひとみに映る世界を〝灰〟に変え、瞳に映らぬ景色を見通す。裏うら稼か業ぎようにこそ身を置いていないが、その力はマルクを圧あつ倒とうしうるほど強力だった。


「んー……、ええ、大丈夫ですよ」


「ではアイシャ、少し手を貸していただけますか？」


「はーい！」


　元気の良い返事をするアイシャにロッジは驚おどろいたような表情を浮かべる。


「手伝ってくれるのか？」


「当然です。努力もせずに他者から金銭を奪う悪党を、生かしておく理由はありません」


　数分前、現場で語った内容とは正反対の意見を述べるマルク。


「それに、私たちが追った方が早く捕つかまえられるはずです」


　毅き然ぜんとして言うマルクに、ロッジはなにか言いたげに口を開くが、結局諦あきらめたように首を振ふった。


「悪いな。借りておく」


「いえ。それよりも、お嬢様のことを頼めますか？」


「もちろんだ。おい、ギド。馬を用意してやってくれ」


　ロッジがそう言うと、通りから馬の蹄ひづめの音が響いていた。


　外を見ると栗くり色いろの毛をした一頭の馬が到とう着ちやくしており、その背には愛想のいいたれ目の青年が騎き乗じようしていた。


「そうだろうと思ってましたぜ」


　ロッジの部下のギドだった。騒ぎの内容から、命令されるまでもなく用意に走ってくれたようだ。その手て際ぎわのよさにマルクも感謝を捧ささげた。


「助かります。……アイシャ、馬に乗ったことはありますか？」


「ええっと、ロバならありますけど、馬はないです」


　ロバに乗れるならば馬も問題ないだろう。マルクは鐙あぶみに足をかけ、素す速ばやく馬に跨またがるとアイシャに手を貸し前に乗せてやる。


「それでは、この馬をお借りします」





　マルクが馬を走らせると、アイシャは慌あわてたような悲鳴を上げる。


「は、はわわわ、た、高いです。それに揺れてます！」




[image: ]





　馬の首にしがみつくアイシャだが、その声は悲鳴なのか歓かん声せいなのか判別がつかない。


　マルクは軽く手た綱づなを引いて馬の速度を落とすと、鞍くらのとっかかりにしがみつけるようアイシャの座る位置を修正してやる。


「アイシャ。馬車がどちらに向かっているか〝視みえ〟ますか？」


　マルクがそう問いかけると、アイシャはそちらへ意識を集中する。目を閉じているはずだから、馬から振り落とされないよう、マルクはしっかり抱かかえてやる。


「ええっとですね……。街の外に向かってるみたいです」


　この街には駅があり、列車で逃げる方が明らかに安全である。それを使わないならばどこかの家に身を潜ひそめるなど、足取りを隠かくすのが銀行強ごう盗とうの定石である。


　相手はそれすらも知らない素人のようだ。わざわざマルクが出向かずとも、すぐに逮捕されるだろう、その程度の相手である。


　しかし、彼らはマルクの残りの全財産を持って逃走しているのだ。マルクは契約者の執しゆう念ねんを燃やして追つい跡せきする。


　通りの人々は猛もう然ぜんと疾しつ走そうする馬の姿に、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。マルクは太ももでしっかりと下半身を安定させ、馬の腹を軽く蹴けりつけ、馬の速度を上げていく。


「こ、このまま真っ直ぐです！」


　アイシャの悲鳴じみた指示に従い、マルクは馬を走らせる。やがて人の通りが途と切ぎれ始め、通りの向こうに虹にじのような形のアーケードが見えてくる。


「見えましたね」


　アーケードの向こうに、砂すな埃ぼこりを立てて疾走する一台の馬車があった。あれだけ分かりやすく逃げているのだから間ま違ちがいようがない。


　荷台と人間三人を引く馬車と、二人乗りの馬。重量の差から双そう方ほうの距きよ離りは見る見るうちに縮まっていく。


　──さああ、追い詰めましたよ！


　マルクが血走った眼まなこで笑えみを浮かべると、アイシャが悲鳴のような声を上げる。


「マ、マルクさん。あの人たち、こっちに拳けん銃じゆうを向けてますよ！」


「小こ賢ざかしいです！」


　マルクは手綱を横へ振り、馬の進路を左右に揺らす。揺れる馬車の上から左右に揺れる相手を撃うってもまず当たらない。小さな拳銃ならばなおのことである。


　軽い銃声が何度も響くが当たることはない。しかし馬の方は銃声に驚いたらしく、落ち着きをなくしてしまう。マルクはそれをなだめるため速度を落とさざるを得なくなった。


　あいにく、マルクは飛び道具を持っていない。投げナイフならばあるが、アイシャを支えつつ馬を走らせてでは手がふさがっている。そしてマルクの能力も移動しながらでは使えなかった。


「アイシャ。あの馬車を止められませんか？」


「え、ええっ？　の、能力でですか？」


「はい。能力でです」


「うぅ……、や、やってみます」


　有う無むを言わせぬマルクの声に、アイシャは涙なみだ声ごえで従う。


「マルクさん、ちゃんと支えてくださいよ？」


　そう言うとアイシャは鞍につかまっていた手を離はなし、視界を隠すように顔の前で交差させる。マルクはその体が振り落とされないよう、馬の速度を落としてしっかり支えてやる。


「撃ち抜ぬけ──〈バーラ・ルー〉」


　普ふ段だんの元気の良い声とはかけ離れた冷たく低い声。


　その一言を合図に、前方の馬車の後部が灰色に変色していく。揺れで狙ねらいが定まらないらしく、灰色の範はん囲いはあちこちに広がる。


　やがて、バキン──と不ふ吉きつな音を立てて、車輪の一つが弾はじけ飛とぶ。


　強盗たちの絶ぜつ叫きようが、心地ここちよく木霊こだました。


　馬車は見る見るうちに解体され、三人の強盗が地面に放ほうり出される。馬車を引いていた馬は、その残ざん骸がいだけを引きずってどこまでも駆かけていった。


　マルクは馬を止めると静かに地面に降り、それからアイシャを馬から下ろしてやる。


「アイシャ。ご苦労様でした。あとは私がおヽ片ヽ付ヽけヽしましょう」


　優やさしく言ったはずなのだが、アイシャは何な故ぜか怯おびえたように後あと退ずさっていた。


　そうしている間、強盗たちは地面でうめき声を上げるばかりだったが、その中の一人が勇ゆう敢かんにも立ち上がり、銃を構える。


　マルクは瞳に契約者特有の暗い翳かげを揺らしゆっくりと振り返る。


　大きな弧こを描えがいて腕うでを上げ、中指でメガネの位置を修正する。


「撃つのは止やめた方がよいでしょう。……暴発してしまいます」


　相手は素人しろうとなのだ。マルクは心優しくそう教えてあげた。


　銃を構えた強盗──まだ少年の幼さを残した顔立ちの青年は、忠告されて自分の拳銃へ視線を落とす。


　その銃口には、いつの間にか銀食器のナイフが突つき刺ささっていた。


「わあぁあああああぁぁぁぁぁぁああっ！」


　青年の悲鳴が荒こう野やに響ひびき渡わたる。


　マルクは大げさな仕草で気を引きつつ、反対側の腕でナイフを投げていた。素人相手に使う技術ではないはずだが、マルクに躊ちゆう躇ちよはなかった。


　腰こしを抜かしたようにへたり込みながらも、青年は果敢に二挺ちよう目めの拳銃を抜く。


　パンッ──軽い音を立て、銃ヽ身ヽがヽ破ヽ裂ヽする。


　マルクの影かげは人の形を、いや山犬プリンシツプの形すらしていなかった。歪いびつに捻ねじれたイバラのような輪りん郭かくを描えがき、青年の足下まで伸のびていた。


　マルクの能力は相手の影を拘こう束そくするだけではなく〝破は壊かい〟もする。その力で拳銃だけ破壊したのだった。


　素人相手に能力まで使う必要はまるでないはずなのだが、マルクは瞳に仄ほの暗ぐらい契約者の翳を揺らし、手加減する様子はない。


「マ、マルクさん？　あ、あの、そこまでする必要はないんじゃないですか？」


　さすがにやり過ぎだと感じたらしく、アイシャは慌てたように止めてくる。マルクは紳しん士し的にゆっくり落ち着き払はらった様子で首を横に振る。


「他者から物を盗むことがどんなことに繫つながるのか、ここできちんと教えておかねば、彼らはいつか取り返しのつかないことをしてしまいます」


　なにやらもっともらしいことを言うマルクに、アイシャは「そうなのかな？」と言いたげに首を傾かしげつつも引き下がってしまう。


　一方、唯ゆい一いつ味方をしてくれそうな少女が言いくるめられてしまったことに、強盗の青年はこの世の終わりのような表情で震ふるえ上がる。他の二人も同じように身を起こし、同じように震えていた。見れば全員まだ若く、せいぜい二は十た歳ち前後といったところだ。


　マルクが静かに歩を進めると、拳銃を破壊された青年が後あと退ずさるように地面でもがく。


「ひ、ひ、こ、ここ、殺さないで……」


　命いのち乞ごいをする青年に、マルクは温かにして紳士的な微び笑しようを返す。


「殺さない方がよろしいでしょうか？」


　そう問いかけると、青年はかくかくと首を上下させる。


「ここで死んだ方が楽な場合もございますが、それでも生かしておきましょうか？」


　殺さずになにをされるのか、いろいろと悲ひ惨さんな光景を想像したのだろう。青年は壊こわれた胡桃くるみ割り人形のようにパクパクと口の開閉を繰くり返す。





　この瞬しゆん間かん、強盗たちは犯罪に手を染めると執しつ事じが殺しに来るという強きよう迫はく観かん念ねんを刻み込まれた。


　彼らは保安官へ自首し、数ヶ月の留置場生活を経て真ま面じ目めに働くようになる。その後それぞれ手の器用さ、経営の知ち恵え、営業の才能に目覚め、大陸でも有数の火力車オートランナメーカーとして成功を収めることとなる。





　そんな未来を知る由よしもない青年は、生まれてきたことを後こう悔かいするような表情を浮うかべて硬こう直ちよくしていた。


「ま、待ってください！　と、盗とった金は返します。だ、だから、ニコルを許してやってください！」


「お、俺おれからもお願いします。こ、こいつ、び、病気の妹がいて、それでつい」


　地面に額をこすりつけ、強盗たちが金の詰まった鞄かばんを差し出すと、マルクからそれまでの鬼おにのような殺気が噓うそのように霧む散さんする。


「分かっていただければよいのです。さあ、私の金を返してください」


　強盗の一人から鞄を受け取ると、マルクは慈じ愛あいに満ちた微笑を浮かべ──それから引ひき攣つったように硬直した。


　ザザアアァァァ──聞き覚えのある不吉な音を立て、鞄が見る見る軽くなっていく。


　視線を落とすと、鞄はあちこち灰色に変色しており、その底にはぽっかりと大きな穴が開いていた。そこからこぼれるのもやはり灰で、僅わずかに紙し幣へいの原形を留とどめていたそれも風に吹ふかれて散っていく。


　マルクは微笑を浮かべたまま、その顔色をだんだん青く……いや、それすらも通り越して土色へ変えていく。


「アイ、シャ……？」


　ぎこちない動作で振ふり返ると、アイシャは驚おどろいたように両手を口に添そえていた。


「ご、ごめんなさいマルクさん。揺ゆれてたから狙いが定まらなくて……！」


　心優しい少女は、慌あわててパタパタかけてくると、しゃがみ込んで強盗たちの怪け我がを確かく認にんする。どうやらマルクの表情から〈魔ま眼がん〉の流ながれ弾だまが強盗に命中したと考えたらしい。強盗は大事に抱えていた鞄が盾たてになったおかげで流れ弾には当たっていないようだ。


「ああ、よかったです。酷ひどい怪我じゃないです。でも、ちゃんとお医者さんに行った方がいいですよ？」


　アイシャの温かい言葉に、強盗たちの目にも涙なみだが浮かぶ。


「お、俺、自首します。自首して、きちんと働きます」


「よかったですねマルクさん。ちゃんと伝わったみたいですよ。……マルクさん？　あれ、マルクさん、どうしちゃったんですか？」


　アイシャが不思議そうな声を上げるが、マルクの耳に届くことはなかった。


　風に巻かれた灰をかぶって、マルクは見た目も中身も真っ白に燃もえ尽つきていた。


「俺、盗ぬすんだ金はきちんと働いて返すよ。いつになるかは分からないけど、必ず返す」


　強ごう盗とうたちは、健気にそんなことを呟つぶやいていたが、いつになるかも分からないそんな誓せい約やくがマルクの心に響くことはなかった。
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　結局、盗まれた金額はさほど大きなものではなく、その大半はマルクのもので、銀行には目立った損害はなかった。


　廃はい人じん同様のマルクはアイシャに手を引かれ、銀行でエルミナの預金を下ろし、古本市の店に戻もどってきた。


「まあ、マルクがさんざん脅おどしたなら、報復にも十分じゃねえかな」


　ロッジはそう言って強盗たちに寛かん容ような態度を示し、店の奥おくへと引っ込んでいく。


　エルミナは、すでに本を選び終わったらしく、何本もの塔とうを建設したテーブルにつき、また飲み物を啜すすっていた。


「……預金を下ろしに行ったのではなかったのかね」


　真っ白になったマルクに、エルミナは心底不思議そうな声を上げる。どうやらマルクが強盗だと騒さわいでいたときも、書しよ架かに夢中で気づいていなかったらしい。


「まあ、いろいろありまして……」


　マルクが空くう虚きよな笑みを浮かべ、なんとかそう返すと、エルミナは幽かすかに眉まゆを顰ひそめる。それからなにか思い悩なやむように宙へ視線を泳がせ、そして決心したように頷うなずいた。


「……では、また街を案内してもらえまいか」


「はあ、今からでございますか？　こちらはどうされます」


　マルクが無数の本の塔へ視線を向けると、エルミナは問題ないというように首を振る。


「……ここのものが屋や敷しきまで運んでくれるそうだ」


「はあ、そういうことでしたら問題ありませんが……」


　マルクがそう答えると、エルミナは立ち上がって出口へ向かう。


「あ、お嬢じよう様さま。どこを案内いたしましょうか？」


　そう問いかけると、エルミナはピタリと足を止め、それからずいぶん躊躇ためらいながらこう言った。
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「……君の、行きたいところでかまわない」


　エルミナの案内をするのにマルクの行きたいところに行くのならばあべこべである。その意図が理解できず、マルクが首を傾げていると、アイシャがそっと耳打ちをしてきた。


（たぶん、好きなところで遊んでいいって意味だと思いますよ？）


　そう言われて、マルクはようやく励はげましてもらったのだと理解できた。


　その反応の遅おそさから憤ふん慨がいしたように目を細める主あるじに、マルクは丁てい寧ねいに腰を折った。


「お嬢様の仰おおせのままに」





　その日、マルクは有り金を全すべて失ったわりには、それほど落ちこむことはなかった。
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　古本市の景色破片が舞い散る書庫にて、エルミナは珍めずらしく苦く笑しようのような表情を浮かべた。


　今度は、ひと月半ほど前だろうか。


　ある事件で重傷を負っていたカナメは全治一ヶ月と診しん断だんされ、ベッドから起き上がることもままならなかった。


　一方アーロンは、庭師として目覚ましい働きを見せてくれていた。人の思考を読み取る彼の能力は、なんと植物に対しても有効らしい。剪せん定てい技術自体は未熟な点も見当たるのだが、彼がきてから庭の瑞みず々みずしさというものが格段に変わった。


　あの二人は、もうこの屋敷にはいなくてはならない人間である。そんな彼らがやってきた直後の話だ。


　あの日、古本市で本を見終わった後、どういうわけかマルクが落ち込んで……いや、絶望しきった表情をしていたので、エルミナとしてもさすがに慌てた。


　ひとしきり戸と惑まどった結果、その少し前にマルクから街中を案内されて楽しかったことを思い出し、今度はマルクを案内してやろうと考えたのだ。


　マルクは特別ものを欲しがったりしないので、料理店で食事をご馳ち走そうするくらいのことしか思いつけなかった。それで以前、アドナイという街の鉱山主から紹しよう介かいされた店に行ってみたのだが、あまりマルクの好みではなかったのか、ずいぶん居い心地ごこちが悪そうにしていた。後から、アルバ──マルクとは仲が悪い──が経営している店だと知ったのだった。


　結局、マルクを大変な目に遭あわせただけだったような気がする。


　思い返すと痛々しい気持ちになったが、それでもそのときエルミナは楽しかったのだ。





　──カチコチカチコチ──次へと誘いざなうように、歯車は廻まわる。





　時計の音色は、今度は地下から響ひびいていた。


　地下は使用人の生活区である。厳格だった父は、間ま違ちがってもここへ足を踏ふみ入れようとはしなかった。しかしエルミナはときおりエミリオと二人でここに降り、使用人たちからお菓か子しをもらったり遊び相手になってもらったりしていた。


　ただ、このエミリオが眠ねむり始めてからは、自分からここに降りようとはしなかった。


　抵てい抗こうを感じるようになったわけではない。エルミナの手を引いてくれる半身がそこにいないからである。


　──いや、最近は降りることもしばしばあったのだったね。


　マルクがやってきてから、エルミナがこの地下に降りることはしばしばあった。


　それを思い返しながら、エルミナは地下への階段を下りていった。


　上方の小さな通風口からしか明かりが差し込まないここは、薄うす暗ぐらくてどこか清潔感を欠いて見えた。マルクたちも毎日掃そう除じをしているはずだが、屋敷自体はラチナスのものを再生しているのだ。薄暗い雰ふん囲い気きまでが変わるはずもない。


　一人で歩く地下はどこか不気味に感じられたが、時計の音色はこの奥である。


　意を決して歩を進めると、やがて小さな扉とびらにいきついた。


「……ここは、酒蔵？」


　エルミナは、一度ここに来たことがあった。


　──ということは、次はあの日のことだろうか？


　次の記き憶おくの正体を察してしまい、エルミナは扉に触ふれるのを躊ちゆう躇ちよした。あまり思い出したくない記憶なのだ。





　──カチコチカチコチ──そんなエルミナを急せかすように、歯車は廻り続ける。





　時計の音に急かされ、エルミナは観念したように扉を押し開けた。


　扉の向こうには、規則正しく整列した酒さか瓶びんの群れ。そして、足あし下もとに一つだけ割れた酒瓶が転がっていた。


　酒蔵に足を踏み入れたエルミナは、それに気づかず蹴け飛とばしてしまった。





　ピシン──そして、酒瓶同様に世界は砕くだけた。
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「酒蔵……、ですか？」


　ずり落ちてきた丸メガネを押おし戻しつつ、マルクは怪け訝げんそうに訊きき返した。


　皺しわ一つない燕えん尾び服ふくと真っ白な手て袋ぶくろには、翼つばさを模かたどった紋もん章しよう。濃こ緑みどりの紐ひもネクタイに、困ったような笑み。ヴァレンシュタイン家の執しつ事じである。


　二階まで吹き抜ぬけの玄げん関かんホール。床ゆかには正方形の大理石が隙すき間まなく敷しき詰つめられており、真まっ直すぐ赤い絨じゆう毯たんが敷かれている。そこに三人の男女の姿があった。


「うん。君も気づいてるだろうと思うけど、この屋敷は使用人の数が足りないんだ。だから酒蔵まで掃そう除じの手が回らなくてね」


　言っている内容とは反比例して、ゆるみきった空気を醸かもし出しているのはドミニクである。メガネこそないが、マルク同様の格好。使用人を束ねる家令という立場である。


　現在、この屋敷に存在する使用人はマルクを含ふくめて三人だけだった。屋敷は城のように広く、その庭園は街の一区画ほどもある。当然、屋敷の中だけでも手て一いつ杯ぱいだった。


「ドミニクさん……、見み損そこないました。あたしの知らないところで、そんな悪いことをしてたなんて……」


　涙なみだを浮うかべて呟つぶやいたのは、マルクの隣となりに整列していた少女アイシャだった。先住民クーランと呼ばれる民たみで、褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。真っ白のヘッドドレスと前まえ掛かけの侍じ女じよ姿である。


「あれ？　おかしいな。アイシャの前じゃなにもやってないはずなんだけど……」


「あ、あたしの前でなかったらいいと思ってるんですか？」


「だって、エルミナお嬢様はわりといい加減だからあまり気にしないと思うし、マルドゥーク君なら…………ねえ？」


　何な故ぜか同意を求めるような言葉に、アイシャは裏切られたような表情を浮かべる。
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「そんな、マルクさんまで……！」


　──何故、そこで私が責められているのですか？


　勝手になにかの共犯者に仕立て上げられ、マルクは軽い頭痛を覚えた。


　しかし確かにいろいろやってきたのは事実であり、ほんの数日前、機き関かん銃じゆうであちこち撃うたれて帰ってきたりしたこともある。放ほうっておくと、自分も知らない余罪を着せられそうなので、マルクは自分の名めい誉よのため仲裁に入ることにした。


「アイシャ。確かに今の時代、外での飲酒は禁じられていますが、所有しているだけなら罰ばつせられはしないのですよ」


「え？　そうなんですか？」


「はい。禁酒法はアルコールの取引──つまり、製造、販はん売ばい、運輸を禁じたものであり、所有していたお酒まで廃はい棄きさせるものではないのです。ですから、蔵の中にお酒を持っている方は、比較的大勢いるのですよ」


　開かい拓たく時代が終わり、治安の問題が深刻化すると、何故かフロアティナという国は「酒がなければいいんだ！」という結論を導き出し、禁酒法を布しいた。


　結果は逆に治安が悪化したようにしか見えないのだが、未いまだ撤てつ廃ぱいされる兆きざしはない。ついでに述べるならば、飲酒自体は禁じられていないので、自宅で飲んでいたところで罪に問われることもない。


　そういった経けい緯いを説明すると、ドミニクはいつも通りのゆるんだ表情で胸を張った。


「その通り。禁酒法があっても蔵の中の紫房果プルテア酒がなくなるわけじゃないんだ」


「それは分かりましたが、私でよろしいのですか？」


　マルクはこれでも十七歳。立派な未成年である。その未成年に酒蔵の管理を任せて問題はないのだろうか。


　ドミニクは大きく頷うなずいた。


「執事バトラーっていうのはね。元々酒蔵を管理するものを指す言葉なんだよ。僕ぼくも君くらいの歳としにはやってたし、大だい丈じよう夫ぶだよ」


　──それは一体、何年前の話なのでしょうか……。


　ドミニクは年ねん齢れいが読めない。若いようにも見えるが、実は四十代くらいの中年だと言われても疑問は感じないだろう。


　マルクが疑問に思考を巡めぐらせていると、アイシャが心配そうに呟いた。


「でも、お酒ってうっかり触さわると爆ばく発はつしちゃうんじゃないんですか？」


　マルクとドミニクは同時に首を傾かしげた。


「………………あなたはどういう経緯でそんな話を聞いたのですか？」


「ドミニクさんに言われました！」


「……………………………………ああっ！」


　ほどなくしてドミニクはそれを思い出したらしく、手をポンと叩たたいた。


　先ほどアイシャが〈飲酒→即そく犯罪〉と過か剰じように反応したのはこれが原因のようだ。しかしなんとなくそうなった経緯が想像できたマルクは、ドミニクに同情した。


「執事バトラーなら大丈夫なんですよ」


　優やさしくそう教えてあげると、アイシャは何故か心の底から不服そうな顔をした。


「マルクさん。あたしのこと、少しバカにしてませんか？」


「まさか！　お酒というものはうかつに触ると大変危険なものなのですよ」


　うかつに触ると大変危険なのはアイシャくらいのものだが、彼女の場合は深刻に危険だ。


　その後、今日一日の予定を簡単に確かく認にんし、朝の打ち合わせは終しゆう了りようとなった。
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　酒蔵があるのは、使用人の生活区でもある地下だった。地下とはいっても半分地面に埋うまっているという造りで、天てん井じよう付近からは陽の光も差し込む。風も通るし、湿しつ気けも籠こもりにくく、生活もしやすい環かん境きようである。


　玄関ホールから地下への階段があり、降りるとすぐに厨ちゆう房ぼうが見える。その向こうに手洗い、流し場と続き、酒蔵となっていた。


　紫房果プルテア酒などは日光に当たると傷いたんでしまうため、酒蔵は階段で五段分ほどだが、さらに地下に潜もぐる形になっている。その階段を降り、扉を開けると冷たい空気とともに、アルコールとホコリのにおいが嗅きゆう覚かくを刺し激げきする。


　酒蔵はそう広くはないが、中央が棚たなで仕切られており、その両面と壁かべ一面に収納できるようになっていた。さすがに全部ではないがその半分以上に酒瓶が差し込まれている。


　ざっと見た限りでも百本以上はありそうだ。醸じよう造ぞうも手がけていたらしく、壁側の棚は大きな樽たるがいくつも積み上げられている。


　マルクは手近にあった酒瓶をツイッと指先で撫なでてみる。ホコリがうっすら膜まくを作っており、なぞった跡あとが線になって残った。一ヶ月以上は放置されているだろうことが窺うかがえた。


　しかしそれも無理はない。ドミニクは主の使いで外に出ることが多く、屋や敷しきの中までは手が回らない。そしてアイシャにここを任せるというのは、悪夢に近い選せん択たくだ。


　紫房果プルテア酒は振しん動どうを与あたえると、中の沈ちん殿でん物ぶつが混ざって味が変わってしまう。みだりに動かすわけにはいかないので、軽くホコリを払はらい落とすところから始めるのが無難に思えた。


　改めて酒蔵の中を見み渡わたし、マルクは何気なく呟いた。


「しかし、すごい量ですね。街のギャングたちに売りつければ一財産ですよ──っ！」


　自分で口にしたその言葉に、マルクはハッとした。


「──そうです。この屋敷には普ふ段だんからアルコールを口にするものなど存在しません」


「まあ、あたしもエルミナがお酒とか飲んでるところ見たことないです」


「その通り。そしてここの管理を任されたのはこの私ではありませんか！」


「え、ええ……。そうですよね」


　勢いに任せて振ふり返ると、そこには戸と惑まどった顔をしたアイシャの姿があった。手には白い布きれと水を汲くんだ桶おけが提さげられている。どうやらそれを持ってきてくれたらしい。


　一体、いつからそこにいたのか、マルクは引きつった微び笑しようを浮かべた。


「えー…………、つまり、掃除を頑がん張ばらなければという意気込みです」


「意い欲よく的なんですね」


「はい。意欲的なだけで、決して欲などかいてはいませんよ」


「誰だれも、そんなこと言ってませんけど……」


「うグッ」


「……あ、ええっと、ぞうきんと手桶、持ってきました。使います……よね？」


「え、ええ、ありがとうございます」


　どこかぎこちない笑えみを交かわし合い、マルクは手桶とぞうきんを受け取った。


　アイシャは会話のきっかけでも探すように、酒蔵の中をグルリと見渡す。


「これって、全部お酒なんですか？」


「ええ、そうですよ。私もこれだけまとまった量を見るのは初めてです」


「……でも、これが本当に爆発しちゃうんですか？」


　言いながら不ふ審しんそうにアイシャは眉まゆをひそめていた。いくらこの少女でも、騙だまされているのだと感じたのかもしれない。


　アイシャは酒さか棚だなに手を伸のばす。マルクがハッとしたときには手て遅おくれだった。その手は近くにあった酒さか瓶びんを持ち上げていた。


「──あ！」


　どうやらホコリで手が滑すべったらしく、それはもはやわざとやっているのかと問いたくなるタイミングで、アイシャの手から酒瓶がずり落ちていた。


　バンッ──石造りの酒蔵ではいやに大きく聞こえた踵かかとの音。


　マルクが思いっきり足を踏み込み、その靴くつ底ぞこの音に驚おどろいたアイシャがヒッと息を呑のんで肩かたをすくめていた。


　落下した酒瓶は、地面に接する寸前──マルクの靴の少し上で静止していた。注つぎ口ぐちの方が下になっており、しかも若じやつ干かん傾かたむいている。その状態で支えもなしに静止することはありえないし、しかもそれは確かに宙に浮いていた。


　マルクが踏んだのは酒瓶の〝影かげ〟だった。マルクの能力は、そうして直接踏みつけたならば影を操作せずとも対象に干かん渉しようできる。そうして酒瓶を〝拘こう束そく〟したのだ。


　アイシャは気だてもよく、細かいことにも気が回る娘むすめなのだが非常に不器用である。


　両手の手桶とぞうきんを床に降ろすと、マルクは宙に浮いたままの酒瓶をヒョイと拾い上げる。そしてずり落ちた丸メガネを押し上げた。


「いいですかアイシャ？　アルコールという液体は可燃性で非常に危険な物質なのです。扱あつかいには細心の注意が必要なのですよ」


　大げさに注意をすると、アイシャは硬こう直ちよくしたまま首をカクカクと上下させる。能力まで使って止めたのだから説得力があったらしい。


「はい。そういうわけで、ここはあなたにとって非常に危険な場所です。掃そう除じ道具は助かりましたが、あまりここには踏み入らない方がよいですよ」


　恐おそらくドミニクのときも同じようなことがあり、酒は爆発するような危険物だから近づいてはいけないと教え込んだのだろう。


　アイシャは肩を落として両手の人差し指同士をくるくると絡からめる。


「だって……、心配だったんですよ」


　この少女には悪意というものが存在しない。爆発物があると教えられ、本当に心配したのだろう。マルクは少しきつく言い過ぎたことに気づき、笑いかけた。


「まあ、アイシャがもう少し大きくなったらお酒のこともお願いしましょうか」


「……マルクさん。それはいくらなんでもあたしのことを子供扱いし過ぎだと思います」


　アイシャは実じつ年ねん齢れいよりもさらに幼く見える容姿である。むくれるとなおさらだだっ子のようにしか見えない。


　マルクは噴ふき出しそうなのを微笑で誤ご魔ま化かし、アイシャを酒蔵から追い立てた。


　簡単にホコリを払い落とし、箒ほうきで床ゆかを掃はくと、巻き上がったホコリで息もできなくなった。普段から掃除をしていればこんなことにはならないのだが、この屋敷の状じよう況きようでは仕方がない。


　──そもそも、この屋敷で掃除の必要があること自体がおかしいとは思うのですがね。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷。敷地内で破は壊かいや変異が起こったとしても、蜃気楼のごとく元に戻もどってしまう。先日アイシャがうっかり壁かべに大穴を空けたときでさえ、一時間と経たたず元に戻っていた。


　そんな復元能力があるにも拘かかわらず、ホコリや汚よごれは着実に蓄ちく積せきされるのだ。


　──ですがまあ、掃除の必要までないのなら、この屋敷に使私用た人ちがいる理由もなくなるのですがね……。


　不満を重ねつつも、マルクは自分がこの屋敷にいる理由があることにホッとしているのだった。


　マルクは一度酒蔵から退散し、ポケットから銀時計を取り出す。三日月のように反り返った翼つばさの紋もん章しようが彫ほり込まれた懐かい中ちゆう時計で、数日前にもらったばかりの新品である。時間を確かめると短針は十を指している。


　──そろそろ紅茶の時間ですね。


　酒蔵の中のホコリが収まるまで少し時間がかかりそうだ。マルクは衣服からホコリを払い落とし、厨房へと足を向けた。


　そのとき、マルクは空気の入れ換えのため、扉とびらを閉めなかった……。





　かまどの中には、使いかけの薪まきがくべられている。火つけ石を打って火をおこし、薬や缶かんに水を注ぎ込む。この屋敷は築三百年は経っていようかという古めかしい建物ではあるが、水道工事くらいは施ほどこしてある。


　湯が沸わくまでの間に磁器のトレイを用意し、ティーポットとカップを手て際ぎわよく並べていく。それから貯蔵庫の中から鬱金玉デイーナを取り出し、丁てい寧ねいに水洗いした後、輪切りにする。


　そうしているうちに沸いた湯を、空のティーポットに注ぎ込む。ほどよく温まったことを確認し湯を排はい出しゆつ。上質の紅茶葉を投入し、続けて湯を注入。胸がすくような上品な香かおりが漂ただよう。ティーポットの隣となりに輪切りにした鬱金玉デイーナを並べて完成する。


　チリンチリン──


　それを見計らったかのように、小さなベルの音が響ひびいた。使用人を呼ぶための鈴すずだ。


　──時間通りですね。


　マルクは苦く笑しようしつつ、ティーセットを抱かかえる。呼よび鈴りんの主あるじがこの時間は寝しん室しつにいることは少ない。書庫に籠もっているはずだ。


　ある程度近代的な屋敷ならば、部屋ごとに固定のベルが用意されている。それが地下の厨房や廊ろう下かなどに直結しており、どこで鳴ったのか分かる仕し掛かけが施ほどこされている。


　しかしこの屋敷はそういった装置が考案される前の時代のものらしく、ベルが鳴れば主を捜さがさなければならない。それゆえマルクはエルミナの行動を予測しておかなければならなかった。


　そちらの工事もしてほしいものだが、あいにくと現在の屋敷ではそんな工事をしたところで数時間後には元の屋敷に戻ってしまうのだろう。


　石造りの古めかしい階段を素す早ばやくも静かに駆かけ上る。使用人の生活区である地下から、豪ごう華かながらも気品ある室内装そう飾しよくの玄げん関かんホールへ抜ぬけると、やはり世界の違ちがいを感じる。


　マルクはそのまま書庫の扉の前に立つと、静かに扉を二度叩たたく。入るよう、返事が来るのを待ってから、静かに扉を開ける。


　書庫は天井こそ低いが玄関ホールに比ひ肩けんする広さである。そしてその広大な書庫の壁は全すべて本で埋め尽つくされている。実際に数えたことはないが、蔵書は数十万冊に及およぶだろう。


　その膨ぼう大だいな量の書物に取り囲まれ、部屋の中央には一人の少女が腰こし掛かけていた。


　流れる髪かみは見事な金色だが、肩にかからぬ短さに切りそろえられている。瑠る璃り色いろのドレスに包まれた肌はだは、陶とう器きのように滑なめらか、かつ汚けがれない純白。


　この屋敷の主にしてヴァレンシュタイン家の当主エルミナ＝ヴァレンシュタイン。側そばによると思わずため息が漏もれてしまうような美しい娘である。


「お呼びでございましょうかお嬢じよう様さま」


　マルクが踵をそろえて腰こしを折ると、少女は翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを向ける。見つめられればどこまでも吸い込まれそうな深い翳かげが揺ゆれていた。


「……用意がいい」


　銀啼鳥ソローネがさえずるように澄すんだ音色だというのに端たん的てきかつ抑よく揚ようのない声。しかし彼女は気分を害したわけではなく、普段からこんな状態だった。


　テーブルの上にティーセットを並べていると、ティーポットの中の紅茶も十分に蒸むらされている。カップへと注ぎ込むと、エルミナも本を閉じてひとときの休息をとる。鬱金玉デイーナを浮うかべるとカップを傾け、小さな唇くちびるから満足そうな息をつく。


　普段、人形じみて表情を動かさない彼女が表情らしい表情を見せてくれる瞬しゆん間かん。マルクも側に佇たたずみつつ楽しむ。


　やがてカップが空になったので次の紅茶を注ぎ込むと、エルミナは不意に顔を上げた。幽かすかに眉が顰ひそめられ、怪け訝げんそうな様子だ。


「……酒蔵の掃除かね」


「え？　ええ、ドミニクさんに言われまして。……よく分かりますね」


　エルミナは黙だまったまま自分の鼻にツンと指を当てる。


「ああ、においですか？　申し訳ありません。考えが至りませんでした」


　確かに酒蔵の中はかなりアルコール臭くさかった。醸じよう造ぞう樽だるまであるのだから当然なのだが、酒を飲まない人間にとっては不快なものかもしれない。


　マルクが頭を下げると、エルミナは首を横に振ふった。


「……いや、どんなものがあるのかね」


「そうですね。蒸留酒ブランデーなども少しはありましたが、大半は紫房果プルテア酒でしたね。橙麦バクツス酒はなかったように思います」


　簡単に説明すると、エルミナは表情のない眼まな差ざしを向けてくる。初対面の人間なら怒おこらせたのかと思うところだろうが、恐らくただ話を聞こうと姿勢を正しただけだろう。


「……先日流れたパーティだが、また招待が来ている。アルコールを勧すすめられることはないと思うが、少し予備知識が欲しい」


　どうやら社交のために聞きたいらしい。


「なるほど。そういうことでしたら、ご説明させていただきます」


　そう答えると、エルミナはカップの中の紅茶を飲み干し、ソファから立ち上がる。


　どこに行くのかとマルクが首を傾かしげると、エルミナは「なにをもたもたしているのだ」とでも言いたげに振り返った。


「……説明してくれるのだろう？」


「ええっ、酒蔵で、ですか？」


「……実物があるのだから見ながら教えてもらいたい」


「で、ですが、酒蔵は地下ですし、その、お嬢様がいらっしゃるようなところではありませんよ？」


「……ここは、私の屋や敷しきだと考えているのだが」


「いや、それはそうですが……」


「……マ、ル、ク」


　エルミナにしては珍めずらしく反論を許さないような強い口調だった。マルクは彼女と交かわした契けい約やく上、命ヽ令ヽには逆らえない。しかしそれとは無関係に有う無むを言わせない迫はく力りよくだ。


　しかしこの脅おどすような、責めるような態度は一体何な故ぜだろう。なにより普ふ段だんどこを見ているのかよく分からないような眼差しが、今は真まっ直すぐ真しん摯しに自分に向けられている。


　ひとしきり動どう揺ようした後、結局駄だ目めとは言えず、マルクは仰ぎよう々ぎようしく頭こうべを垂れた。


「お嬢様の仰おおせのままに」
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　酒蔵へ降りると、ホコリはすでに収まっていた。エルミナが入っても、服を汚すようなことはないだろう。


　階段で躓つまずかないように手を貸して招くと、エルミナは少し目を大きくした。酒瓶の量といい、掃そう除じ途と中ちゆうのホコリっぽさといい、彼女からしてみれば親しみのないものだろう。


　マルクは酒瓶の棚たなをグルリと見回し、赤と白の違いから大ざっぱな説明を始める。


「基本的に紫房果プルテア酒には赤と白があります。この違いは原料の違いもあるのですが、一番の理由は製法の違いでしょうか。赤は果実を皮ごと醸じよう造ぞうするのに対し、白は果か汁じゆうだけを使用するのですよ」


　予備知識が欲しいと言うだけあって、エルミナは本当に初めて聞くことのようだ。真しん剣けんに聞き入っている（禁酒法の時代に詳くわしい方もどうかと思うが）。しかし、どこか嬉うれしそうに見えるのは何故だろうか……。


「……この棚というものは、どういった区別で分けられているのかね」


「そうですね……、私もまだ整理を始めたばかりなのでなんとも言えませんが」


　答えながら、マルクは棚に寝ねかせられる酒瓶のラベルを確かめていく。


「紫房果プルテア酒は、大ざっぱには原産地で区別されています。原産国、地方、そして生産者。基本的に紫房果プルテア酒の名めい称しようは生産者、あるいはその地方の名です。そこに醸造年を加え最終的な名称となります」


　ラベルの表記を示しながら解説するマルク。


「ですから棚も原産国から区別して並べられているようですね。原産国として有名なのはゴルドラ王国でしょうか。ラチナス神聖国も少ない生産量ながらも上質なので知られています。どちらも当たり外れはありますが、外れ年でも寝かせているうちに名酒に変わることがあります」


「……当たり年と外れ年の見分けはどうつけるのかね」


「そちらは周りの評判と、自分の舌を頼たよるしかありませんね。私もあまり詳くわしくは分かりません」


「……十分に詳しいと思うのだがね」


「まあ、ギャングの方からお話を伺うかがう機会がありまして……」





　この屋敷に来る前のマルクは、ギャングたちの用心棒として収入を得ていた。


　そのころ彼はあまり一いつ般ぱん的でない格好をしており、未成年だと認にん知ちされることが少なかった。いや、正確には年ねん齢れいなどどうでもよく思われてしまうような格好をしていたのだ。


　周囲のギャングたちは、雇やとい主ぬしでさえ彼を面めん妖ようと……もとい畏い怖ふし、それでもなんとか会話を試みようと考えるものは酒について説明してくれるのだった。


　──彼らも契約者相手になにを話せばいいのか分からなかったのかもしれませんね。


　実際のところマルクの格好で黙って側にいられると、なんでもいいからしゃべっていないと息が詰つまりそうだっただけなのだが、彼にはそういった自覚が欠けつ如じよしていた。





「それにしても、この量の紫房果プルテア酒をどうやって仕入れたのでしょうかね」


　何気なく口にしたその疑問は失言だったらしい。エルミナの肩かたがピクリと震ふるえた。


　マルクは気づかなかったふりをして、流してしまおうかと思ったが、エルミナは振り返らないまま静かな声で呟つぶやいた。


「……よその貴族と付き合うにはこういった蓄たくわえが必要だったらしい。それで無ヽ事ヽだヽっヽたヽものをドミニクが運んだのだがね。こちらでは禁酒法が布しかれていたのだ」


　エルミナはある事件で屋敷ごと身内を亡なくしている。そのことに触ふれるのは彼女にはまだ苦痛のはずだが、それでもできるだけ隠かくさず話してくれたのだ。


　そうして言いにくいことを打ち明けてくれるのはやはり嬉しいことであり、マルクは姿勢を正して丁てい寧ねいに腰を折った。


「しかし、これだけの紫房果プルテア酒をただ寝かせておくのも惜おしいですね。ご興味があるのでしたら昼食ランチか夕食デイナーにでもお並べしますが」


　エルミナはそれを思案するように翠玉の瞳を泳がせたが、すぐに首を横に振った。


「……いや、いい。どんなものか知りたいだけなのだ」


「ですがお嬢じよう様さま。執事バトラーとは本来、酒を給仕するものです」


　朝方ドミニクから言われたことをそのまま語ると、エルミナは言葉を詰まらせた。珍しい反応である。もう少し追い詰めれば、表情を動かしてくれるかもしれない。


　軽いイタズラ心を抱いだいてマルクはさらに続けてみる。


「この屋敷では誰だれもお酒を召し上がらないので私はとても困っています」


「……私は未成年なのだが」


「そうでございますね。かといって私ども使用人が勝手に飲むわけにもいきません。どうしたらよいでしょうか」


「……執事バトラーのやるべき仕事は他ほかにもある」


「それはもちろんそうでございますが、果たすべき職務が果たせないというのも悲しいことなのです」


　そう言って俯うつむいてみせると、エルミナは相変わらず無表情だったが落ち着かないようにスカートを揺らしていた。もう一ひと押おしかななどと思いつつ、その横顔を覗のぞいていると、視線が合ってしまった。


　エルミナが片方の眉まゆをピクリと揺らした。


「……なるほど。よく分かった」


「え？」


「つまり君は法を犯おかしてでも誰かに給仕しなければ困るのだね」


「あ、あの、お嬢様？」


「私も不本意ではあるが、そこまで困っているのならば仕方がない。心ゆくまで給仕するといい」


　普段とは違ちがい、淀よどみない滑なめらかな口調にマルクはうろたえた。


「待ってください。お嬢さ──」


「しかし主が使用人に対して全面的に従うというのも問題だね。だから代金を君の給金から差し引かせてもらうというのはどうだろうか」


　──何故、そこに結論がたどり着くのですか……！


　ここにある紫房果プルテア酒はどれも一流の品物だ。つまり値段も一流である。そしてこの時代酒代とはもちろん闇やみ相そう場ばであり、当然使用人の給料では一本分も支し払はらえるものではない。


　マルクが顔面蒼そう白はくになると、エルミナは顔を背そむけて肩をプルプルと震わせていた。怒いかり狂くるってるのかと思いきや、クスクスと堪こらえきれないような吐と息いきを漏もらしていた。


　どうやらからかわれてしまったらしい。マルクが唸うなると、エルミナはようやく振り返った。そこにあったのは契約者の暗い翳かげではなく、まだぎこちなさはあるものの確かに笑え顔がおと呼べるものだった。


　──少し、素す直なおに笑えるようになったのですね……。


　エルミナはアイシャとは対照的に表情を動かさない。彼女の美び貌ぼうでその無表情は、人形のようで人間味がなく、近寄り難がたい。


　それが表情らしい表情を浮うかべてくれれば魅み了りようされずにはいられない。それが愁うれいでなく笑みであったなら、もはや見み惚とれるなというのは不可能な話だった。





　しかし次の瞬しゆん間かん、その微び笑しようは突とつ然ぜん凍こおり付いた。エルミナは炎ほのおでも避さけるように酒さか棚だなから離はなれる。


「お嬢様？」


　先ほどまでの微笑は見る影かげもなく、今は暗い翳を揺ゆらした契約者の瞳ひとみで、エルミナは周囲に目を配らせていた。


　マルクはようやくその意味に気づき、エルミナを背に隠すように立った。





　──〈アルス・マグナ〉──それがエルミナの精せい霊れいの名だった。


　少々特異な能力を持っており、初対面の日にマルクを思い出すのも切ないほどあっさり返り討うちにした。未いまだその能力は片へん鱗りんしか見せていないが、それでも他の契約者を完全に圧あつ倒とうしている。マルクはそんな力を持つエルミナを超ちよう越えつ者しやと呼んでいた。


　その力を欲ほつするもの、疎うとましく思うもの、それはもう求きゆう婚こん者しやのごとき熱意でエルミナを狙ねらっている。





　マルクは完全抑よく制せいされた微笑を浮かべながらも、内心激しく動揺していた。


　エルミナに刺し客かくが向けられるのは珍しいことではない。郵便屋が荷物とともに拳けん銃じゆうを差し出すくらいのものなのだから。


　しかし、この距きよ離りに近づかれてマルクが気づけないという事態は初めてのことだった。ましてや、この屋敷の主たるエルミナに気づかれないなど、考えられない事態だ。


「──〈クフ・リーン〉」


　マルクは自分の契けい約やく精霊に語りかける。その影が人型であることを止やめ、バラバラと毛糸のように解ほぐれていく。


　やがてマルクの影は蜘く蛛もの巣すのように細分化し、酒蔵の床ゆかを覆おおい尽つくす。室内という限定空間で、マルクの能力から逃のがれる術すべは存在しない。


　しかし、マルクは微笑の仮面を貼り付けたまま、苦い焦しよう燥そう感かんを覚えていた。


　──逃にがした……？


　マルクの影は、なにものの存在も捉とらえていなかった。捉えたのは規則正しく陳ちん列れつする酒瓶と棚の影だけ。生き物、あるいは動くものの影は捉えられなかった。


「お嬢様。どの辺りにいるか分かりますか」


　この屋や敷しきは、エルミナの能力の支配下にある。先に気づいたのも彼女である。マルクに認識できないことでも見み極きわめられるのではないだろうか。尋たずねてみると、エルミナは真っ直ぐ酒棚の向こうを指さした。


　注意深く耳を澄すましてみると、確かにそちらから押し殺したような息づかいが感じられた。どうやら向こうもこちらの様子を窺うかがっているようだ。


　──どうします。


　物音は酒棚を挟はさんで反対側から聞こえた。マルクの位置から反対側がどうなっているのかは分からない。マルクの能力は地面から足を離すと解けてしまう。反対側を覗きに行くわけにもいかない。


　形あるものは必ず地に影を落とす。その影を搦からめ捕とる影の領域では、襲しゆう撃げき者しやも攻こう勢せいには出られないようだ。しかしまだ相手を捉えたわけではない。それどころか、まだ襲撃者の正体すら確認できていない。


　相手の出方を窺っていると、なにかが背中にトンと触れた。


「──お嬢様……？」
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　いつの間にかエルミナが側に寄より添そってきていた。寒さに震えるかのように自分の肘ひじを抱だき、その瞳は心細そうに揺れていた。


　マルクは驚きよう愕がくを通り越こして戦せん慄りつさえ覚えた。エルミナの能力はマルクなどより遥はるかに強力である。そしてその防衛能力も。そのエルミナがこれほど不安を態度に示すのが信じられなかった。


　──それほどに強力な相手だというのですか……！


「……マルク」


　動どう揺ようしていると、エルミナが弱り切った小鳥のような声で名前を呼んできた。


「……まだ、いるのかね？」


　そこにいたのはマルクの知る超越者ではなく、年相応のただの少女だった。


　マルクは安心させるように微笑ほほえみかける。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、お嬢様」


　エルミナとて傷つくこともあれば不安を感じるときもある。執しつ事じとは、主がいついかなる場合に於おいても快適に過ごせるよう、完かん璧ぺきを以もつて応こたえるための存在である。ならば、主の身から、不安を取り除くのも職務のうちである。


　──私が扉とびらを閉めなかったからです……。


　マルクが初めここに入ったとき、間ま違ちがいなくここにはなにものもいなかった。そしてエルミナが来てからも出入りはない。ならばここを離れている間に忍しのび込まれたのだ。


　マルクは酒蔵に張はり巡めぐらせた影へ意識を傾かたむける。


　──なにが潜ひそんでいるにせよ、酒蔵ごと崩ほう落らくさせれば逃げられません！


　できればこれだけはやりたくなかった。それで失われる酒代は、もはやマルクの一生分の収入を費ついやしても支払える額ではない。


　それでもこの襲撃者を今すぐ始末するには、これ以外の手段は思いつかなかった。マルクが影に破は壊かいを促うながすと──


「──マルクさーん。なにかあったんですかあ？」


　危機感のない声が酒蔵に響ひびいた。マルクが能力を使ったことに気づいたのだろう。アイシャが酒蔵に降りようとしていた。


「アイシャ！　来てはいけません」


　マルクの叫さけびも空むなしく、アイシャは階段を下りてくる。


　──影を縛しばってでも止めないと……。


　ここにはマルクでさえ捕とらえきれない襲撃者がいるのだ。来させるわけにはいかない。マルクが影をそちらに向けようとすると、それを見計らったように──


　タタタタッタタッ──不快な物音が酒蔵に響いた。


　その物音で、マルクは襲撃者がどこに潜んでいたのか理解した。


　──壁かべを走っている……！


　マルクの影は床にしか張り巡らせていない。影とは地に落ちるものなのだから。壁というのは盲もう点てんだった。


　しかしいかに壁に張り付いていようとも、まるで影を落とさないなどということがあるのか？


　疑問を検証する余よ裕ゆうはなかった。襲撃者の音は酒蔵の出入り口──すなわちアイシャのいる場所へと向かっていたのだから。


「アイシャ！」


　マルクが声を上げたときには、襲撃者は侍じ女じよの少女の前に飛び出していた。





　べしっ──





　鋭するどい──とはほど遠い、鈍にぶいというか、気が抜ぬけるというか、そんな音が酒蔵に響いた。


　アイシャは手に持っていた凶きよう器き──使い古された箒ほうき──を襲撃者目がけて真っ直ぐ振ふり下ろしていた。


　マルクとエルミナが呆あつ気けにとられていると、アイシャは箒を持ち直し〝それ〟を拾い上げる。


「ネズミです」


　それは比ひ喩ゆではなくて、本当にただのネズミだった。アイシャの一いち撃げきで息絶えたのか、しっぽをつまみ上げられてもピクリとも動かない。


　それを見て、エルミナは小さく息を呑のんでマルクの腕うでにしがみつく。


「……早く、それを、捨ててきてはもらえないか」


「はーい！」


　元気のいい返事を残し、アイシャはスタスタと酒蔵を去っていく。


　それを見送ると、エルミナは心の底からホッとしたような息を吐はく。マルクは事態が理解できず呆ぼう然ぜん。呆然とし過ぎて張り巡らせた影も見る見る解ほどけて足あし下もとに集まる。


　──襲撃者は……？


「あの……、お嬢様？」


「……なにかね」


「えっと……、ネズミ、苦手なのですか？」


「……私とて、嫌きらいなものくらいは、ある」


　マルクはいつの間にかずり落ちていたメガネを指先で押おし戻もどす。


　──つまり、エルミナはネズミが苦手だから怯おびえていたのですか？


　襲撃者などという大げさなものは存在せず、マルクの影が捕らえられなかったのは、ただ相手が小さすぎたから？


　思い返してみても、エルミナは確かに襲撃者だなどとひと言も言っていないし、ネズミが苦手ならあれも普ふ通つうの反応だろう。


　マルクが脱だつ力りよくしていると、パタパタと元気のいい足音が帰ってくる。


「エルミナー、ちゃんと捨ててきたよ！」


「……助かる」


　エルミナが安あん堵どしたような声を漏もらすと、アイシャは目を見開いてピタリと硬こう直ちよくした。うっかり影かげで縛ってしまったのかと思ったが、能力はすでに解けている。


　マルクが首を傾かしげると、アイシャは気まずそうに一歩後あと退ずさる。


「……もしかして、お邪じや魔まだった？」


　アイシャの視線がマルクではなく、その隣となりに向いていたのでそちらを向くと、エルミナの顔が思ったよりも近くにあった。


　マルクの腕にはエルミナがしがみついたままだった。エルミナは熱いものでも触さわったかのように慌あわてて離はなれる。


　──残念ですね……。


　少なからず落らく胆たんすると、アイシャは恐おそる恐おそる口を開く。


「あの、もしかして、さっき、その、そういうことだから、あたしは来たらいけなかったんですか？」


　そういうことは思っていても確かく認にんしてはいけないことだと知らない少女は、素す直なおな疑問をぶつけてくる。


「……違う」


　それを抑よく揚ようの欠片かけらもない返答で受け流すエルミナ。


「じゃあ、なにをやってたんですか？　能力なんか使って」


　──バレています……！


　マルクが救いを求めるようにエルミナに視線を向けると、彼女は何な故ぜかまるで分からないとでもいうように首を傾げる。


「……さあ、分からないな。君は一体なにをしていたのかね」


　エルミナの表情はいつも通り無表情なのだが、その頰ほおは幽かすかに赤く染まって見えた。


　──あれ？　なんか怒おこってませんか？


　エルミナはドレスの裾すそを直すと、パタパタと慌てるように酒蔵を出て行ってしまう。自分は顔色が変わるほど機き嫌げんを損そこねるようなことをしただろうか？


　アイシャは心配そうにマルクを見つめる。


「なにか危ないものでもあったんですか」


　その〝危ないもの〟を仕留めたアイシャは不思議そうに首を傾げる。


　たかがネズミ一いつ匹ぴきを襲撃者と勘かん違ちがいして能力を駆く使ししたあげく、捕らえられなかったなどと説明できるはずもない。


　マルクが一人唸うなっているうちに、アイシャは酒さか樽だるへと足を向けていた。


「でもネズミがいましたね。この辺、隙すき間まとかに巣を作ってないといいんですけど……」


　言いながら、積み重ねた樽の隙間をのぞき込むアイシャ。暗くてよく見えなかったらしく隙間をこじ開けようと酒樽を押す。それで動くはずもないのだが──


　ボキンッ──不ふ吉きつな音が酒蔵に響いた。


「あれ……？」


　クーラン──大陸先住民は腕わん力りよくが強い。


　満まん杯ぱいに紫房果プルテア酒を蓄たくわえていた酒樽は、クーランの腕力に堪たえきれず爆はぜ割れていた。


　続けて、噴ふん水すいのように噴ふき出される紫房果プルテア酒。正面にいたアイシャは頭からまともにアルコールをかぶる。


　マルクは速すみやかにアイシャを酒樽から引き離すと、慌てて樽を押さえる。しかし溢あふれ出すアルコールを止めるにはあまりに無力だった。
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「は、はわわわ、ご、ごご、ごめんなさい」


「……なんというか、あなたは私の想像よりも三歩ほど先を行ってしまうのですね」


　ダバダバと流れ続ける紫房果プルテア酒。流出したアルコールは酒蔵一面に広がり、立ちこめるアルコールは、においだけで酔よっぱらいそうなほど強きよう烈れつだった。


「止められますか──〈クフ・リーン〉」


　マルクの呼びかけに、影は山犬プリンシツプの形のまま樽の影を呑のみ込む。能力自体は発現しているようだが、それでも流出は止まらない。泥どろなどならともかく、透とう明めいな液体は影が薄うすすぎて干かん渉しようできないようだ。なんだか酒をグビグビ飲んでいるように見えて、マルクは余計に腹が立った。


　──無理ですか……。


　マルクは諦あきらめたように嘆たん息そく。それから事態の元げん凶きようへ視線を向けると、よほど落ち込んでいるのか、手伝うそぶりも見せずに俯うつむいていた。


　あとの掃そう除じを考えると頭が痛くなるが、消えてなくなりそうなほど縮こまり、おまけにずぶ濡ぬれのアイシャの姿を見ては怒る気にもなれず、マルクは苦く笑しよう混じりに笑いかけた。


「アイシャ。怒ってはいませんから、元気をお出しなさい」


　元を糾ただせばネズミ一匹でバカ騒さわぎをした自分にも責任があるのだ。それにこの少女にはやはり元気に笑っていてもらいたい。


　そう言って励はげますと、アイシャは何故かフラフラと左右に揺ゆれていた。


「マルクさん……」


「なんです？」


「なんだか、世界が灰色に見えます……」


　顔を上げたアイシャの瞳ひとみは、何故か灰色に染まっていた。


　アイシャ＝クラン＝ウィードは契約者である。その能力はこの灰色の瞳に映るもの全すべてを〝灰〟へと変える、恐るべき〈魔ま眼がん〉。マルクは、自分の頭から血の気が引くのを感じた。


　──この娘むすめ、酔っぱらって制せい御ぎよが────


〈魔眼〉は視界に捉とらえていた酒樽をいっせいに〝灰〟へと変えた。そして醸じよう造ぞう中だった酒樽には紫房果プルテア酒とはいえ、醱はつ酵こうにより膨ぼう張ちようした空気が圧縮されており、灰化により圧力を失った酒樽は風船のように破は裂れつ──





　──つまり、爆ばく発はつしたのだった──





「お酒って、本当に爆発しちゃうんですね」


　二度に亘わたり、大量のアルコールをかぶったアイシャは、その場で酔い潰つぶれて爆ばく睡すい。目覚めた彼女は二日酔いにうなされながらそう語った。夕方になって帰ってきたドミニクは、アイシャにそんなことを教えたことを激しく後こう悔かいしたという。


　一方、マルクの方はなんとかとっさにアイシャの視界から飛とび退のき〈魔眼〉から逃のがれたが、びしょ濡れのまま酒蔵の掃除をする羽目になり、風か邪ぜを引いて寝ね込こむことになった。


　エルミナを含ふくめ、屋や敷しきの住人からまた体が弱い人なんだという認識を深められた。
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　バラバラと崩くずれていく記き憶おくを眺ながめ、エルミナは怯えるような吐と息いきを漏らした。


　──あれは、四歳のころだった。





　エルミナにも気に入った絵本というものがあった。凝こった造りの仕し掛かけ絵本で、革かわ製せいの表紙には金色の鋲びようが打たれていた。内容はサーカスの公演で、本を開くと右から左へ跳とんでいく、空中ブランコの道どう化けがなんとも言えないほど好きだった。


　幼おさな子ごが持ち歩くにはずいぶんな重量だったが、エルミナはどこへ行くにもそれを引きずり回していた。当時、体を壊こわすことが多かった彼女には必ひつ需じゆ品ひんと呼んでもよい存在だった。


　それがある夜、カリカリと奇き妙みような音に起こされエルミナが目を開けると、ベッドの隣のテーブルに、一匹のネズミの姿があった。


　それだけならば、彼女が取り乱すことはなかっただろう。しかし、ネズミがかじっていたのは、エルミナが大切にしていた絵本だった。運の悪いことに、開いたままの状態で。


　暴動にでもあったかのように引き裂さかれたサーカスのテント。ネズミの口からぶら下がっているのが、あの空中ブランコの道化の首だと気づいて、四歳のエルミナは悲痛な悲鳴を上げた。


　以来、エルミナにとってネズミとは本を破は壊かいする、おぞましい悪あく魔まとなった。





　未いまだに、ネズミを見ると大切な本が破壊されるのではないかと、身み震ぶるいするほど恐ろしくなってしまう。ドミニクが──現在ならばマルクが──きちんと手入れしてくれる書庫において、染しみ虫むしが湧わくような惨さん事じが起こるようなことすらなかったのだ。


　エルミナは悪夢を振ふり払はらうように頭かぶりを振った。今はもっと重大な問題が目の前にある。


　──また、時間が逆行した。一体、どこまで遡さかのぼるのだろうか……。


　マルクがやってきたのもカナメたちが来るほんの十日ほど前の話である。そしてその前は延えん々えんと〈空白の契けい約やく書しよ〉を創つくり上げる作業。アイシャと出会ったのはその少し前。その前になると──


　──一年前まで、遡る……？


　エルミナは、そのことに初めて期待を抱いだいた。


　過去を追体験させる〈アルス・マグナ〉。今までのものは──エルミナは見たことがないが──活動写真を見ているような感覚でしかなかった。ただ傍ぼう観かんするだけの記憶にすぎないが、これは〈アルス・マグナ〉の力なのだ。


　エルミナの考えが正しいのならば、過ヽ去ヽにヽ触ヽれヽるヽことも可能なのではないだろうか？


　歴史を変えてしまうような大きな力が振るえるとは、エルミナも思っていない。ただ、少し触ふれられるだけで良いのだ。本当に、たったひと言を届けられるだけでいいのだ。


〈アルス・マグナ〉──数あま多たの精せい霊れいを取り込んだ、世界最強の精霊。因学ルートの思想が広まり、精霊たちが〈器うつわ〉と力を失っていく現在に残された、最後にして最大の奇き跡せき。


　巨きよ大だいすぎて、過去のどの〈姫ひめ〉たちも扱あつかいきれなかった力。〈アルス・マグナ〉になにもかも奪うばわれた自分たち姉し妹まいならば、その力に届くかもしれない。


　そもそも、それこそが父の──リカルド＝ヴァレンシュタインの計画なのだから。





　──カチコチカチコチ──その考えを肯こう定ていするように歯車は回り続ける。





　エルミナは酒蔵をあとにし、時計の音を追いかける。地下の廊ろう下かを抜ぬけ、階段を上り、玄げん関かんホールに出ると──


　ザワザワザワ──涼すずやかな風が吹ふき抜けた。


　どうやら、扉とびらを閉め忘れていたらしい。外からの風が玄関ホールを吹き抜けていた。


　ここで風が吹こうが、雨が降ろうがエルミナの知ったことではないが、やはり玄関が開きっぱなしというのは少し落ち着かない。仕方なく扉を閉めようとしたときだった。


　ブワッ──ひときわ強い風が吹き抜けた。


　思わず身構えると、正面からなにか大きなものがぶつかってきた。硬かたいものではないが、ゴワゴワしていて体にまとわりついていた。


「……これは、コート？」


　それは男物の大きなコートだった。


　父のものだろうか。あるいはドミニクだろうか。エルミナが知る限り、屋敷内でこんなコートを着ていた人間は思いつかなかった。





　エルミナは、ここに来るまでそこに疑問を抱いだくことがなかった。


　今までの記憶が全て、マルクの視点か、あるいは彼に関かかわることだったということに。





　ピシン──黒コートを中心に、世界が万まん華げ鏡きようのように砕くだけ散ちった。
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「……ここは？」


　エルミナは、薄うす暗ぐらい路地に立っていた。


　ロックウォールの街ではないように思える。かといってラチナスの街で見かけた街ともどこか雰ふん囲い気きが違ちがう。このホコリとサビの入り混じった空気は、やはりフロアティナのものに思える。


　判断の助けになるものはないか、あたりを見み渡わたしていると、足あし下もとになにかがまとわりついてきた。拾い上げるとそれは伝聞紙の切きれ端はしだった。


「解放歴２２１年……？」


　フロアティナ独立宣言を元年とする暦こよみだが、それはエルミナが知る現在から一年以上前の日付だった。


　──いきなり一年も逆行したというのか？


　ここが〈アルス・マグナ〉の揺ゆり籠かごである以上、囚とらわれたエルミナの意思に応こたえるのは、ある意味では必然である。


「……だが、ここはどこだ？」


　見たこともない街並み。木造建築が大半のロックウォールとは違い、煉れん瓦がや石灰モルタルの建物。通りもコンクリートで舗ほ装そうされており、頭上にはガラスを張った塔ビルがそびえ立っている。馬が走っていることもなく、火力車オートランナが駐ちゆう車しやしているのがちらほらと目についた。


　都会の街。少なくとも、エルミナが知る街ではない。


　──一体、誰だれの記憶だろう……。


　エルミナの身の回りで、こんなところに来ていそうなのはせいぜいドミニクくらいだろうか？　エミリオや父がこんな異国の都会まで来ていたという話は聞いたことがない。





　──首を傾かしげるエルミナは、なによりも大きな問題を見落としていた──





　路地の向こうから歩いてくる人ひと影かげがあった。怪け我がをしているのか、あちこち包帯まみれで痛々しい格好である。顔にも包帯を巻いているが、ひとまずまだ十代半ばほどの少年らしいとは分かった。


　男性にしては少々長すぎる髪かみ。特に手入れしている様子もなく、本当に切るのが面めん倒どうくさくてそうなったような伸のび方。格好もよれたシャツをだらしなくズボンから出しており、人相も世の中の全すべてを恨うらんでいるような拗すねた表情だった。


　ギャングのような品性も持ち合わせていないその少年は、エルミナに気づくと、感心したように小さく口笛を吹いた。


「よう。あんた、こんな夜中に一人でなにやってんだ？」


　言われてみれば確かにそうである。この記き憶おくの持ち主はこんな夜中になにをやっていたのだろう。エルミナはもう一度キョロキョロと周囲を見渡した。


　少年は、そんなエルミナを見て呆あきれたような声を漏もらす。


「いや、あんたに言ってんだよ。他ほかに誰かいるか？」


　確かに周りには誰もいない。この記憶の主は何な故ぜ返事をしないのだろう。もしかしたら口がきけないのだろうか？　目の前の少年もそう思ったらしい、訝いぶかるように眉まゆを顰ひそめた。


「もしかして、しゃべれないのか？」


　エルミナは小さく首を傾げた。


「……どうなのだろうね」


　少年は、ポカンと呆れたように口を開いた。丸メガネをかけたその表情は、どこか見覚えがあるような気がした。


「いや、しゃべれるんじゃないか。なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんだ？」


　思えば、その声も聞き覚えがあるように思える。とても身近で聞いていたように思えるのだが、誰だっただろうか？


　それを思い出そうとエルミナが目を細めていると、少年は気け圧おされたように後あと退ずさった。


「な、なんだよ。そんな睨にらむことはないだろうが」


　その気の弱そうな反応を見て、エルミナは──信じられないとは思いつつも──少年の面おも影かげが誰のものか気づいた。


「……マルク……？」


　顔にも包帯を巻いているし、しゃべり方もまるで違う。しかし、その少年はマルクに驚おどろくほどよく似ていた。エルミナがその名を口にすると、今度こそ少年の表情が引きつった。


「なっ……！　なんで……。お前、俺おれのこと知ってるのか？」


　その反応に目を丸くしたのは、エルミナの方だった。


　──この少年が、マルク？


　エルミナが知るそれより少し若い。今のエルミナと同い年か、それより下に見える。先ほどの伝聞紙の日付を考えれば、一年前のマルクということになるだろうか？


　そこまで考えて、エルミナはようやくその疑問に気がついた。戦おののいている少年──マルクに、恐おそる恐おそる訊きいてみた。


「……君、私の言っていることが聞こえるのかね」


「はあ……？　いや、それは聞こえてるけどよ……」


　なにか批難されているのだと考えたらしい。マルクは怯おびえたように縮こまってしまった。


　しかし、エルミナの方は、そんなマルクに気づく余よ裕ゆうはなかった。あたりを見回し、鏡になりそうなものを探す。側そばの店にガラスが張ってあるのを見つけ、そちらに近寄る。


「……どうなっているのだ」


　エルミナは、途と方ほうに暮れたように呟つぶやいた。


　金色の髪。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。こんな状じよう況きようですら変化が現れもしない、人形のような表情。


　そこには、紛まぎれもなくエルミナ自身の姿が映っていた。


　──私が、過去に触ふれたいと望んだから、なのか？





　一年前の記憶。エルミナは確かにそれに触れることができたらしい。しかし、そこにいたのはエミリオではなく、マルクだった。
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　フロアティナ商業都市カーネギー──首都ニュージョンストンに次いで巨きよ大だいな都市。その外れのスラム街を、少年──マルクは歩いていた。


　足下に転がっていた瓶びんを蹴け飛とばすと、ゴンゴンと鈍にぶい音を立てて転がっていく。


　最初に失敗したのは、一体いつのことだったのだろう。成功を夢見て父が始めた事業が失敗し、浮ふ浪ろう児じになり……と、思い返せば生まれてきた時点で失敗していたように思える。


　だがしかし、今この現在ほどの災さい厄やくに見み舞まわれたのは初めてだった。


「ゴミを蹴るなだと？　うるせえ、化け物の分際で」


　周囲に、人影はない。マルク一人だけである。


　にも拘かかわらず、マルクは瓶を蹴飛ばした自分へ注意を投げかけながら悪態をつく。この通りに人がいないのも、先ほどからこうして危ない独り言を呟くマルクを敬遠して、通行人が逃にげていったからである。


　マルクとて、常つね日ひ頃ごろからこのような怪あやしい行動をしているわけではない。しかし今から一週間ほど前にある悲劇に見舞われ、こんな有様になっていた。


　そのときマルクは料理店で皿洗いをしていた。比ひ較かく的てき繁はん盛じようしているらしく、来客も多く、給金も皿洗いにしては奮発してもらっていた。寝ね床どこのないマルクは、料理店に住み込み厨ちゆう房ぼうで寝起きしていたのだが、それがいけなかった。


　夜中に、怪かい物ぶつに襲おそわれたのだ。


　怪物とはいっても、近年流は行やりのゴシックホラーのように分かりやすいものではなく、〝影〟としか呼びようのない奇き妙みようなものだった。山犬プリンシツプの形をしていて、マルクはその影に自分の影を喰くわれてしまった。


　その翌朝から、マルクは陽ひの光に当たることができなくなった。陽の光に当たると火であぶられたように火傷やけどを負うのだ。当然、昼間は出歩くことすらままならなくなった。


　料理店の厨房は、比較的陽の光が差し込みにくい造りであったし、営業時間は夜まで続く。半日だけでも働けたはずなのだが、そんな吸きゆう血けつ鬼きのような不気味な人間を、料理店という清潔感と品性がものを言う職場に置いておくはずもない。


　結局、その日のうちにマルクは店から追い出された。給金をくれただけ、店主には思いやりがあったのだろうが、そんなものは火傷の治ち療りよう代であっさり消し飛んでしまった。


　ようやく火傷が治ったのだが、マルクは顔に包帯を巻いたままである。夜ならば火傷を負うこともないのだが、朝が来るたびに巻き直すのが面倒くさいのだ。


　有り金は底をついた。どうにかして食くい扶ぶ持ちを手に入れなければならないが、今のマルクの格好と体質で雇やとってくれる人間など存在しない。そろそろ犯罪に手を染めることを考こう慮りよした方が良さそうである。


　──どのみち、初めてじゃあねえしな。


　家を出て真っ先にスリを始めて以来、詐さ欺ぎ師しの片棒、裏うら稼か業ぎように足を突つっ込こんでいた兄の助手、その後転がり込んだサーカス団では、堅かた気ぎどころか指名手配中の軽犯罪者たちから犯罪の専ノ門ウ知ハ識ウをみっちりと仕込まれた。その後、空腹で判断力が鈍っていたとはいえ、料理店で働くきっかけになったのも食い逃げに失敗したからである。


　問題はこの化け物をどうにかしなければ、犯罪にすら取りかかれないという現状である。


　マルクが忌いま々いましそうに舌打ちをすると、足下の影がザワザワと蠢うごめいた。


「犯罪は良くないだと？　誰のせいでそんなことする羽目になったと思ってんだ」


　再び悪態を吐つきながら、マルクは夜のスラム街を当てもなく歩いていた。





　そのときだった。前方の人影が目に留まった。


　上等そうな黒のドレス。そのドレスと夜の色に映はえる金色の髪かみ。ちらりとこちらに向けられた瞳は翠玉で、怯えているのかそれとも機き嫌げんが悪いのか、まったく表情らしいものが浮うかんでいない。


　周りに付き添いらしい人間は見当たらないが、金持ちそうな娘むすめである。


　──金持ちの娘──身みの代しろ金きんがザックザック……。


　追い詰められているマルクは、短たん絡らく的にそう連想した。


　──落ち着け。金持ちの娘が付き添いもなしに夜のスラム街にいるのもおかしな話じゃねえか？


　しかし金目のにおいがする少女ではある。マルクはさりげない素そ振ぶりで、少女に声をかけてみた。


「よう。あんた、こんな夜中に一人でなにやってんだ」


　問いかけると、少女はぼんやりした眼まな差ざしを向けてきた。目が醒さめたばかりで寝ぼけているかのような表情。


　──なんつうか、可か憐れんだ……。


　つい、素す直なおにそう思ってしまった。


　マルクは基本的に金持ちという人種が好きではない。むしろ敵だと考えている。そう考えるからこそ、彼らを蹴落とすことに躊ちゆう躇ちよがない。蹴落とすことに情熱さえ感じられる。


　それが目の前の少女は、一時とはいえ、マルクの頭からその思考を忘れさせてしまうほど美しかった。


　少女は、ぼんやりした眼差しのまま、誰かを探すように視線を彷徨さまよわせる。まるで自分の姿が見えているのがおかしいとでもいうように。


「いや、あんたに言ってんだよ。他に誰かいるか？」


　とぼけた様子にマルクは呆れていると。少女は訝るような眼差しを向けてきた。


「もしかして、しゃべれないのか？」


　こちらの声が聞こえていないわけではなさそうだ。ということは口がきけないのかもしれない。浮浪児時代、マルクが面めん倒どうを見ていた子供の中には、劣れつ悪あくな環かん境きようから身体的、精神的、もしくはの両方の理由から言葉を発せられなくなったものもいた。


　少女は、金色の髪をフワリと揺ゆらし、首を傾かしげた。


「……どうなのだろうね？」


　それは、はぐらかすでもなく、本当に不思議がっているような声だった。マルクは啞あ然ぜんとしつつ声を漏もらした。


「いや、しゃべれるんじゃないか。なに他人事みたいに言ってんだ？」


　ようやく我に返ったマルクは、少女を〝蹴落とすべき金持ち〟と認識しなおした。いくら美人でも、この「自分ではなにもしたことがありません」というような反応を見ては、そう判断せざるを得なかった。


　すると、少女はマルクの内面を見み透すかしたように、翠玉の瞳を真まっ直すぐ向けてきた。


　表情はない。良くできた人形かなにかのようである。向こうは睨んでいるわけでもないのかもしれないが、この無表情で凝ぎよう視しされると恐ろしい重圧だった。


　マルクはとうとう気合い負けして謝った。


「な、なんだよ。なにもそんな睨むことはないだろうが」


　少女は幽かすかに眉まゆを寄せた。表情と呼ぶにはほど遠いが、変化とは呼べる程度に。


「……マルク……？」


　少女が自分の名を口にしたことで、マルクはそれまで怯ひるんでいたとはいえ、確かに存在していた心の余裕というものを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。


　──なんで俺の名前を……っ！


　どこかで会ったことがあるのだろうか？　しかしマルクの方にはまるで覚えがない。さすがにこれだけの美人である。一度会ったならば忘れようもないだろう。


　自分が金持ちの令れい嬢じようと接点があったかもしれないこと──それは詐欺師の片棒を担かついでいたときだろうか。それとも父の職場で給仕をやらされていたときだろうか。サーカス時代ということはないはずだが。


　心当たりはいくつか思い当たったが、その中にもやはり少女と接せつ触しよくした記憶はない。


　──いや、クリスがらみってこともありえるか？


　マルクの兄──クリストファ＝マルドゥークは、裏稼業では名の知れた男である。いや、だヽっヽたヽというべきか。今の彼は男として道を誤ってしまった。マルクが敬愛した心の兄はすでに死んだのだ。


　ともかくそのクリスは、女性のためならばなにをしても良いと考えているらしく、そのためにマルクが厄やつ介かい事に巻き込まれたことは一度や二度ではない。目の前の少女ほどの美人を前に、クリスがなにも思わなかったとは考えられない。


　必死で動どう揺ようから立ち直ろうとしていると、何故か少女も驚おどろいたように目を大きくした。


　──なんだ。驚いた顔もできるんじゃないか。


　思わず見み惚とれていると、少女はまったく抑よく揚ようのない声で呟いた。


「……君、私の言っていることが聞こえるのかね」


　声にも感情がこもっていないのでその意図は推おし測れないが、とりあえず怒おこられているような気分になった。


　──なにか言ってたのか？


　気が動転していたため、少女がなにか言っていたのが聞こえなかったのかもしれない。


　マルクが気合い負けして謝りそうになると、少女は周囲をキョロキョロと見回し、それから壁かべに駆かけ寄よった。女物の服屋であるが、この時間ではすでに閉店している。買いたいものでも買いそびれたのだろうか？


　少女の背中を眺ながめ、マルクは腕うでを組んで考え込む。


　マルクの危機感は、これ以上関かかわるなと言っている。


　しかしマルクの生存本能は、金かね儲もうけの好機チヤンスだと告げている。


　そしてマルクの好こう奇き心しんは、事情くらいは訊きいてやれと言っている。


　数秒の逡しゆん巡じゆんの後、マルクは少女の側そばに歩み寄った。


「なんだか知らねえけど、なにか困ってんのか？」


　結局、マルクの意思を左右したのは、一文無しという脱だつ却きやくすべき現状だった。


　目の前の少女は金を持っている。身につけているものを売るだけでも相当な金額になる。


　そう考えたはずなのだが、振り返った少女の表情を見て、マルクはそういった計画をきれいさっぱり忘却してしまった。


　怯おびえたように揺れる翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。金持ちの上から見下すような視線ではなく、帰る場所をなくした迷い子のような眼差し。


　──あ、泣く。


　やはりほとんど表情は浮かんでいなかったのだが、マルクはそう直感してしまった。


「お、落ち着けよ。な、なんだ？　迷子なのか？　まあ、あれだ。道に迷ったくらいで死にやしねえし、お前が着てるもんとか売れば結構な金になるぜ？　金がありゃどっか連れん絡らくくらいつけられるだろ？　いや、俺おれによこせって言ってるわけじゃねえけどよ」


　ベラベラと励はげましているのかなんだか分からないことをまくし立てるマルク。


　少女は濡ぬれた瞳でマルクを見上げると、そっと手を伸のばした。


　花の香かおり。香こう水すいだろうか？　花束のような甘い芳ほう香こうが漂ただよった。


　──女の子って、こんなにおいがするのか……。


　惚ほうけていると、少女の手が──マルクの頰ほおに突き刺ささった。


「……なに、ひやがんだ」


　なにを思ったのか、少女はマルクの頰をつねり上げたのだ。


「……口が悪い」


「て、てめえには関係ねえだろ」


「……君に、似合っていない」


　マルクはハッとした。


　──こいつ、やっぱり昔の俺を知ってるのか？


　以前のマルクは、誰だれと話すときでも丁てい寧ねい語ごだった。父の職場でそう仕込まれて以来、詐欺師の片棒を担いだときも兄の助手を務めていたときも、その方が都合が良かったのだ。


　それが先日、久しぶりに再会した兄が変へん貌ぼうしていたことが──一体、彼の身になにが起こったのか、女装を始めていたのだ──ショックで拗すねてしまい、こうなったのだ。


　正直、気をつけていないと、また元の丁寧語でしゃべってしまいそうになる。意識して口調を悪くしている部分はある。少女はそれを指し摘てきしてきたのだ。


「お前、どこで俺と会ったんだ？」


「……………………」


「いや、だからどこかで会ってないか？」


「…………………………」


「うっ……だから、その、どこかで会ってませんか？」


　睨み合いに負けてマルクが降参したようにそう言い直すと、少女はようやく頰から指を離はなした。


「……面識があるわけではない」


「どういう意味だ……ですか？」


　遠目に見たことがあるということだろうか？　首を傾げていると、少女はもう一度マルクの頰に触ふれた。


　またつねられるのかと身を強こわ張ばらせると、少女は意外なことにそっと頰を撫なでた。


「……怪け我がをしているのかね」


「え？　いや、怪我というか、もう治ってるけどよ」


　何な故ぜかこの少女はやりにくい。逆らってはいけないような気分にさせられる。マルクは自分の危機感が正しかったことを痛感したが、すでに後にも退ひけないので話を切り出した。


「それで、こんな夜中に一人でなにをやってたんだ？」


　少女は小さく首を横に振った。


「……分からない」


「迷子なのか？」


「……そう、なるのだろうか」


　少女は気落ちしたように俯うつむいた。相変わらず無表情なのだが、仕草のせいか途と方ほうに暮れているらしいことが伝わってきた。マルクは、同年代の女性というものに免めん疫えきがない。こういうとき、どう声をかければよいのかさっぱりである。


　──落ち着け。こいつを保護して家から報ほう酬しゆうをもらえばいいだろ？


「迷子なら、俺を道案内に雇やとわねえか……ませんか？」


　マルクの提案に、少女は僅わずかに目を大きくした。どうやら驚いたらしい。しかしすぐに首を横に振って俯いてしまう。


「……私は今、なにも持っていない」


「そちらは気になさらなくて問題ありません。帰ればどなたかが面めん倒どうを見てくださるはずです。あなたを無事に送り届けてからでかまいませんよ」


　せっかくの金づるである。マルクが懇こん切せつ丁寧に自分を売り込むと、少女は何故か再び俯いてしまった。


「……帰る場所は、遠いのだ」


　謎なぞめいた返答に、マルクは首を傾げた。しばし考え込んで──家出少女──そんな単語が脳のう裏りに閃ひらめいた。


「あー、なるほどな」


　金持ちには金持ちの悩なやみというものがあるのだろう。なにも不自由しないかわりに、親に逆らえなかったり、自由がなかったり。少女もマルクと同年代である。なにか我が慢まんならないことでもあったのだろう。


　そう考えると、なにやら親近感を抱いだいてしまった。マルク自身、家出少年なのだから。


「それじゃあ、こうしよう。俺があんたにつき合ってやる。だからあんたは……そうだな、その今着てる服ってのもマズイか。まあ、なんか金目のものが手に入ったら俺によこす。それでどうだ……でしょうか？」


　浮ふ浪ろう児じ時代、マルクは家を飛び出したり身内を亡くしたりで、行き場をなくした少年少女の面倒を見てきた。この少女は驚くほど美人だし、悪の道に引き込めばそれは大金を手にできるだろう。


　そしてそれ以上に、現在のマルク自身も誰かの助けが必要なのである。初対面の相手にそれを頼たのむほどマルクも軽けい率そつではないが、現在どちらも助けを必要としているのだ。お互たがいに利益がある関係は信しん頼らいすることができる。


　マルクの提案に、少女は驚いたように瞬まばたきを繰くり返した。心なしか頰も上気したように赤く見える。


　──なんだ。こんな顔もできるんじゃないか。


　少女はまだ躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せていたが、マルクは強ごう引いんに手を差し出した。


「よし。なら決まりだ。……っと、そういえばまだ名前も聞いてなかったよな。俺の名前は知ってるんだろ？　あんた、なんていうんだ？」


　少女は観念したような吐と息いきをもらすと、マルクの手に自分の手を重ねた。


「……エルミナ」


　少女の手は、驚くほど華きや奢しやで冷たかった。ただ、それでもギュッと握にぎりかえしてきた感かん触しよくは温かかった。
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　ガス灯に加え、夜中でも賑にぎわう店々から漏もれる灯あかりが、通りから暗くら闇やみを追い出していた。


　少女──エルミナと肩かたを並べて歩くマルクは、包帯を外して愛あい嬌きようのある丸メガネをかけていた。包帯まみれの顔では街中を歩けないので解ほどいたのだ。


「ひとまず、今後のことを決めるとしてだな。その前にエルミナ、腹減ってないか？」


　日中は外に出られないため、マルクはずっと寝ねていた。起きてからまだなにも食べていないのだ。ブラブラと歩きながら探しているのは、文無しのマルクでも〝食事〟ができそうな店だった。


　エルミナに視線を向けると、向こうも似たようなものらしく素直に頷うなずいていた。


　──意外と、なに考えてるのかくらいは分かるもんだな。


　マルクはエルミナの横顔を眺めつつ、密ひそかな発見が何故か嬉うれしかった。そうしていると、ようやく目当ての店が見つかった。


「エルミナ。ちょっと食い物をとヽっヽてヽくヽるヽから待ってろ……いや、待っててください」


　未いまだにエルミナは口のきき方が悪いと睨んでくる。……いや、表情自体に変化はないのだが、機き嫌げんが悪くなるというか、途方もない居い心地ごこちの悪さを感じるのだ。


　エルミナが頷いたのを確認してから、マルクはポケットの中から白い布きれを取りだした。先日解かい雇こされた料理店で使われていたものである。腰こしから下だけのものなので、折りたためばポケットの中にすっぽり収まる。


　マルクが前まえ掛かけを身につけると、エルミナは小さく首を傾かしげた。花が風で揺ゆれたみたいだなと、マルクは思った。


「……なにをするつもりなのかね」


「まあ、見ていてください」


　マルクは邪じや魔まな髪かみを後ろで縛しばって整え、シャツの皺しわを伸ばすと胸を張る。


　そうして向かったのは、野外にテーブルを展開した料理店レストランだった。建物の中に厨ちゆう房ぼうのスペースしかなく、通りの一部をロープで仕切って場所を確保しているのだ。夜間でしか営業できない部類の店である。


　マルクは何気ない素振りでロープを跨またぐと、店内をざっと見み渡わたし、ゴロツキ風のガラの悪い男たちを発見。それを横目に確認しつつ厨房前に移動すると、ちょうど出来上がった料理が窓口から差し出され、店員の一人が受け取りに来たところだった。


　マルクはそこにそっと忍しのび寄よると、店員に囁ささやきかける。


「先せん輩ぱい。あちらのテーブルのお客様から、料理が注文したものと違ちがうと苦情です。大変ご立腹のようで、私では対応しきれません」


　そういって先ほどのゴロツキたちのテーブルを示す。こういった説明を受けた後だと、ただ目があっただけでも睨まれたような気分になる。


　先輩呼ばわりされた店員は、マルクに「こいつ誰だ？」という疑問はあったのだろうが、客への対応が先決と判断したらしい。


「わ、分かった。俺が話を聞いてみる。お前は４番テーブルにそこの料理を運んでおけ」


「かしこまりました」


　慌あわてて駆かけていく店員の背中を見送り、マルクは厨房から差し出された料理を受け取る。おあつらえ向きに、飲み物と料理が二人分載のっている。そしてトレイを抱かかえると指定されたテーブル──ではなく、店の外へと足を向けた。


　夜の慌ただしい時間に、店の外へ足を向けるマルクに気を留める人間は存在しなかった。





「待たせたな。ちょっと場所を変えるぞ」


　エルミナは魔ま法ほうでも見たかのように、マルクが手にした料理を眺ながめた。


「……これは、どうしたのかね」


「譲ゆずってもらったんだよ」


　薄うす暗ぐらい路地に隠かくれると、マルクはそっとトレイを差し出した。


「……こんなところで食べるのかね」


「こんなところで食べるのですよ、お嬢じよう様さま」


　使用人のように答えると、エルミナは幽かすかに口元を緩ゆるめた。


「……君からそう呼ばれるのも、久しぶりだね」


「は？」


「……いや、いい」


　料理は、パンと簡単な肉料理だった。マルクとエルミナはしゃがみ込み、二人の間にトレイを置くとチマチマとつまみ始めた。


「お味はいかがでしょうか？」


「……悪くない」
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　抑よく揚ようの欠片かけらもない声なのだが、何故か機嫌が良さそうに聞こえた。それに気づいて、マルクはどうやらこの少女のことが気に入ってしまったらしいことを自覚した。


「なあ、エルミナ。これからどうしたいとかあるのか？」


　そう訊きくと、エルミナは食事の手を止めて俯いてしまう。


「……帰らなければならない」


　帰りたくはないが、いつかは帰らなければいけないという意味と解かい釈しやく。エルミナは相変わらず無表情なので真意は測れないが、当たらずといえども遠からずといったところだろう。


「帰るつっても、すぐには帰れないんだろ？　それまでどうするんだってことだよ。それに……」


　唐から揚あげを一つ口にほうり込み、マルクは続ける。


「それに、俺おれは昼間出歩けない体質なんだ。四六時中くっついてるわけにもいかない。エルミナが昼間なにをしたいのかは重要なことだろ」


　エルミナに金かね儲もうけを教えるにしても、一晩でどうこうできるようなことではない。彼女はどう見ても世間知らずのお嬢様なのだ。昼間マルクがついていられない間に、自分の身とマルクの身を守る程度のことは教えておかなければならない。


　エルミナは少し悩むように首を傾げたが、それからさして関心もなさそうに呟つぶやいた。


「……本が読めれば」


「おい……。それって普ふ段だんからやってることじゃないのか？」


　マルクはパンを一欠片頰ほお張ばり、呆あきれたような声を漏らす。


「せっかく出てきたんだろ？　ここでなきゃできないようなことをしろよ」


　エルミナは顎あごに指をあてて黙だまり込む。どうやら真しん剣けんに悩んでいるらしい。


　そんな横顔を眺めて、マルクが噴ふき出しそうになったときだった。


「ん？　なんだこれ」


　トレイに、奇き妙みようなものが載っているのに気づいた。塩の小こ瓶びんに見えるが、こんなものはテーブルに用意されているものである。手にとって観察していると──


「──あっ、お前、さっきの！」


　通りの方角から、怒ど声せいが聞こえた。顔を向けると、先ほど料理を失敬した料理店の店員がいた。さすがに不ふ審しんに思って捜さがしにきたのだろう。


「あ……やべ、逃にげるぞエルミナ」


　マルクはエルミナの手を引くと、有う無むを言わせないまま走り出す。


「……料理、は」


「放ほっとけ」


　ゴミ箱を蹴け飛とばして追っ手の店員の進路を妨ぼう害がいしつつ、速すみやかな逃とう走そう。もう少し犯行現場から離はなれておくべきだったと反省しながらも、何な故ぜか愉ゆ快かいで堪たまらない気分だった。





「ちっ、しつこいな」


　数分後──料理店の店員は、まだ追いかけてきていた。エルミナを連れてはあまり速く走れないのだが、それにしても見上げた執しゆう念ねんである。


　マルクは手を繫つないだエルミナへ視線を向ける。すでにだいぶ息が上がっている。そもそも彼女の靴くつは走るようにはできていないのだ。


　──まずいな。俺はともかくエルミナがこれ以上、走れない。


　人ひと混ごみをかき分けて──マルクは前方にちょうど良いものを発見した。


「あそこ、入るぞ。エルミナ、頭下げろ」


　マルクはその建物に飛び込むと、エルミナの頭を強引に下げさせた。


（頭上げるなよ。バレるからな）


　そう言って、マルクは四つ這ばいで進んでいく。頭の上では、ガラス張りのカウンターの向こうにコックリと船を漕こいでいる中年店員の姿。息も絶え絶えのエルミナは、自分たちの行動を問い返す余よ裕ゆうもなさそうである。それでも、なんとかひと言だけ絞り出した。


（……ここは、なにかね）


（まあ、入ってのお楽しみですよ）


　マルクは涼すずやかな笑えみを以もつて答えると、奥おくへ続く扉とびらを押おし開けた。
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　扉の向こうからは、ピアノが軽快な旋せん律りつを紡つむいでいた。


　カラカラカラと、なにかが回転する音。室内は真っ暗であるにも拘かかわらず、正面の壁かべは灰色の光に照らされている。そこには白黒ながらも、夜の空と石と砂だけの荒あれ果はてた世界──月の光景が映し出されていた。


「活動写真というものですよ、お嬢様」


　そう教えてやると、エルミナはポカンと口を開き、惚ほうけたような表情を見せた。


「……凄すごい」


「はは、やっぱり見るのは初めてか」


　エルミナは小さく首しゆ肯こう。もやは言葉も出ないといった様子である。


　このまま突っ立っているとまた料理店の店員に見つかってしまう上に、中からも苦情がくる。エルミナの背中をそっと押して中に侵しん入にゆう。


　中で上映されていたのは、三人の男が月まで旅をする物語だった。スクリーンでは砲ほう弾だんを思わす巨きよ大だいな鉄てつ塊かいが、人の顔をした月に突き刺ささっていた。ちなみに、この砲弾は地上から大砲で撃うち出されたという設定のものである。


　言葉を伴ともなわない無声映画。スクリーンの傍かたわらにピアノがあり、場面にあわせた曲が演奏されていた。台詞せりふは劇を一度中止させて台詞が書かれた画面にまるまる切り替わる。台詞の数が増えればその分映像が途と切ぎれる頻ひん度ども多くなる。当然、台詞の数は極力抑おさえられ、役者たちは大げさな動作で状じよう況きようを表現しなければならない。


　──こんなもんが面おも白しろいのかね。


　今度は月人と出会った主人公たちが大げさに両手を上げ、全身で驚おどろきを表現している。


　マルクは退たい屈くつそうな内容にうんざりしてしまったが、隣となりの席に座らせたエルミナは手で口を覆おおい、夢中でスクリーンに見入っている。


　──そうか。初めてだと、なんでも新しん鮮せんなんだよな。


　思えば、マルクも家を飛び出したばかりのころは、こうして映画館に忍しのび込んでは夢中で眺めていた。それが何度も見るうちに、どれもある程度は同じような内容だと感じてしまうようになってしまった。やがて、この暗がりの中ならば金品を盗ぬすみやすいということに気づき、そちらに没ぼつ頭とうし始めたのだった。


　エルミナに合わせて、マルクもスクリーンへ視線を向ける。主人公の仲間が煙けむりとともにポンと消えるところだった。月人に攫さらわれたのだ。


　やがて舞ぶ台たいは終しゆう盤ばんに移り、それまで囚とらわれていた主人公が鎖くさりを引きちぎって月人たちをなぎ倒たおしていく。月人たちは大げさな身み振ぶりで吹ふき飛とんでいった。


　マルクがちらりと隣に視線を向けると、エルミナは小さく肩かたを揺ゆらしていた。


　──おいおい、今のは泣くところじゃないだろう。


　心の中でそう投げかけながら横顔を覗のぞき込むと──意外なことに、僅わずかながらも頰ほおを綻ほころばせ、口元に手を添そえながらその目は楽しそうに細められていた。


　──なんだ。笑えるんじゃないか……。


　エルミナは楽しそうに笑っていた。今まで見せた中で、もっとも表情らしい表情。それが笑顔であってくれたことで、マルクも何故か嬉うれしくなってしまった。


　物語は主人公たちが地上に戻もどってきて終わる。この映画自体は相当前からあるものである。マルクも何回も見ていた。にも拘わらず──


　──あれ？　俺、なんでこんなもん見て動どう揺ようしてるんだ？


　ふと自分の手に目を落とすと、いつの間にかエルミナの手が上に乗っていた。


　そんなとき、館内が明るくなった。マルクは極力平静を装よそおいつつエルミナに手を差し出す。とてもではないが、今彼女の顔は直視できそうになかった。


「そろそろ行くぞ。もう、さっきの奴やつも諦あきらめただろう」


　そっと握にぎった手は、出会ったときよりも温かく感じた。





　外に出ると、映画館は閉館準備を始めていた。どうやら今ので最後の上映だったらしい。街の中も、ずいぶん人気が減っていた。


　夜の街に女の子と二人きり──マルクは今さらながらそんなことを意識していた。


「あー、どうだった？」


　なにか話していないと気が気でないので、マルクは訊いてみた。エルミナは存外に満足そうに頷うなずいた。


「……気に入った」


「そ、そうか？　だったら、次は最初から見るか」


「……頼たのもう」


「おう」


　……沈ちん黙もく。


　無口なエルミナと会話が弾はずむはずもない。ずっと手を握ったままなことも手伝って、マルクはさらに落ち着きをなくしていく。そんなマルクに気づいたのか、エルミナが珍めずらしく自分から口を開いた。


「……あれは『月世界に行く』だろうか」


「なんだ。観みたことあったのか？」


　エルミナは首を横に振った。


「……文学で同じ作品があるのだ」


「へえ。あれって元は読み物なのか？」


「……後半は『月世界最初の人』の色合いが強かったようだが」


　マルクは感心したように頷くと、昔から疑問に思っていたことを問いかけてみた。


「なあ、人間って、月までいけるのかな？」


　言ってから、やはりその質問をしたことを後こう悔かいした。あれはスクリーンの中の物語なのだ。バカバカしいことを言ってしまった。


　しかし、エルミナは呆れるでもなく自然に答えてくれた。


「……液体燃料を使用したロケットの打ち上げ実験はすでに始まっている。あれが星の海に届くようになれば、人は半世紀以内に月まで到とう達たつできるはずだ」


「本当に？」


　この少女が冗じよう談だんを言えるようには思えない。マルクは他の誰だれがそう答えてもバカバカしいとしか思わなかっただろう。それがエルミナに言われると信じてみたくなった。


「でもまあ、月人に捕つかまったらあんなふうには逃げられねえよな」


　劇中の月人たちは、たった三人の人間を取り押さえることができなかった。


「……月の重力は地上の六分の一なのだ。あの描びよう写しやはそう的外れなものではない」


　まともな答えが返ってくるとは思わなかったので、マルクは目を丸くした。エルミナはなにか期待するような視線を向けてきた。


「……君に、あれはできるかね」


「おいおい。俺おれになにを期待してんだよ。あれは映画だ。月なんだろ？　街中で武器持った人間に囲まれたら、そこでお終しまいだって」


　エルミナは意外そうに首を傾かしげた。


「……君なら、できると思う」


　マルクは困ったように頭をかいた。まあ、彼女にしてみれば現在頼たよれる人間はマルクしかいないのだから、多少は幻げん想そうを抱いだきたくなるのも仕方がないかもしれない。どうやら映画に影えい響きようされてしまったらしい。


　そう考えてから、マルクは自分も見慣れたはずのスクリーンを観て、何故か面白いと感じてしまったことを思い出した。


　──ああ、そうか。一人じゃなかったから面白かったのか。


　マルクは思いの外エルミナに気を許してしまっているらしい。これは一時の感情なのだと自分に言い聞かせつつも、マルクは確かにこう思った。


　──エルミナの隣は、居い心地ごこちが良い──


　エルミナは──帰らなければならない──そんなことを言っていたが、マルクは今の時間がいつまでも続くのだと考えてしまった。





　そうして歩いていると、前方に奇き妙みような人ひと影かげがあった。


　鷲わしのような鼻。顔に刻まれた深い皺しわといくつかの切り傷。右目周辺には火傷やけどのような傷きず跡あとが広がっており、そこに片眼鏡モノクルをかけている。傭よう兵へいを思わせる威い圧あつ的な瞳ひとみ。


　怪け我がでも負ったのか、男は車くるま椅い子すに腰こし掛かけていた。車椅子とはいっても、病院で見られるようなパイプ式のものではなく、上等そうなクッションと、押手には金の装そう飾しよく。タイヤは鉛なまり色いろの鉄板で補強されている。もやは戦車と呼んだ方が良さそうな代しろ物ものである。


　マルクが呆あつ気けにとられていると、男は組んだ手に顎あごを乗せ、沈ちん痛つうそうに頷いていた。薄うす暗ぐらくてすぐには気づかなかったが、車椅子の隣にはもう一人男が立っている。


　車椅子の男は、幼おさな子ごを諭さとすような穏おだやかな口調で口を開いた。


「それで、回収した器うつわの中に〝あれ〟はなかったのだね？」


「ええ。どこか別の勢力からの妨ぼう害がいとしか思えないです」


「なるほど。それは困ったこそ泥どろだね。事情はとてもよく分かった。わたしがなんとかしようじゃないか」


　車椅子の男の言葉に、立っている男が驚いたような声を上げる。


「そ、そんな！　わざわざ〈戦いくさ艦ぶね〉さんの手を煩わずらわせるようなことじゃありません」


　立っている男の言葉に、車椅子の男──〈戦艦〉は首を横に振る。


「〝あれ〟は、わたしも気に入っていてね。これでも君たちのことは贔ひ屓いきにしているつもりなのだよ。それがこそ泥に荒らされたとあっては、個人としても組織に雇やとわれるものとしても、放ほうっておくわけにはいかないだろう」


「ですが、本当にただのこそ泥ですよ。いいんですか」


〈戦艦〉は愛いとしくて堪たまらない我が子を諭すように、うんうんと頷いた。


「かまわないとも。こういった些さ細さいなもめ事からきちんと潰つぶしていくのが、街の平へい穏おんを守ることに繫つながるのさ。そして、我々契けい約やく者しやは、一度交かわした契約を裏切りはしない」


　なにやら物ぶつ騒そうな相談事らしい。マルクが関かかわり合いにならないよう、エルミナの手を引こうとしたときだった。立っていた男の方がちらりとこちらを見て「あっ」と声を上げた。それで、マルクも男の正体に気づいた。


　どういうわけか、その男は先ほどマルクが振り切ったはずの料理店の店員だった。


「やべ──逃にげるぞエルミナ」


　マルクがエルミナの手を引くと、〈戦艦〉はふむと頷いたように見えた。


「あれがこそ泥ということか」


　そう呟つぶやくと、〈戦艦〉は車椅子の車輪に手をかける。マルクたちとは十数シクも離はなれている。車椅子で追いつける距きよ離りではない。マルクが逃げるのはむしろその隣の男から逃げるためである。その──はずだったのだが……。


　ギュリリリリッ──車椅子が立てるとは思えない音が轟とどろいた。


　車椅子が、火力車オートランナのごとき勢いで突とつ進しんした。


　──エンジンでも積んでるのかよ？


　マルクは慌あわてふためきながらも、エルミナを抱かかえて飛とび退のいた。あんな勢いで衝しよう突とつされたら骨が折れるどころではない。馬車に轢ひかれるようなものである。


　直後、マルクたちがいた場所を車椅子が駆かけ抜ぬける。路上に転がっていた小こ瓶びんが、タイヤに轢かれて粉々に砕くだけ散ちる。そしてさらに恐おそろしいことは、車椅子はこれだけ勢いがついていながらその場でピタリと停止した。


　信じられないことに、〈戦艦〉は手で車輪を逆回転させ、急停止させたのだ。そう、この車椅子は従来の車椅子と同じく、手で車輪を回して進んでいた。なにかしら機械的な機能も付加されているのかもしれないが。


「冗談、だろ！」


　叫さけびながら、マルクは手の中にナイフ──これも解かい雇こされた料理店から拝借した──を滑すべり込ませ〈戦艦〉目がけて投とう擲てき。車椅子は戦車のようだが、そこに乗る〈戦艦〉は生身の人間である。


　しかし〈戦艦〉は車輪を右は前進、左は後退に回転させる。それにより車椅子が急旋せん回かい。瞬しゆん時じに体の位置が入れ替わり、マルクの投げナイフは虚むなしく夜の街に消えた。


　恐るべき車輪捌さばき。もはや人間とは思えない。マルクが戦せん慄りつしていると、傭兵のごとく冷ややかな眼まな差ざしで見み据すえられる。


「さて、少年。立ち聞きをしていたようだね。いけない子だ。用件は理解しているかな？」


　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気持ちとはこんなものだろうか。マルクは返事どころか、もはや呼吸すら意識しないと行えなかった。


　ガタガタと震ふるえるマルクの様子など気にも留めず、〈戦艦〉はイタズラをした子供を諭す教師のごとく穏やかな笑えみを浮うかべる。


「まあ、そう怯おびえることはない。わたしは、君が盗ぬすんだものを取り返せればそれで良いと考えている」


「お、俺が、盗んだもの……？」


　すでにあれこれ盗んでいるマルクは、とっさにどれのことか思いつかなかった。


「とぼけるのは、感心しないな」


　口調こそ穏やかなものだが、そこには人の命を紙切れ一枚程度の重みにしか考えていないものの響ひびきがあった。


「ま、待ってくれ。どれのことか分からないんだ。せめてどんなもののことを言ってるのかだけでも教えてくれ」


　命いのち乞ごいのように喚わめくマルクに〈戦艦〉は眉まゆをはね上げた。


「おや……？　君、その目はもしや……」


「待ってください。〈戦艦〉さんがそんなのを相手にする必要はありませんよ」


〈戦艦〉の言葉を遮さえぎるように、先ほどの店員が側そばに寄る。そして──無言で蹴けりを入れてきた。地面へ転がったマルクは、目の前に黒のスカートが揺ゆれたのを見たような気がした。


　スパンッ──そして、景気の良い音。


　なにを思ったのか、エルミナが店員の顔面を叩たたいていた。なんというか、てこの原理で片方を押したからもう片方が持ち上がったというか、バネを曲げたから撥はね返ってきたというか、それが当然というような速すみやかで鮮あざやかな一いち撃げきだった。


　まるで反応できなかった店員は、しばらくなにが起こったのか理解できないように瞬まばたきを繰り返していた。


　──馬ば鹿か。なにやってんだ！


　そして、当然のことではあるが、殴なぐられて黙だまっているはずもない。店員は顔中を真っ赤に染め上げ、憤ふん怒ぬの形相を浮かべる。


「このアマ──っ？」


　手を挙げようとした店員に、マルクはとっさに体当たりしていた。それこそ、考える前に体が動いたといった具合に。


　不意を突つかれて吹ふっ飛とぶ店員。マルクはすぐさまナイフを抜くと、今度は〈戦艦〉目がけて投擲。ナイフの軌き道どうを読んでいたのだろう。〈戦艦〉は先ほどとは打って変わり、避よける素そ振ぶりすら見せなかった。


　キン──マルクのナイフは、戦車のごとき装そう甲こうの車椅子にぶつかっただけだった。


「ほう？　考えたね」


〈戦艦〉は、感心したような声を漏もらす。マルクの投げナイフは、車椅子の車輪に突き刺ささっていた。これで先ほどのような突進はできまい。


「逃げるぞエルミナ！」


　本日何度目か分からないその台詞せりふを口にして、マルクはエルミナの手を取った。


　そんなマルクたちの後ろ姿を、〈戦艦〉は追いかけるでもなく静かに見送っていた。
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　再び薄暗い路地に逃げ込んだ二人。


「お前、なに考えてんだよ。あんなことしたら、次殴られるのはエルミナじゃねえか」


　エルミナはさも不思議そうに瞬きをした。


「……あの男は、君を殴った」


　マルクは、自分の顔が赤らんだのを感じた。


　──真顔でなんてこと言うんだ。


　気が動転しながらも、マルクは今の自分たちがそう呑のん気きなことを言っている場合ではないことを思い出した。


「そういえば、あいつら、俺おれがなにを盗とったって怒おこってたんだ？」


　盗んだ料理は、トレイごとあの場に置いてきた。食い逃げを追うにしては、あの執しゆう念ねんはおかしい。マルクが悩なやんでると、ふとポケットの中に異物があることに気づいた。


　取り出してみると、それは小さな小瓶だった。逃げるときに手に持っていたので、そのままポケットにしまっていたものだ。


「もしかして、これか？」


　塩の小瓶にしか見えないのだが、中になにか重要なものでも入っているのだろうか？


　手の中でそれを転がしていると、エルミナが覗のぞき込んできた。フワリと髪かみの毛が頰ほおに触ふれ、マルクは自分の理性に亀き裂れつが走ったのを感じた。


　──こいつ、なんて無防備なことしやがるんだ。俺が男だって分かってんのか？


　マルクは平静を保つように深呼吸。とりあえず瓶を開けてみることにした。さして固く締しめてあるわけでもなく、蓋ふたは簡単に開いた。


「こいつは……？」


　瓶の中には、ひと掬すくいほどの〝白い粉〟が収まっていた。


　──白い粉──ギャングらしき男──食い逃げを追うには嫌いやに殺気立っていた男──


　そこから導き出される解答は、一つしか思いつかなかった。


　──あの店、危ないクスリの販売店ブローカーか……！


　そんな危ないものをあんななんの変へん哲てつもない料理店で販売するな、と心の中で悪態をつきながらもマルクは自分たちが予想より極きわめて危険な状じよう況きようにいるらしいことを理解した。


　確かに〝あれ〟を盗まれたのならばギャングでも血ち眼まなこになるだろう。そして、先ほどの会話を聞いた限りでは、マルクたちは別の組織のスパイだと思われているらしい。


「やばい……エルミナ。街を出よう。マズイことになってる」


　そう言って、エルミナを立たせようとしたときだった。





「逃げるのは、感心しないな」





　その声は、頭上から聞こえた。


　見上げて──マルクは絶句した。そこには車くるま椅い子すの男の姿があった。追いつかれたことは確かに問題なのだが、絶句したのはその車椅子が壁かべに張り付いていたからだった。


〈戦いくさ艦ぶね〉は、さも当然のようにカラカラと音を立て、壁を滑っていた。


「君も、契約者ならば自分の道くらい自分で切り開くものだよ」


「契約者……？」


　聞き慣れない単語にマルクは眉を顰ひそめる。〈戦いくさ艦ぶね〉は片眼鏡モノクルを怪あやしく光らせて前進する。


「名乗っておこうか。リキッド＝マーカー。〈戦艦〉などとも呼ばれている」


　キリキリと金属の軋きしむ音。一体どのようにして車輪は前進しているのだろう。そちらに注意を向けて、マルクは再び絶句させられた。


　車輪には、泥どろのような粘ねん質しつの物体が巻き付いていた。それが壁と車輪を繫つなぎ止めているらしい。エルミナもそれに気づいたのだろう。小さく息を呑のんで立ち上がった。


「おっと。お嬢じようさんにはご静観願おうか」


　そう言うと、〈戦艦〉──リキッドの足あし下もとから、黒い染しみが這はい出す。黒い染みは見る見るエルミナの足下まで駆け抜ける。それを見て、マルクは自分の靴くつにも同じものが付着していることに気づいた。どうやらこれでつけられていたらしい。


　エルミナは不快そうに眉をはね上げる。か細い足が足首まで泥に埋うもれていた。


「ま、待ってくれ。エルミナは関係ない。あんたの目的はこれだろう？　この通り返すから、放してやってくれ」


　マルクの懇こん願がんに、リキッドはにこりと笑いかける。


「わたしはこれでもフェミニストのつもりでね。契けい約やく者しやでもないお嬢さんを巻き込むつもりはないよ。それと、君が持っているものは確かに重要なのだがね。君を始末しなければならないのは別の理由だよ」


　始末──この、得体の知れない男は、マルクを逃にがすつもりはないらしい。マルクがガタガタ震える反面、エルミナはまるで表情を変えないまま自分の足下を見つめていた。


「……君は対価に〝歩く〟ことを捧ささげたのかね」


　マルクには、エルミナがなにを呟つぶやいたのか理解できなかった。反面、リキッドは感かん歎たんの声を漏らす。


「驚おどろいた。君は何者なのかな？　契約者には見えないのだが、興味深いね」


　カラカラと車輪が回り、リキッドは90度傾かたむいたまま、エルミナの正面へ移動する。


「どうだろうか。そこの少年は君を助けるつもりはないらしい。契約関係になければ、契約者は至し極ごく身勝手な生き物だからね。ところがわたしは君に興味を持ってしまった。わたしとともに来る気はないかな？　悪いようにはしないよ」


　この異様な光景にも、まるで物もの怖おじしないエルミナ。それから、一度だけマルクへ視線を向ける。責めているのだろうか。もしくは軽けい蔑べつしているのかもしれない。あれだけ偉えらそうに振ふる舞まっていながら、こんなとき自分は震えることしかできないのだから。


　エルミナはリキッドへ視線を戻もどした。


「……マルクは、どうなるのかね」


「少年かね？　こんな状況で君を助けようとしないような小物ならば、放ほうっておいても害はないかもしれないね」


　それは、エルミナが来るならばマルクを見み逃のがしても良いよという脅きよう迫はくだった。


「……私に、なにをしろと？」


「なに、大したことではないよ──」


　そう言って、リキッドはエルミナの耳元に何事かを囁ささやいた。エルミナは、僅わずかに目を大きくすると、諦あきらめたような吐と息いきを漏らした。


「……分かった。君の言うとおりにしよう」


　──お前、そいつに捕つかまるのがどういうことか分かってんのか！


　ギャングの尋じん問もんとは、死ぬのが決まっている拷ごう問もんのようなものである。エルミナなど、なまじ美人であるため、余計に玩もてあそばれることになる。ギャングでさえそうなのだ。契約者──そんな得たいの知れない存在に捕まればなにをされることか……。


　にも拘かかわらず、エルミナは自分からそちらに歩いていってしまう。会ったばかりでなんの義理もない、マルクなどのために……。


　立ち去ろうとするエルミナに声をかけることもできず、マルクが呻うめいていると足下の影かげがザワザワと囁いてきた。


「ああ？　どうするのかだって？」


　どうするもこうするも、マルクなどになにができるというのか。リキッドは壁から離はなれ、地面へと下りていた。その手がエルミナへと伸のびる。


「どうするって……こんなの、どうしようもねえだろ！」


　そう、どうしようもない。どうしようもないのだ。何故ならば、マルクはこう想おもってしまったのだから。


　──エルミナの隣となりは、居い心地ごこちが良い──


「汚きたねえ手で、エルミナに触さわるな！」


　マルクは駆かけだした。ナイフは通用しなかった。銃じゆうのような上等なものを持っているわけでもない。武器などなにもない。ただの子供と同じ、拳こぶしだけである。


　そんなマルクの頭の中で、何故か愉ゆ快かいそうな笑い声が響ひびき続けた。


「わたしは、見逃したつもりだがね──〈マク・ダット〉」


　リキッドの呼びかけに、地面の泥が意思を持ったかのように蠢うごめく。噴ふん水すいのように噴ふき上がると、捻ねじれて植物のツタのような形を紡つむぎ出し、マルク目がけて降り注ぐ。


　泥のように見えても、あの戦車のような車椅子を壁に貼はり付つけられるような代しろ物ものである。それなりに硬こう度どもあるのだろう。こんなものに絡からみつかれては一いち撃げきで行動不能である。


　にも拘わらず、マルクは〝なんとなく〟大だい丈じよう夫ぶな気がしていた。


　──この泥では、俺を傷つけることはできない。


　泥のツタは、眼前に迫せまったところで突とつ然ぜん停止した。


「止めた？」


　あくまで余よ裕ゆうの態度を崩くずさなかったリキッドが、初めて狼狽うろたえた声を上げる。彼は知らなかった。それすらも大きな誤りであることを。


　ピシン──宙で静止した泥は、見る見るうちにひび割れ──そして砕くだけた。


「なんと！」


　リキッドは車輪を回転させ、即そく座ざに反転。マルクに向き直る。同時に周囲の壁が、地面がグニャリと歪ゆがむ。泥が張り巡めぐらされているのだ。それはこの狭せまい路地では全方位を包囲されたに等しい。


　それでも、全すべてが遅おそすぎた。


　バキンッ──蠢く泥の全てが、たった一歩進む間に粉ふん砕さいされる。


　今までの余裕はどこへやら、リキッドの顔は蒼そう白はくだった。そのリキッドの前に辿り着つくと、マルクは目の前の彼にさして関心を抱いだいた様子もなく呟いていた。


「へえ、お前〈クフ・リーン〉っていうのか。凄すごい力じゃねえか」


　マルクが語りかけたのは、自分の足下の〝影〟だった。ただの疫やく病びよう神がみかと思えば、力を貸してくれることもあるらしい。すでに周囲の泥は完全に粉砕されており、目の前のリキッドも身動き一つできないよう〝拘こう束そく〟されていた。


　それから、マルクはちらりとエルミナへ視線を向けた。


「エルミナ。今みたいなのは止やめろよな。なんか俺、格好悪いじゃねえかよ」


　いっしょにいたいと想えたのだ。それが守ってやりたい女の子に守られて、一人おめおめ逃げ延のびる。そんな生き恥はじをさらしてまで生き延びる意味があるのか。


　マルクがそう批難すると、エルミナは困ったように眉まゆを寄せた。


「……頼たのみ事を、されただけだったのだ」


　そう言われて、マルクはポカンと口を開いた。どうしてこの娘むすめは人を疑おうと考えないのだろうか。ギャングについていって頼み事一つで帰してもらえるわけがないではないか。


　マルクはこの少女は自分がしっかりと守らなければならないと、使命感のようなものを覚えた。そんなマルクを気にも留めず、エルミナは地面からなにかを拾い上げていた。


「……それで、これはなんなのかね」


　エルミナは、あの小こ瓶びんを拾い上げていた。確かに外に出たことのない、金持ちの娘が知っているようなものではない。


　マルクは止めようとしたのだが、その前にリキッドが受け取ってしまっていた。〈クフ・リーン〉の影は、すでにリキッドを括くくってはいなかった。


「これはね。こうして使うのだよ」


　リキッドは、ふところから燐寸マツチを取り出すと小瓶にそっと火を点つけた。


「え？」


　危ないクスリだと思っていたものに火を点ける──処分するつもりなのだろうか？　マルクが首を傾かしげていると、エルミナが小さく息を呑んでいた。


　炎ほのおを点ともした小瓶からは、色とりどりの灯あかりが溢あふれていた。


「……これは、花火の一種かね」


「東洋の技術らしいね。夜のテーブルでこれを眺ながめながら食事を摂とるのだよ。あの店の目玉商品なのさ。わたしもこれが気に入っていてね。発案したあの店は贔屓ひいきにしている。それが余よ所その店に無断で真ま似ねられるのは、少し気に入らないのだよ」


　マルクは、目の前が真っ白になったような気がした。


「おい、ちょっと待て。あんた、こんなもんのために俺おれたちを追い回してたってのか？」


　そう言うと、何故かリキッドだけでなくエルミナからも批難の目を向けられた。


「君には、情じよう緒ちよというものはないのだろうか」


　リキッドは、このあたりを縄なわ張ばりとするギャングに雇やとわれているらしい。そして食い逃げしたマルクたちを他店からのスパイだと勘かん違ちがいして、追いかけてきたらしい。縄張り内の贔屓の店だから、少し面めん倒どうを見てやりたくなったらしい。


「そ、それじゃあ、エルミナを攫さらおうとしたのはなんでだよ」


「心外だな。わたしは紳しん士し的に頼んだはずだ。……友人の娘に契約者がいるのだけどね。彼女は人間嫌ぎらい……というか、人間が怖こわいらしくてね。わたしを契約者と知っても動じない、このお嬢さんなら話し相手になれるんじゃないかと思ったのだよ」


　言われてみれば、確かにリキッドはエルミナに手て荒あらな真似をしようとはしなかった。いっしょに来てほしいとは言われたものの、それだって強ごう引いんな真似をしたわけでもない。


　──なんだよ。俺の早とちりだってのか？


　エルミナもそういった頼みごとだったから引き受けようとしたのだ。なんともはた迷めい惑わくな話に嘆たん息そくしていると、エルミナの横顔が目に留まった。


　赤、紫むらさき、青、緑、黄、イルミネーションに見み惚とれるエルミナは、ランプよりよっぽど綺き麗れいだというのが、マルクの感想だった。


　そうして横顔を眺めていると、エルミナがふと空を見上げた。マルクもつられて見上げると、東の空が琥こ珀はく色いろに染まっていた。


　その色がエルミナの髪かみとよく似ているように思えて、マルクは笑えみを溢こぼした──のだが。


「……夜が明ける」


　とたんに、マルクは頭から血の気が引いた。


「わ、わわわわ、ま、マズイ、陽ひの光はマズイ！」


　慌あわてふためくマルクを放って、エルミナは何ど処こともなく駆けだしてしまう。追いかけようにも、そちらには朝日が差し込み始めており、マルクは近寄れない。


「お──置いていかないでください！」


　マルクが悲しそうにそう叫さけぶと、エルミナはすぐに戻ってきてくれた。その腕うでには黒い布の塊かたまりを抱かかえている。


　そして戻ってきたエルミナは、その布を開いてマルクの頭からかぶせた。


「……？　これ、コートか？」


　エルミナがかぶせたのは真っ黒なコートだった。以前──まともだったころの──クリスが愛用していたものによく似ている。


　──なるほど。こいつを着れば陽の光に当たらないで済むな。


　マルクは感心しながらも素す早ばやくコートに腕を通した。


「助かったぜ。こんなものどうしたんだ？」


　エルミナは、路地の向こうにある店を指さした。先ほどの交戦のせいか、ガラスが割れて中の商品が散乱している。その中には、数種類のコートがあった。


　──勝手に持ってきたのかよ……。


　どうやら、これまでのマルクの行動から、店からものを盗とることは悪いことだとは考えなかったらしい。マズイことを教えてしまったのかもしれない。罪悪感を覚えたマルクは、エルミナから帽ぼう子しを受け取ると遠くに視線を向けて呟つぶやいた。


「なんつうか、こういうことをするのは俺一人で十分だ。エルミナがやる必要はない。というか、やらないでくれ。その代わり、隣にいてくれ。俺たち、そういう関係でいようぜ」


　それは、年とし頃ごろの娘とろくに口もきいたことがないマルクにとっては、最大限に好意を示した言葉だった。


　エルミナは、どう答えてくれるだろう？　マルクはちらりと視線を向け──


「──おい、エルミナ？」


　マルクは、にわかに取り乱した。


　エルミナの体が──透すけて見えた。


「どうしたんだよ。か、体が、透けてるぞ！」


　その肩かたを摑つかもうとした手は、虚むなしく素通りした。エルミナはそんな自分の体を不思議そうに見つめると、諦あきらめたように呟いた。


「……時間切れ、のようだね」


「時間切れって、なんだよ」


　食ってかかるマルクにエルミナはそっと手を伸のばした。頰ほおに触ふれた手は、なんの感かん触しよくもなかったが、エルミナはキュッと目を細める。


「……口が悪い」


「口のきき方なんて、これからいくらでも直してやる。だから、消えるな」


　もう、エルミナの姿は背景の方が色いろ濃こく見えていた。消えてしまう。せっかく出会えた、隣にいたいと想えた少女。出会ってたった一晩しか経たっていないというのに、いなくなってしまう。


　泣き出しそうなマルクに、エルミナはそっと目を細め、口元を緩ゆるめた。


「……約束できるかね」


「契けい約やく者しやは、契約を裏切らない。そうだろ？」


　契約者とはなんなのか、それすらも知らないマルクは、リキッドが口にした言葉に縋すがるように叫んだ。


　エルミナは、満足そうな息を漏もらすと、小さな声で囁ささやいた。


「……君の隣となりは居い心地ごこちが良い。だから────」


　伸ばした手は、虚しく宙を搔かいた。後には、あの無表情な少女の姿はどこにも存在しなかった。なにも摑めなかった手を握にぎりしめ、マルクは呻うめくように呟いた。


「聞こえたからな。絶対だぞ？」


　絶対に忘れてなどやるものか。そう、決心したときだった。後ろから心底不思議そうな声が投げかけられた。


「君、誰だれかそこにいるのかね」


　そう言ったのは、リキッドだった。


「誰か……って、なに言ってんだよ。あいつが、消えちまったんだぞ」


「あいつ？」


「あいつだよ！　ほら、さっきまで……？」


　そう言おうとして、マルクは〝あいつ〟の名前を思い出すことができなかった。とても大切な少女だったはずなのに……いや、少女だったのだろうか？


　見る見るうちにあやふやになっていく記き憶おく。


　──駄だ目めだ。忘れたら……。


「なあ、リキッドさん。ここに、俺とあんた以外に、誰かがいたよな？」


「ふむ？　さて、気づかなかったね。他ほかにも契約者がいたということかね」


　──いなかった？　ここには、誰もいなかった？


　その違い和わ感かんすらもあやふやに霞かすみ、そしてマルクはなにかを思い出そうとしていたことすらも忘れた。


「ひとまず、周りに気配はないように思うよ。話を元に戻もどしてもよいかな？」


「ん？　ああ、なんだっけか？」


「友人の娘の話だ。ジェノバという名前なのだがね。人間が怖いらしい。契約者ならば平気らしいから、面倒を見てやってほしい」


「ああ、かまわないぜ……おっと」


　──口が悪い──


　誰かと口のきき方を直すと約束したことを思い出し、マルクは言い直した。


「かまいません。私も契約者について詳くわしく知りたかったところですから」


　マルクは、ふと自分のコートと帽子に値札がついたままであることに気づき、それを引きちぎった。


　値札は風に吹ふかれて飛んでいく。その風に乗って、誰かの声が聞こえたような気がした。





　──だから、私たちはそういう関係でいよう──





　それからおよそ一年後、マルクはある少女の暗殺に失敗し、その傍かたわらに傅かしずくことになる。
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　泣き出しそうなマルクの顔は、途と中ちゆうで消えてしまった。あとにはヴァレンシュタイン家の庭園が広がるだけだった。


　未いまだに揺ゆり籠かごから抜ぬけ出すことができたわけではないらしい。


　──私の言葉は、届いただろうか？


　マルクに泣くほど心配させてしまったのはたった二日前の話である。……いや、この場所では時間の感覚があやふやで、現実にどれほどの時間が過ぎているのかは分からない。ともかくまた泣かせてしまいそうになった。


　エルミナは、黒コートを抱かかえたままだった。先ほどマルクに手て渡わたしたものと同じコート。今の強きよう烈れつな追体験を引き起こした核かくである。


　黒コートは、役目を終えたかのようにボロボロと崩くずれ始める。風に巻かれて散っていく、黒の破は片へんを見送り、エルミナは自分の手にまだ硬かたい感触が残っていることに気づいた。


　自分の手に視線を落として──エルミナはそっと納なつ得とくしたような吐と息いきを漏らした。


　何な故ぜ、エルミナの追体験のほとんどがマルクの視点だったのか。


　そして何故一年前の記憶がエミリオではなく、マルクのものだったのか。


「……私の真珠兎ジブリツトは、君だったのだね」


　エルミナの手に残ったのは、銀の懐かい中ちゆう時計だった。蓋ふたの表面には三日月のように反り返った翼つばさと、唐から草くさ模も様ようの紋もん様よう。ヴァレンシュタイン家の紋章である。


　それはエルミナがマルクに贈おくったものだった。





　──カチコチカチコチ──再会を喜ぶかのように、銀時計は歯車を軋きしませる。





　蓋を開けると、三本の針が凄すさまじい勢いで文字盤ばんを回っていた。方向は右回り。どうやら時間が進んでいるらしい。


　それに影えい響きようされたように、周囲の景色がボロボロと崩れ始めた。


　──揺り籠が崩れ始めた。


　どうやら外に出られそうである。


　──だが、エミリオを見つけることができなかった。


　未練を感じていると崩れゆく屋や敷しきに、歌声が響いた気がした。


「──エミリオ……！」


　玄げん関かんホールの中央に、一人の少女が佇たたずんでいた。エルミナと同じく金色の髪かみ。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。そしてガラス細工を思わす整った顔立ち。エルミナと同じ顔をした少女。


　エルミナが駆かけ寄ろうとすると、頭上から大きな石片が落下する。どうやら天てん井じようが抜け始めているらしい。エルミナと同じ顔の少女は、そっと人差し指を立てて突き出す。来るなと言っているのだろう。


　エルミナは足を止めると、呻くような声で呟つぶやいた。


「……エミリオ。私を、恨うらんでいるかね」


　少女は、キョトンと目を丸くした。それから、小さく噴ふき出す。


「……私は、君を裏切った」


　これは夢なのだろうか？　崩れ始めたとはいえ、ここは揺り籠の中である。エルミナが見たい願望を投とう影えいしているだけなのかもしれない。


　それでも、エルミナには十分だった。


　伝えたいことがある。自分のために、エミリオに言わなければならないことがあるのだ。


「……エミリオ」


　エルミナは、迷いのない、ハッキリとした口調で言った。


「……必ず、助ける」


　それが、エルミナがエミリオに届けたかった言葉だった。


　エミリオは、驚おどろいたように目を開き、それからおかしそうに笑った。


「──────────」


　その返事が、まるで自分の想像しなかったことで、エルミナは大きく目を開いた。


　ミシミシと世界そのものに亀き裂れつが走る。追体験のときと同じように、揺り籠が砕くだけ散ちる瞬しゆん間かんが近づいているのだ。


　世界の全すべてが砕け散る瞬間、エルミナは誰かに手を引かれたような気がした。
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　フワリとした浮ふ遊ゆう感かん。とたんに足あし下もとから地面を見失い、エルミナは体勢を崩す。


　その手を、グイッと引っ張る力強い手があった。


　──マルク……？


　その名前を求めたエルミナは、望んだ顔が目の前にあったことに大きく目を開いた。


　目の前、過ぎたのだ。顔と顔が触ふれ合いそうな距きよ離り。


　そして唇くちびるに触れる、柔やわらかくも優やさしい感かん触しよく。




[image: ]





　先ほど見た過去の姿とは違ちがい、きれいに整えられた髪に愛あい嬌きようのある丸メガネ。普ふ段だん、焦ブげラ茶ウ色ンにしか見えない瞳は、陽の光に当たると月長石ムーンストーンのように淡あわい翠みどりを帯びるらしい。今さらながら、彼が大好きだった空中ブランコの道どう化けに少し似ていることに気がついた。


　にわかに困こん惑わくしながらもその顔をマジマジと観察し──


　──ああ、夢の、続きか……。


　エルミナは、そう判断してそっと目を閉じた。


　その後、マルクが一人動どう揺ようを通り越こして卒そつ倒とうしかけていることに気づく由よしもなく……。






　あとがき




　前巻より引き続きお付き合いいただいているお客様、ありがとうございます。表紙、あるいはあらすじ等で衝しよう動どう買がいなさいましたお客様、初めまして。手て島しま史ふみ詞のりと申します。





　本作は影かげ執しつ事じマルクの手て違ちがいシリーズ第５巻、『影執事マルクの迷めい走そう』になります。


　眠ねむり姫ひめ編中巻というわけで、不思議の国のお嬢じよう様さまです。マルクが鈍どん感かんにあんなことやこんなことをやっている間、無表情無反応（というほどでもないですが）のエルミナはなにを想おもっていたのか！


　今回は一応短たん編ぺん集しゆうということになるのですが、企き画かくが持ち上がったとき担当Ｔ氏がこんな恐おそろしくも容よう赦しやのないことを言ってくれました。





「手島さん。ただの短編集にしちゃうと面おも白しろくないんで、しっかりと本編に組み込んだ作りにしてくださいね☆」





　……この人は鬼おにだ。そう、思いました。


　そうして打ち合わせ中、ああでもないこうでもないと言い合って、今の形に落ち着いたのですが……いかがでしたでしょうか？





　それから各章の簡単な紹しよう介かいです。


　瑠璃猫ドミニトンの求める羽は衣ごろもは


　奥さんが着物を作ったりしたので一度書きたいと思っていた話です。ブログにこの直前のＳＳシヨートストーリーなど公開中です。私も娘むすめの服を買うときはつい理性をなくしたりもしますね。





　災さい厄やくは日常の隣となりに


　使用人たちの日常の様子です。以上！　あ、ダメですか？　ええっと、最近、息むす子こがチェスができるようになりました。息子とチェス……ええ、なかなか悪くないです。





　灰と共に散ちりぬ


　この話を書くときは古本市の取材に行ってきました。……すみません。大げさに言いました。古本市だと思ったのですが、行ってみたら図書館のフリーマーケットでした。





　暗くら闇やみに潜ひそむものは


　マルク１巻発売１か月前に掲けい載さいされた短編です。掲載時はお酒が引いん火かして爆ばく発はつしたりしてました。ですがお酒は引火しませんよね？　というわけで一番修しゆう正せい箇か所しよの多いお話です。





　……え？　結局内容の紹介になってませんか？　ええっと……、その、あとがきですから、裏話的な話の方がいいだろうと思ったまでです！


　あと、この本が発売されるのは９月のはずなのですが、９月といえば実は私のデビュー月だったりします。


　わーい！　デビュー２周年です。２周年記念にマルクも５巻発売。


　そ、し、て！


「天敵」のあとがきで少し触ふれましたが、「影執事マルクの手違い」コミカライズ企画進行中！　詳くわしくは11月発売のドラゴンマガジン、もしくは12月刊行予定のマルク６巻にてご報告できると思います（……ずっと言いたくてウズウズしてました）。





　というわけで、今月は私にとってはあれこれ嬉うれしい月になりました。


　ここまでこられたのは、読者の皆みなさんはもちろんのこと、担当のＴ様。イラストレーターのＣＯＭＴＡ様。毎回誤ご字じ脱だつ字じで大変ご迷めい惑わくをかけています、校正に携たずさわってくださいました方々。カバー等のデザイナー様。宣せん伝でんしてくれた親しん戚せき友人のみんな。そして未いまだにチョコレートパフェ一つでニコニコしてくれる奥さん子供たちのおかげです。ありがとうございます！





　次回予告。


〈空白の契約書〉とエミリオ。エルミナの秘密を知ってしまったマルクはなにを選せん択たくするのか？　そして５巻のラスト、なんだってエルミナとマルクはあんなことになってたの？


　眠り姫編最終巻『影執事マルクの覚かく醒せい』。エルミナが揺ゆり籠かごに囚とらわれている間、外ではなにが起こっていたのかにスポットを当ててつつ、大おお騒さわぎします！







２００９年８月　手島　史詞
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初　出





「第一章　瑠璃猫ドミニトンの求める羽は衣ごろもは」　　　ドラゴンマガジン２００９年７月号


　　　（掲載タイトル「瑠璃猫ドミニトンの求める羽衣は……」を改題）





「第二章　災さい厄やくは日常の隣となりに」　　　ドラゴンマガジン２００９年５月号


　　　（掲載タイトル「災厄は日常の隣に……」を改題）





「第三章　灰と共に散ちりぬ」　　　ドラゴンマガジン２００９年３月号





「第四章　暗くら闇やみに潜ひそむものは」　　　ドラゴンマガジン２００８年11月号


　　　（掲載タイトル「暗闇に潜むものは……」を改題）





※本書は、ドラゴンマガジンに掲載された短編を改稿してまとめたものです。




　プロローグ、第五章、エピローグの各章は書き下ろしです。





影かげ執しつ事じマルクの迷めい走そう





手て島しま史ふみ詞のり
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